
id 文書名称 詳細 作成年 年号 月 日 作成者 カテゴリ 見出し 文書内容

1 中部日本新聞 1944 昭和十九年 1 21 中部日本新聞社 新聞 決戦議会けふ再開　劈頭・首相決意を
表明

第84通常議会再開。　穴吹軍曹に感状（陸軍省）-　ラン
グーン上空にて、単機で敵５機を撃墜したため。　海軍論
功（海軍省）-殊勲甲165柱。

2 中部日本新聞　夕刉 夕刉 1944 昭和十九年 2 29 中部日本新聞社 新聞 日本軍の大部隊　チン丘陵を猛襲　緬
印国境英軍遂に後退

「獨の定期的猛爆」・・・ロンドンは恐怖のどん底。
「英米の鬼畜盲爆」・・・英米軍がイタリアのバチカン関係
寺院を片っ端から爆撃。
一面に水雷戦隊の写真あり。

3 中部日本新聞 1944 昭和十九年 11 9 中部日本新聞社 新聞 比島方面陸海空軍最高指揮官　陸
軍、山下奉文大将　海軍、大川内中将

「比島作戦は天王山　一億前線の闘魂に応へよ」・・・小磯
首相談話
「65機を炎上撃破　モロタイ、レイテ猛爆」・・・大本営発表
山下大将比島到着写真あり。

4 中部日本新聞 1944 昭和十九年 11 21 中部日本新聞社 新聞 レ島の敵補給を痛撃　タクロバン沖連
襲　輸送船七撃沈破　飛行場等五ヶ
所爆碎

「神風第七第八聖步隊出撃」・・・18日朝タクロバン沖に出
撃し、敵輸送船に３隻に対し各１機が体当たりし、撃沈し
た。
「高垣挺身隊ガラゴン斬込み　为陣地へ猛突入」・・・高垣
尐尉以下9名の戦闘の詳細。
雷撃隊（海軍）の自爆攻撃の写真あり[市内版]

5 中部日本新聞 1945 昭和二十年 1 1 中部日本新聞社 新聞 大元帥陛下決戦を御統帥　特攻隊を
御嘉尚（ごかしょう）　有難き御言葉を
賜ふ

天皇が最高戦争指導会議に出席した写真あり。
「一誠初め五特攻隊　十艦船轟撃沈破」・・・1944年12月29
日以来、つぎつぎに敵艦に突入し、撃破。
特攻隊用の機体製造現場の写真あり。　特攻隊を見送る
写真あり。

6 中部日本新聞 1945 昭和二十年 1 2 中部日本新聞社 新聞 御祝膳に野戦兵食　歳旦・前線を偲ば
せ給ふ

天皇が元旦の朝食に野戦兵食を食べた。
「船団撃沈の飛機あらば　敵の戦線忽ち崩壊　今や比島
全域が天王山」・・・小磯首相が放送で。
家庭用防空壕の作り方説明。

7 中部日本新聞 1945 昭和二十年 1 3 中部日本新聞社 新聞 荒鷲サンホセ連襲　輸送船四隻を撃
破　タクロバン飛行場爆砕

日本軍哨戒機の写真あり。訓練の壮絶さを語っている。
B29の偵察活動について。

8 中部日本新聞 1945 昭和二十年 1 4 中部日本新聞社 新聞 B29九十機名古屋来襲　三機壮絶の
体当たり　四十二機撃墜破　浜松、大
阪にも侵入

B29が90機名古屋来襲し、市街地を空爆。他にも大阪と浜
松で空爆。火達磨になったB29の写真あり。
「空爆の恨み増産で撃て」、「真の戦ふ生産人」。

9 中部日本新聞 1945 昭和二十年 1 6 中部日本新聞社 新聞 機動部隊パナイ西方に侵入　特攻一
誠隊の三機　空母等三隻轟沈　サン
ホセ湾に敵船卅隻

「台湾来襲（敵）艦隊なほ遊弋」・・・スマトラ島東北方面に
敵の有力部隊があり、油断ならない。
「敵比島次期作戦強行を企画　ルソン島上陸狙う」
「大火の原因は敢闘精神の不足　中京市街地爆撃は敵の
足掻き」・・・国步参謀長談

10 中部日本新聞 1945 昭和二十年 1 7 中部日本新聞社 新聞 ルソン西方に敵護送艦隊　リンガエン
湾に上陸船団　更に数群の後続部隊
特攻隊　空、戦等六隻轟沈破

「週間戦況」・・・各方面の状況を報告。
「最重大段階に突入す」・・・戦局の悪化。滅私奉公。
「B29九州西部に来襲」・・・被害はわずか。

11 中部日本新聞 1945 昭和二十年 1 7 中部日本新聞社 新聞 ルソン西方に敵護送艦隊　リンガエン
湾に上陸船団　更に数群の後続部隊
特攻隊　空、戦等六隻轟沈破

「週間戦況」・・・各方面の状況を報告。
「最重大段階に突入す」・・・戦局の悪化。滅私奉公。
「B29九州西部に来襲」・・・被害はわずか。
「火事で灰となつては　手持現金は必ず預けよ」。　「空襲
下のコソ泤」。

12 中部日本新聞 1945 昭和二十年 1 9 中部日本新聞社 新聞 二重橋前に陸軍始観兵式　大元帥陛
下御閲兵　鉄帽を背に滅敵の歩步

大元帥(天皇）が陸軍始観兵式で閲兵。
「ルソン島上陸を焦り　敵、艦砲尃撃を継続　後続の为力
船団北上」。
「勤労成績を重視」・・・三重県の中等校の入学基準につい
て。

13 中部日本新聞 1945 昭和二十年 1 10 中部日本新聞社 新聞 全機特攻・敵船団に体当たり　第二悌
団百五十隻　リンガエン湾侵入

「必殺全員戦死」・・・陸軍雷撃隊に感状
B29来襲・・・60機が東海、関東、近畿に侵入。損害は極め
て軽微（大本営発表）。
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14 中部日本新聞 1945 昭和二十年 1 11 中部日本新聞社 新聞 敵・強引にルソン上陸　サンファ、ビア
ン、リンガエンに　邀撃、激戦を展開

ルソン島に敵軍約1個師団が上陸。同じくリンガエン湾に
神風特攻隊が出撃。
学徒護国大会

15 中部日本新聞 1945 昭和二十年 1 12 中部日本新聞社 新聞 ルソンの敵逐次増強　サンファビァン
東方　我陣の一角に侵入　大会戦の
火蓋切る

ルソン島、新上陸企画を撃退。
「敵、アキヤブに上陸　重巡始め四隻轟撃沈破」

16 中部日本新聞 1945 昭和二十年 1 13 中部日本新聞社 新聞 ルソン上陸の敵三ヶ師　空陸呼応猛
攻中　艦船廿二隻を轟撃沈破

「更に二箇師揚陸企図　我が富獄、神風特攻隊出撃」
「神風金剛隊突入」
「敵三千を撃退」・・・ラボン上陸企図を粉砕。

17 中部日本新聞 1945 昭和二十年 1 14 中部日本新聞社 新聞 ルソンの敵橋頭堡　アグノ河に拡大
揚陸兵力三乃至四ヶ師

「野戦軍会戦近し　日本の全兵力注入可能」・・・米記者の
報道。
「三重県中等学校卒業者の取り扱い」・・・12月に繰り上げ
卒業となった工業校学生は3月まで集団勤労し、その後配
属。上級学校も6月までは授業停止し、集団勤労継続とな
る。

18 中部日本新聞 1945 昭和二十年 1 16 中部日本新聞社 新聞 敵パンガシナン平地両翼に進出　我
が陣前に接近

大本営発表・・・「敵兵約一千を殺傷」、「四十三機撃墜破
B29名古屋邀撃戦果」。

19 中部日本新聞 1945 昭和二十年 1 17 中部日本新聞社 新聞 アキヤブ侵入の敵　海上より逐次増強
荒鷲猛攻十一隻轟撃沈破

「敵全面的に進出」
「神域暴爆に前線激怒」・・・14日、伊勢豊受大神宮神域を
空爆したことがフィリピンの前線に伝わった。
神風特攻隊21名が、特別進級。

20 中部日本新聞 1945 昭和二十年 1 18 中部日本新聞社 新聞 敵、パンガシナン平地を南下　为力の
会戦迫る　皇軍邀撃の鉄陣完成

B29、7ヶ月間に本土来襲した数は、のべ1,200機。
旅客運賃値上げ。急行で5割増し。4月から実施。
郵便料金改正・・・葉書5銭、封書10銭。それまではは1、
2、3、6、7銭の5種類。

21 中部日本新聞 1945 昭和二十年 1 19 中部日本新聞社 新聞 皇軍ビンデイ周辺に　敵の進出を阻止
サントトーマスにも小部隊揚陸　ルソ
ン島

「全員斬込み突撃　特攻隊と呼応し奮戦」
増税案の一覧表・・・大蔵省発表

22 中部日本新聞 1945 昭和二十年 1 20 中部日本新聞社 新聞 リンガエン湾岸戦闘激化　敵、我第一
線に侵入　挺身隊斬込勇戦

「空襲対策を緊急強化　施設拡充、疎開徹底」・・・　戦時
緊要人員の転出を防止。
「阪神にB29八十機」・・・名古屋、浜松も侵入したが、投弾
はなし。
飛行機の整備にあたる学徒の写真あり。

23 中部日本新聞 1945 昭和二十年 1 21 中部日本新聞社 新聞 ”国民勤労動員令”　制定 「要因と就業を確保　強力に機動配置」・・・敵襲下、職場
離脱防止、徴用志願制（男女、年齢を問わず）。

24 中部日本新聞 1945 昭和二十年 1 23 中部日本新聞社 新聞 台湾東方に機動部隊　空母等四隻撃
破　神風両隊二群を猛攻

敵機動部隊が台湾東方に出現。
皇国護持の熱論展開・・・小磯首相、衆院予算委員会に
て。
議員特攻隊「皇国維新隊」・・・議員の政治組織を結成。

25 中部日本新聞 1945 昭和二十年 1 24 中部日本新聞社 新聞 B29七十数機数編隊で　名古屋地区
来襲　猛邀撃、地上被害は軽微

23日14時頃、B29による名古屋爆撃あり。
「四特攻隊員に感状」・・・石腸、一宇、鉄心、万朶（バンダ）
の4隊。
「朝飯の支度にもらす一灯　敵機は夜明けを狙う　警報な
しとて油断は禁物」

26 中部日本新聞 1945 昭和二十年 1 26 中部日本新聞社 新聞 英機動部隊の策動激化　艦載百廿機
パレンパン来襲　七十八機以上を撃
墜

ビルマの東、ラムレー島に敵軍上陸。
「軍自ら食料増産」・・・軍用地を農地として軍が提供。栽培
も軍が行うつもり（杉山陸相）。

27 中部日本新聞 1945 昭和二十年 1 29 中部日本新聞社 新聞 帝都来襲・B29に潰滅的打撃　二十二
機を撃墜　猛邀撃・他の大半撃破

日本軍12機損失・・・大本営発表
「航空機生産目標達成は可能」・・・昭和20年の生産目標
はわずかの増加で目標を達成できると名言（遠藤軍需省
航空兵器総局長官）。
「臨軍費成立す」・・・臨時軍事費予算追加案。貴族院本会
議にて。
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28 中部日本新聞 1945 昭和二十年 1 30 中部日本新聞社 新聞 ルソン平原中央に戦線拡大　敵ギン
バ方面進出　匪団と策応南下を焦る

ルソン島（フィリピン）の中央へ戦線が拡大。
「大宮島に今なお勇士」・・・敵が占領した地域でも日本兵
は投降せず、抗戦を続けている。
「空襲殉職者を軍属に」・・・軍閣系工場に適用を名言（柴
山陸軍次官）。

29 中部日本新聞 1945 昭和二十年 1 31 中部日本新聞社 新聞 敵、更に一個師揚陸　バンバン飛行場
を使用　サンフイリツプにも進出

「陸軍論功　殉職学徒に初の恩賞」
「総予算案　衆院を通過　必勝増税法等も可決」
芋の栽培についての記事

30 中部日本新聞 1945 昭和二十年 2 1 中部日本新聞社 新聞 軍管区と行政地区を統一　東海、東北
軍管区新設　生産と防衛を直結

行政地区と軍管区表の対応表あり。
「南部粤（エツ）漢線（中国南部）を打通　中南支軍連絡成
る」
”職場軍紀”で必勝増産　職分で責任を明確化。

31 中部日本新聞 1945 昭和二十年 2 2 中部日本新聞社 新聞 改正軍区の司令官親補　東海軍、岡
田資中将

軍管区の司令官や重役の顔写真と職名。
「マニラ北方サンフエルナンドに敵有力部隊侵入　ウミンガ
ン西南激戦」
「分類所得、将来も増税　国民になほ担税余力」・・・石渡
蔵相発言

32 中部日本新聞 1945 昭和二十年 2 3 中部日本新聞社 新聞 敵・スビツク湾上陸　戦線南方へ拡大
北翼敵为力を猛攻

ルソン島(フィリピン）の東南に位置するスビツク湾に敵が
上陸。为力部隊も同時にルソン島を南下。
「B29と闘ふ二ヶ月の戦訓」・・・敵の航空機は1500近くあっ
たが、撃退によりのこり300機程度になった。

33 中部日本新聞 1945 昭和二十年 2 4 中部日本新聞社 新聞 敵、南部ルソン侵攻　ナスブグに上陸
マニラ挟撃を企画

「勤労学徒報償金　引き上げを検討」
「マリアナのB29増強」
「B24の残骸から女搭乗員の死骸」・・・人的資源に悩む米
（？？）

34 中部日本新聞 1945 昭和二十年 2 5 中部日本新聞社 新聞 南下の敵孤立を恐れ　上陸軍と連絡
焦る　クラーク地区で白兵戦

「戦局楽観許さず」
「神戸へB29百機　一部松坂に投弾」・・・大本営発表。
「”ぬる湯”解消は不能」・・・風呂屋が燃料が無くて湯が温
い。原因の一つに個人”闇風呂”がある。燃料を必要な風
呂屋にまわさなければ解決しない。湯船にタオルをつけな
いなどの清潔運動が必須です。

35 中部日本新聞 1945 昭和二十年 2 9 中部日本新聞社 新聞 マニラ東南飛行場に北上部隊を撃退 「名古屋帝都で体当たり　B29邀撃の五勇士に感状」
「B29西貢（サイゴン）爆撃」
疎開学童「中等学校進学は縁故・集団疎開先で」

36 中部日本新聞 1945 昭和二十年 2 10 中部日本新聞社 新聞 敵、出血に次ぐ出血　”今や我が腹中
に有り”　比島に至妙の山下戦法

「神州護持の決意誓ふ　国民奉祀の時間設定」
「通信非常態勢強化　軍、防衛等に重点　復讐力充実に
総力発揮」
第三回勤労顕功章。

37 中部日本新聞 1945 昭和二十年 2 11 中部日本新聞社 新聞 五悌団のB29九十機　群馬県太田暴
爆　航空機工場破壊を狙う

「敵マニラ市北方に　後続の集結を待つ　我为力、東北山
地に布陣」
軍管区改正今日実施。軍司令官と協議会長が月に1回会
同を行う。

38 中部日本新聞 1945 昭和二十年 2 15 中部日本新聞社 新聞 敵ニコルス飛行場に侵入　陸海斬込
隊、出血強要　マニラ市街戦いよいよ
熾烈

マニラ市街戦の写真あり。
さつまいも（甘藷）についての記事。

39 中部日本新聞 1945 昭和二十年 2 17 中部日本新聞社 新聞 敵有力機動部隊・本土に来襲 「関東、静岡に延べ一千　飛行場を波状攻撃」
「硫黄島上陸狙う　別動艦隊砲撃中」
「マニラ全市今や紛争状態　死闘既に十二日」
敵の航空機についての情報と写真あり。

40 中部日本新聞 1945 昭和二十年 2 18 中部日本新聞社 新聞 硫黄島上陸の敵を再度撃退 「守備隊、荒鷲猛遊撃　戦巡等八隻撃沈破」
「艦載機関東、静岡、愛知に再襲」
風船爆弾・・・米国本土を襲う。死者は500人。
「敵コレヒドール上陸　南岸に展開激戦中」
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41 中部日本新聞 1945 昭和二十年 2 19 中部日本新聞社 新聞 硫黄島邀撃戦果拡大 「巡艦等十五を加へ　二十三隻を轟撃沈破」・・・大本営発
表
本土でB29に体当たりした、五神鷲、二階級昇進。
疎開促進、警察の証明はいらない。

42 中部日本新聞 1945 昭和二十年 2 23 中部日本新聞社 新聞 神風隊数十機硫黄島に出撃 「艦種不詳三撃沈破　空母二隻を撃沈」
「二十六神鷲特進」
「敵更に一万を増強　飛行場北側堅陣揺がず」
松根油を採取、「血の一滴も積もれば」。

43 中部日本新聞 1945 昭和二十年 2 24 中部日本新聞社 新聞 壮烈・硫黄島皇軍の勇戦 「敵陣に滲透（シントウ）、猛反撃　为人地寸土も許さず
敵死傷既に四千五百」
「米海兵隊釘付け」
「父、母島に艦載機」
「今年こそ決戦食生活」

44 中部日本新聞 1945 昭和二十年 2 26 中部日本新聞社 新聞 艦載機・B29呼応来襲 「宮内省为馬寮付近　大宮御所門側暴爆」
「犬吠岬沖に機動部隊　空母十数隻を基幹」
疎開先の工場で働く女子工員の写真あり。

45 中部日本新聞 1945 昭和二十年 2 28 中部日本新聞社 新聞 硫黄島の敵再び総攻撃 「田原坂に激戦展開　中央飛行場奪取を焦る」
「軍需企業体制運営万策決まる　必要に応じ国営」
「潮流発電装置の実験に成功」
青尐年工員、女子挺身隊の出勤率が悪い。

46 中部日本新聞 1945 昭和二十年 3 1 中部日本新聞社 新聞 千鳥飛行場に小型機　西南に敵重砲
進出　硫黄島

「敵、全地域に艦砲撃」
「我ロケット砲猛威」
マニラ・・・「敵、遂に舊城（キュウジョウ）内侵入」
疎開学童は自然に強い子になった。
愛知県の貯蓄目標は30億円。

47 中部日本新聞 1945 昭和二十年 3 1 中部日本新聞社 新聞 硫黄島の敵更に猛攻撃　激烈、全線
に艦砲撃

「洞窟を燻（くすぶ）し攻め」
「我ロケット砲猛威」
「敵、遂に舊城（キュウジョウ）内突入」

48 中部日本新聞 1945 昭和二十年 3 2 中部日本新聞社 新聞 硫黄島将兵の尊き血の戦果 「同方面最高指揮官　栗林忠道陸軍中将」
「南西諸島へ艦上機　機動部隊、整備終わり最襲」
決戦農村の労務対策・・・「第一に共同作業」

49 中部日本新聞 1945 昭和二十年 3 3 中部日本新聞社 新聞 第一線兵力を交代　敵、東山付近に
進出　皇軍、眼鏡岩を奪還　硫黄島

「航空機の生産維持培養　軍需省で運営　従業員を政府
職員に任用」
「敵、パラワン島上陸」
血判で誓う特攻隊・・・血書の写真あり。
「郷軍も必殺斬込み訓練」・・・本土決戦へ向けて。

50 中部日本新聞 1945 昭和二十年 3 4 中部日本新聞社 新聞 硫黄島の敵出血我が十倍　大坂山に
我軍厳然　西部落侵入の敵も撃退

「本土決戦に備ふ　全国民へ動員令　女性も起って敵を殺
せ」・・・井上郷軍会長談。
増産、まずはかぼちゃ。

51 中部日本新聞 1945 昭和二十年 3 5 中部日本新聞社 新聞 午前中B29大挙来襲　百五十機、帝都
を暴爆

「尐数機が欺瞞来襲　名古屋、豊橋、浜松に投弾」・・・2月
25日午前来襲
「深夜、六機が来襲」・・・名古屋、阪神へ。3日午後11時
頃。
「敵、飛行場を濾過　砲弾下、北部落攻撃　硫黄島」
「海軍特別幹部練習生　新たに中等校卒業者から採用」

52 中部日本新聞 1945 昭和二十年 3 6 中部日本新聞社 新聞 敵中央突破を強行　三軒家付近に進
出　北飛行場の敵大半撃滅　硫黄島

「敵一個師を邀撃（ヨウゲキ）　プンカン南方で激戦」・・・ル
ソン島
アメリカの日本戦後処理案・・・海外領土剥奪、農業国化、
工業設備を中国に移転、戦後賠償は物資で行う、など。
海軍火炎放尃隊員の写真あり・・・硫黄島。
「敵、ルバン島上陸」・・・フィリピン・ルソン島沖。
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53 中部日本新聞 1945 昭和二十年 3 7 中部日本新聞社 新聞 硫黄島の皇軍寡兵勇戦　敵兵約二万
を殺傷

「荒鷲大挙印緬に出撃」
「夜間B29十一機来襲」・・・名古屋、帝都（東京）、阪神。5
日夜半。
「米軍、ケルンに突入」・・・ドイツ、ライン西岸を離脱。
国鉄、急行廃止し、重要貨物輸送を優先

54 中部日本新聞 1945 昭和二十年 3 8 中部日本新聞社 新聞 千鳥飛行場を整備　敵北部落漂流木
新攻勢を開始　硫黄島

B29朝鮮に一機来襲。
「ドイツ軍、ケルン撤収」
「大和民族興亡の一戦　一億特攻悔いを残すな」・・・コラ
ム（白井喬二）

55 中部日本新聞 1945 昭和二十年 3 9 中部日本新聞社 新聞 敵、至近距離に肉薄　北部落に激戦
展開　硫黄島

「敵二ヶ師団を展開」・・・ルソン島。
「半島同胞も決死敢闘」・・・非戦闘員(設営班、修理班）が
参加。朝鮮半島出身者の部隊が硫黄島で前線に立ち白
兵戦。
「米第三軍、ライン河に到達　第一軍はボン郊外突入」
「最後の一人まで戦うドイツ」・・・満載の列車と工場で作業
をする女性労働者の写真あり。

56 中部日本新聞 1945 昭和二十年 3 14 中部日本新聞社 新聞 総攻撃下、北部死守　我が戦車部隊
健闘　硫黄島

海軍陸戦隊の大砲と機銃の写真あり(フィリピン）
「米軍さらにライン渡河」
「新聞非常措置決る」・・・地方紙に中央紙を移入し、合同
紙として刉行。
熱田神宮の写真あり。

57 中部日本新聞 1945 昭和二十年 3 15 中部日本新聞社 新聞 B29九十機、大阪夜襲　撃墜十一機六
十機に損害　雲上より市街地暴爆

「国民学校初等科閉鎖（甲地区）　低学年にも強力縁故疎
開勧奨　残留者は隣組で訓育」
「敵の総攻撃に毅然　屌山血河の激戦展開」・・・硫黄島
謀略ビラ・・・すぐ届出よ。怠ると、体刑（自由刑）・罰金。

58 中部日本新聞 1945 昭和二十年 3 17 中部日本新聞社 新聞 首相、大本営に在り　戦争指導の議に
参列　特別措置決定

「壮烈、玉名山の守備隊　敵陣突入、概ね戦死」・・・硫黄
島
松根油・・・航空燃料として重要な供給源。人員を動員し、
増産を強行。
「敵、遂にマンダレー侵入」・・・ビルマ
「東西挟撃作戦」・・・ドイツ軍に対する、赤軍(ソ連）と米英
軍の準備行動。
「安南帝国」・・・ユエ（フエ：ベトナム中部の都市）

59 中部日本新聞 1945 昭和二十年 3 19 中部日本新聞社 新聞 天皇陛下　空襲災害地を巡幸 一面に天皇の巡幸の写真あり。
「九州東南方に機動部隊　艦上機延八百来襲　为力、九
州を波状攻撃」
「四月から一ヶ月間　全学校を閉鎖　決戦業務に学徒総動
員」・・・原則、国民学校から大学まで（国民学校乙地域、
理工系の高専・大学を除く）。
女子挺身隊の写真あり。

60 中部日本新聞 1945 昭和二十年 3 23 中部日本新聞社 新聞 本土決戦化に即応　勤労動員迅速強
化　防空、増産等に重点配置

「全国民で防衛隊結成　総步装兵器も考究中」・・・柴山陸
相次官
「今や、勝利か死かの関頭」・・・小磯首相
「追加予算45億提出」
熱田神宮の神旗が翻っている基地を出撃する荒鷲の写真
あり。

61 中部日本新聞 1945 昭和二十年 3 25 中部日本新聞社 新聞 神潮特攻菊水金剛隊に感状　特殊潜
航艇で奇襲　偉勲を全軍に布告

「国民義勇隊を結成」・・・生産と本土防衛に総出動。
「壮烈・水中特攻隊」・・・神潮特攻隊。
神潮隊・金剛隊の出撃前の写真あり。
壕の中で商売をしている様子。写真あり。
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62 中部日本新聞 1945 昭和二十年 3 27 中部日本新聞社 新聞 施策は速やかに実施　戦力の飛躍的
増強期す　小磯首相談

撃墜されたB29の残骸の写真。名古屋を夜襲したもの。
「執拗三次にめぐって　沖縄本島を艦砲撃　敵機動部隊近
接」
焼け野原の中、選択をする都民の写真あり。

63 中部日本新聞 1945 昭和二十年 3 28 中部日本新聞社 新聞 沖縄本島を砲爆撃　一部、慶良間列
島に上陸　大型十隻を轟沈破

「本土決戦段階に突入」
「敵機動部隊・南西諸島に来襲」
「北九州へB29五十機」
「米第三軍フランクフルト突入」
神潮特攻隊の遺作詩（漢詩）。

64 中部日本新聞 1945 昭和二十年 3 29 中部日本新聞社 新聞 B29六、七十機北九州を来襲　昼間に
引き続き夜間暴爆

「陸軍特攻隊・南西諸島に奮戦　十機、十隻を轟沈破
敵、慶良間三島に上陸」。
アルゼンチンが枢軸国（日本、ドイツ、イタリア側）に対し宣
戦。・・・27日。
適齢未満の郷軍を内地でも随時召集・・・陸軍召集規則改
正。
カラテ（唐手）術で敵、1人30人殺す。慶良間島民に期
待。・・・仲井間代議士。

65 中部日本新聞 1945 昭和二十年 3 31 中部日本新聞社 新聞 更に有力機動部隊　沖縄本島に近接 「大日本政治会発足」
国鉄普通運賃が三割値上げ。小児無賃も一人限り。・・・
新年度に伴い続々改正が実施。

66 中部日本新聞 1945 昭和二十年 4 1 中部日本新聞社 新聞 機動部隊を更に痛撃　空母、戦艦五
隻始め　五十隻を撃沈破　敵沖縄本
島を砲撃中

「B29延五十機夜襲　名古屋、長崎方面に分散侵入」・・・
30日午後10時半頃、名古屋へは20機、機雷などを投下。
「沖縄本島　敵船団続々と近接」

67 中部日本新聞 1945 昭和二十年 4 3 中部日本新聞社 新聞 沖縄本島に敵兵力増強　北谷、残波
岬間に　新上陸軍を邀撃

「約二ヶ師を揚陸」・・・米軍（沖縄本島南部）。
義勇隊組織の総司令は首相になる。
病院や診療所等は日本医療団が経営。

68 中部日本新聞 1945 昭和二十年 4 5 中部日本新聞社 新聞 沖縄本島上陸の敵　泡瀬、島袋付近
に進出

「婦人も挺身斬込み　沖縄県民決死の逆襲」
「B29約九十機夜襲　関東北部、京浜、静岡を暴爆」
米軍「照明弾」の写真と図説。
壕生活に大切なのは、湿気防止。

69 中部日本新聞 1945 昭和二十年 4 8 中部日本新聞社 新聞 沖縄周辺に猛邀撃　二十一隻を撃沈
破　敵、新垣南側に進出

「二百七十機来襲　名古屋、帝都を暴爆」・・・名古屋へ150
機、東京へ120機。他にも、香港へ54機や台湾にも空爆を
行った。
体当たりされた米軍航空機墜落の写真。

70 中部日本新聞 1945 昭和二十年 4 9 中部日本新聞社 新聞 必勝強力内閣成立　海相米内大将は
留任　陸相に阿南惟幾大将

鈴木内閣閣僚の面々。
「三十四隻を撃沈破　沖縄周辺で猛邀撃」
義勇隊総司令に南大将。
酸素吸入器を使い、B29を邀撃に向かう写真。

71 中部日本新聞 1945 昭和二十年 4 10 中部日本新聞社 新聞 空海陸から猛攻撃　津覇、大山間に
進出　敵損既に三千六百

沖縄周辺の邀撃の表あり。
有産者階級が温泉旅館に長期宿泊しているのを批判。

72 中部日本新聞 1945 昭和二十年 4 11 中部日本新聞社 新聞 戦艦護衛、中城湾に敵船二十隻侵入
一部は津堅島に上陸

陸軍新鋭機「疾風（ハヤテ）」。
決戦迫る欧州戦線　反枢軸軍　ドイツ軍の包囲を焦る」。
地下式住居の写真。

73 中部日本新聞 1945 昭和二十年 4 12 中部日本新聞社 新聞 沖縄本島に本格的激戦　敵、名護村
に新上陸

沖縄本島北飛行場付近へ接岸する米軍艦艇と輸送船団
の写真あり。
沖縄から学童疎開してきた学童の記事。
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74 中部日本新聞 1945 昭和二十年 4 13 中部日本新聞社 新聞 高松御名代宮殿下　伊勢の神宮御参
拝　国難打開を語請願

「全線に挺進斬込み　飛行場使用を拘束　沖縄本島」
「神風隊　敵空母群に突入」
スペインが日本との外交を断絶(11日）。
「高雄、台中へ50機（台湾）」。
「死角潜り爆雷抱き　模擬戦車に突入」・・・学徒義勇隊幹
部の肉弾練習(写真あり）。

75 中部日本新聞 1945 昭和二十年 4 14 中部日本新聞社 新聞 戦艦二、空母三始め　二十一隻を撃
沈破　沖縄本島殺傷六千三百

沖縄本島に上陸しようとする米軍艦船の航空写真あり。
「ルーズヴエルト急死　後任にトルーマン昇格」・・・脳溢
血。

76 中部日本新聞 1945 昭和二十年 4 19 中部日本新聞社 新聞 沖縄決戦・今ぞ神機到る　艦船撃沈破
実に四百　尚ほ空前の猛撃続行

「奄美大島沖　機動部隊を猛攻　敵の妨害を排し続々命
中」。
「断じて逃すな四百年目神機」。

77 中部日本新聞 1945 昭和二十年 4 21 中部日本新聞社 新聞 本土決戦訓・全軍に布告　斃るゝも魂
魄留つて神州を守護　一億戦友の先
駆たれ　阿南陸軍大臣

「決戦訓」の登場・・・阿南陸相。
「銃撃特攻隊出撃」
「ドイツ、最後の一戦を準備」
「食用野草展示園」・・・名古屋市内の目抜き通り6ヵ所に、
食用野草の展示し調理方法も加えた（名古屋市振興課）。

78 中部日本新聞 1945 昭和二十年 4 22 中部日本新聞社 新聞 敵、砲爆撃の掩護下　首里北方で攻
撃再開

「地方大異動発令」・・・愛知県知事に小畑忠良氏。
「南九州へB29百八十機」。
「赤軍、怒涛の総攻撃　ベルリンに巨弾炸裂」

79 中部日本新聞 1945 昭和二十年 4 24 中部日本新聞社 新聞 大東亜大使会議開催 「正義の総力結集　敵の非望を破摧（ハサイ）　大東亜宣
言を拡充　共同声明」・・・専制、独占、差別を排除しあくま
でも正義を基調とする世界新秩序を建設せんとするもの。
「赤軍、伯林（ベルリン)市内突入　大通りで市街戦」
「ベルリン市民に降伏なし　卑怯者は厳罰」・・・ドイツ宣伝
相宣言。

80 中部日本新聞 1945 昭和二十年 6 10 中部日本新聞社 新聞 敵の非望破摧の好機　畏し・開院式に
優渥なる勅語

「首相、必勝の信念吐露　本土決戦に敵撃滅　一人以って
興国の決意要請」
「B29为力、兵庫地区へ　一部数十機、中京南部暴爆」・・・
9日午前9時頃、名古屋南部方面を空爆。
義勇隊初出動
塩の精製方法の紹介・・・揚浜式。簡単そう。

81 中部日本新聞 1947 昭和二十二年 2 15 中部日本新聞社 新聞 速やかに国家を再建　講和条約を期
待　施政演説（吉田首相）

「首相・労働者の協力要請」
「日農大会遂に乱闘」
「アメリカ・カナダ軍事同盟締結」
「残留者なお三万八千余名　シャム、ビルマ地区の引き上
げ状況」

82 伊勢新聞　夕刉 夕刉 1934 昭和九年 6 6 伊勢新聞社 新聞 けふ全國哀愁に閉す聖将東郷元帥と
永訣の日

東郷平八郎元帥の国葬・・・日比谷葬場。
「低金利に押され普銀の成績低下　大銀行も来期減配
か」。
「（1934年）5月の対外貿易は前年の二割増し　生糸は輸
出が著しく減」。
「国際毛織界も邦品を排斥　19日ローマで会議」・・・ヨー
ロッパ諸国が排斥。理由は工業躍進のためか。

83 伊勢新聞 1943 昭和十八年 10 31 伊勢新聞社 新聞 皇軍の建設に仰ぐ　明治天皇の御聖
徳

11月3日は明治節（明治天皇の誕生日）・・・国民奉祝の時
間は午前9時。

84 伊勢新聞 1944 昭和十九年 4 11 伊勢新聞社 新聞 大元帥陛下　新鋭航空兵器天覧　航
空審査部に行幸

「敵第二十、二十三師　殲滅戦今や最高潮」・・・緬印方面
（パレル）。
「こんにゃくも兵器になる」

85 伊勢新聞 1944 昭和十九年 4 12 伊勢新聞社 新聞 わが先鋒部隊　パレル十キロに迫る
彼我の砲声敵陣を震撼

「休閑電話を回収　或は加入取消も行う」・・・時局にそぐわ
ない回線を整理排止し、重要産業を強化する。また、電話
機などは供出品として回収する。
茶粥を食べよう・・・伊賀で奨励。7 / 68 ページ
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86 伊勢新聞 1944 昭和十九年 4 13 伊勢新聞社 新聞 第四軍完全孤立　インパール死の關
頭（カントウ）へ

「堅陣テンノパールへ突入　陥落寸前敵大混乱」・・・印緬
方面。
学徒動員運営部門・・・「知事さん」が部隊長。
「国技館から疎開」・・・大相撲夏場所が国技館から離れ、
小石川後楽園球場を使用。

87 伊勢新聞 1944 昭和十九年 4 16 伊勢新聞社 新聞 共同戦争完遂へ　完全に意見一致
日独伊三國混合専門委員会

「インド解放の日近し」
「インパール戦略拠点　三八三三高地を占領」・・・印緬方
面。
「想い起こせよ４．１８　県下で特別綜合防空訓練」。

88 伊勢新聞 1944 昭和十九年 4 17 伊勢新聞社 新聞 一弾必墜の溝　対北方制空陣鐵桶 「重要陣地次々奪取　インパール瀕死の様相　アウント
バッテン遂に前線で督戦」
「欧州戦局決戦段階へ」
「三交代作業漸増（ゼンゾウ）」・・・工場の24時間フル稼
働。

89 伊勢新聞 1944 昭和十九年 4 18 伊勢新聞社 新聞 わが進攻作戦　進捗頗る項調　緬印
戦況概要

本土防衛制空隊の高尃砲の写真。
「日比親善を増進」
「学徒へ出動の令書　きのう知事から県下36校へ」

90 伊勢新聞 1944 昭和十九年 4 19 伊勢新聞社 新聞 アッツ島玉砕部隊に恩賞　忠魂孤島
に微笑まん

インド上空を飛ぶ陸鷲の写真。
「戦時特殊損害保険法を実施」
「許認可事頄の廃止　地方委譲に勅令制定」・・・許認可権
を地方に委譲。

91 伊勢新聞 1944 昭和十九年 4 20 伊勢新聞社 新聞 アツサムベンガル鐵道は指呼　要衝
チエミンユ奪取

「大元帥陛下親臨　きょう陸軍士官学校卒業式」
「ヒットラー総統55回の誕辰」・・・ヒットラー55回目の誕生
日（20日）。
「慰問団団長の手紙」・・・黒竜江を越えて、乙女慰問団が
慰問。雷鳥の食事に感激。

92 伊勢新聞 1944 昭和十九年 4 23 伊勢新聞社 新聞 靖國神社臨時大祭　二十四日から四
日間

「モイラン占領　一万の頑敵遂に潰滅（カイメツ）」。
「同一府県内の旅行　百キロ以上でも証明不要」・・・決定
ではないが、五島運通相が語る。
「翼賛会県支部の常務委員正式指名」。
「立木伐採売渡命令　制限を撤廃　幼齢林も伐採勧奨命
令の対象」。

93 伊勢新聞 1945 昭和二十年 2 9 伊勢新聞社 新聞 血・火、鐵臭渦巻き　凄絶極む　マニラ
市街戦　ナスグブ上陸軍の進出阻止

「藷（イモ）類の大増産運動」
「総予算案成立　1,018億円」・・・850億円の臨時軍事費予
算+269億円の明年度一般会計総予算。

94 伊勢新聞 1945 昭和二十年 3 1 伊勢新聞社 新聞 千鳥飛行場南西へ　敵の重砲陣進出
苛烈極む硫黄島血戦

「連尃砲部隊長早内大尉に感状」・・・爆薬抱き敵戦車へ
突撃死。
B29の離陸の瞬間の写真。
「県の明年度貯蓄割り当て」・・・目標は9億5千万円。

95 伊勢新聞 1945 昭和二十年 3 11 伊勢新聞社 新聞 英为力艦琉球出動　艦上機先島諸島
銃爆撃

「中京・阪神戦災地に　畏し両侍従御差遣」・・・天皇が使
者を遣わし、中京と阪神の様子を伺った。
「セブ島に敵上陸」・・・フィリピン。
「南京にP51七機」
「疎開の乗車は無賃」

96 伊勢新聞 1945 昭和二十年 4 5 伊勢新聞社 新聞 島袋、泡瀬北谷南方附近に　敵の一
部進出す

「関東へB29九十機　関東北部、京浜、静岡に来襲」
「陸軍特攻隊も出撃　敵艦船群に突入炸裂」
「郷土が生んだ沖縄守護の神鷲　特攻隊念願の先陣　廣
森中尉の生家訪ふ」

97 伊勢新聞 1945 昭和二十年 4 8 伊勢新聞社 新聞 鈴木強力内閣○に成立　昨夜午後九
時半親任式御挙行

鈴木内閣一覧表
「国民義勇隊を結成　翼賛会並びに翼壮は解散」
「台中、台南に戦爆35機」
「帝都附近に約120機　名古屋に150機来襲」
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98 伊勢新聞 1945 昭和二十年 4 12 伊勢新聞社 新聞 決戦漸く第二段階　沖縄島 「敵兵五千、戦車百三十　名護村に新上陸　七日現在」
「郷土出身の特攻隊員　沖縄で敵艦隊へ壮烈体当たり」。
県の増産要領・・・米1,484,000石。工夫と努力で是非。
「戦災者等へ低利資金　再起のために貸します」

99 伊勢新聞 1945 昭和二十年 4 14 伊勢新聞社 新聞 全員特攻総攻撃へ　決戦最高潮に達
せん　沖縄島

「戦艦以下二十一隻屠り　敵兵殺傷六千三百」。
アメリカ新大統領にハリー・トルーマン・・・副大統領が昇
任。ルーズベルトの急死のため。
「麦畑に光る鉄兜」・・・翼壮特攻隊。

100 伊勢新聞 1945 昭和二十年 4 19 伊勢新聞社 新聞 空母五、戦艦二隻等　十四隻を撃沈
破

「皇土護持の三神鷲特進」。
「敵二個師以上と激戦　皇軍各所に邀撃敢闘　ルソン
島」。
「県課長級以下稀有の移動断行」・・・決戦態勢を確立。
紅顔白虎隊いま出撃」・・・沖縄戦。

101 伊勢新聞 1945 昭和二十年 5 1 伊勢新聞社 新聞 敵艦七九隻屠る　人員殺傷一萬八千
三百

神宮にひれ伏し、沖縄戦の勝利を願う人々の写真。
「米麦藷の買入価格を告示」・・・表あり。
敵焼夷弾の空筒を運ぶ”陸の海女”の挺進隊の写真・・・
志摩。

102 伊勢新聞 1945 昭和二十年 5 2 伊勢新聞社 新聞 海軍総司令部創設　長官に豊田大将
親補

「ムッソリーニ統帥処刑さる」・・・4月26日、スイス、イタリア
国境地帯で反政府軍によりつかまり、既に処刑された。
各方面長官の顔写真と略歴。

103 伊勢新聞 1945 昭和二十年 5 3 伊勢新聞社 新聞 ヒ獨総統薨去（コウキョ）か　後任に
デーニッツ提督

ヒットラーは5月1日に死去。
神山島挺進斬込隊に感状。
「自給自戦の”一坪塩田”」・・・写真あり。

104 伊勢新聞 1945 昭和二十年 5 4 伊勢新聞社 新聞 ベルリン陥落　凄絶・激戦実に十日間 5月2日、ベルリンがソ連軍に完全占領・・・スターリン元帥
発表。
「ボルネオに敵上陸　タラカンで激戦　リンカスに敵兵力増
強」。
「ヒ総統名誉の戦死　陣頭に指揮中遂に殪（タオレ）る」。
ドイツ新外相クロージック、共産为義化の脅威を警告。
ドイツ軍無条件降伏

105 伊勢新聞 1945 昭和二十年 5 30 伊勢新聞社 新聞 燦(サン）たり・神雷攻撃隊　三百三十
二勇士の偉勲全軍布告

「B29、500機、Ｐ51、100機京浜地区へ　为力横浜市を暴
爆」。
「敵七個師の攻撃挫折　義烈空挺隊も4昼夜奮戦」・・・沖
縄。
「ソ連のドイツ懐柔策　英米側には頭痛の種」。

106 伊勢新聞 1945 昭和二十年 5 31 伊勢新聞社 新聞 必中の偉勲全軍に布告　敵機動部隊
を補足撃砕　神風特攻隊四百五十三
勇士

一面に大きく偉勲の記事。
「神雷機」にまつわる記事。
2ページ目の下に「配給」の日程が書いてある。

107 大阪朝日新聞　夕刉 夕刉 1933 昭和八年 12 24 朝日新聞大阪本社 新聞 瑞光燦として輝き　皇太子殿下後降誕 皇太子（平成天皇）誕生・・・1933年12月24日、午前6時39
分。
一面祝賀模様。

108 大阪朝日新聞　号外 号外 1934 昭和九年 6 5 朝日新聞大阪本社 新聞 哀愁新たに英霊を送る　雲低く半旗垂
る　元勲に永訣の日・けふ

東郷平八郎元帥の国葬。
棺の写真あり・・・靖国神社前。
裏面も全て写真。

109 大阪朝日新聞　夕刉 夕刉 1934 昭和九年 6 6 朝日新聞大阪本社 新聞 挙国敬弔・東郷元帥の国葬 東郷平八郎元帥の国葬・・・日比谷葬場。写真あり。
味の素の広告。内側におもしろい広告多数。

110 大阪朝日新聞 1934 昭和九年 11 15 朝日新聞大阪本社 新聞 満州国躍進譜 「グラヴィア・セクション」という企画で、写真がふんだんに
使われている。2ページ目には満州国の地図あり。

111 大阪朝日新聞 1939 昭和十四年 1 1 朝日新聞大阪本社 新聞 聖寿萬歳　興亜の春 天皇の全身写真あり。夕焼けか朝焼けの海の絵画あり
（赤と黒の2色）。
五色旗の翻る様子の写真。
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112 大阪朝日新聞 1939 昭和十四年 7 29 朝日新聞大阪本社 新聞 (第1面なし)
(第1面なし)

高校野球の記事。
広告。

113 大阪朝日新聞 1940 昭和十五年 5 29 朝日新聞大阪本社 新聞 (第1面なし) 「明るい切符制時代へ　砂糖は絶対安心」・・・写真あり。
運動靴もキップ性へ来月から移行。

114 朝日新聞 1941 昭和十六年 5 28 朝日新聞中部本社 新聞 英軍の空中魚雷命中　ビスマルク号
撃沈す　悲壮・最後の一弾迄激闘

「ドイツ軍の通過を許容か　トルコいよいよ積極協力へ　獨
土会談」。
「エジプト、日本に不当措置」・・・エジプト政府はイギリスの
要請に基づき、カイロの日本公使艦館の電話を統制。

115 朝日新聞 1941 昭和十六年 10 25 朝日新聞中部本社 新聞 首相、議会陣頭に立ち　危局の真相を
闡明（センメイ）　敵性諸国へ無言の警
告

東條首相の発言。
「米の認識是正以外　日米交渉再開の途なし」。
「モスクワ市街戦の準備」。

116 朝日新聞　夕刉 夕刉 1941 昭和十六年 12 9 朝日新聞大阪本社 新聞 帝国・英米に宣戦を布告 「対米英宣戦の大詔発布」。
「シンガポールを大爆撃」。
「帝国为義の为張　米、平和成立妨害　日米交渉の経過
発表」

117 朝日新聞 1942 昭和十七年 1 1 朝日新聞大阪本社 新聞 撃滅せり！米太平洋艦隊 太平洋艦隊への空爆と魚雷攻撃の航空写真・・・1941.12.8
の朝の写真。
四方拝。

118 朝日新聞　夕刉 夕刉 1942 昭和十七年 1 1 朝日新聞大阪本社 新聞 機動部隊破竹の北上　マニラへ十七
里あまり

「マレー両岸怒涛の進撃　新鋭オーストラリア軍の抵抗を
排除」
ハワイ海戦の説明記事。

119 朝日新聞 1942 昭和十七年 1 17 朝日新聞大阪本社 新聞 海軍撃沈拿捕の敵船　百九隻、三十
六萬噸　十日迄の大戦果

「直接税中心の大増税　子女5人以上は月1人3円控
除」・・・平年度増収11億円（閣議決定発表）。
オーストラリアがブルガリア、ハンガリー、ルーマニア、フィ
ンランドに対して交戦宣言。
オーストラリアがイギリスに対し、救援行動をとらないなら
ば、独立をするという通告をだした。

120 朝日新聞 1942 昭和十七年 1 21 朝日新聞大阪本社 新聞 皇軍为力、包囲を圧縮　ムア河南岸
に進出　砲声ジヨホール州を震撼

「東西両軍感激の握手　東海岸部隊クアラ・ルンプールに
到達す」・・・マレー半島。
米戦車隊と交戦する様子の写真。
「イタリア海軍の小型奇襲艇」・・・魚雷に浮き袋座席つき
で、敵に突進、撃沈直前に操作者は海上に脱出。イタリア
的との評。

121 朝日新聞 1942 昭和十七年 2 16 朝日新聞大阪本社 新聞 萬歳・新嘉坡陥落す シンガポールの敵は無条件降伏・・・15日午後10時停戦。
陸海落下傘部隊活躍・・・パレンバン（陸）、メナド(海）奇
襲。

122 朝日新聞 1942 昭和十七年 2 17 朝日新聞大阪本社 新聞 新嘉坡早くも復興へ　百萬の避難民
陸続歸る　砂塵を浴びるラツフルスの
銅像

落下傘部隊（海軍・メナド）の写真あり。
「軍港全施設など接収」・・・シンガポール。
マスゲームで「バンザイ」の学童の写真。

123 朝日新聞　夕刉 夕刉 1942 昭和十七年 2 17 朝日新聞大阪本社 新聞 米英蘭を徹底的に撃摧　印度、共栄
圏参加の秋　濠洲、新西蘭も覚醒せよ

東條首相宣言・・・戦勝議会にて。共栄圏はヨーロッパ諸国
からアジアを開放するためのものという内容。
「皇軍堂々市内進駐　シンガポール政庁に日章旗」・・・16
日午前8時より進駐。

124 朝日新聞 1942 昭和十七年 2 20 朝日新聞大阪本社 新聞 英軍・無条件降伏の歴史的一瞬　新
嘉坡陥落第二報

山下マレー方面陸軍最高指揮官と英軍司令官の会見写
真・・・プキテマ高地フオード工場にて。
中学校運動種目改正・・・興味よりも国防へ。

125 朝日新聞 1942 昭和十七年 4 24 朝日新聞大阪本社 新聞 (第1面なし) 翼賛選挙の記事・・・全国の立候補者一覧表。

126 朝日新聞 1942 昭和十七年 4 29 朝日新聞大阪本社 新聞 印度洋に英艦隊壊滅 攻撃を受けて沈没する英艦の写真6枚。
蘭印作戦の記事。
天長節。

127 朝日新聞 1942 昭和十七年 6 8 朝日新聞大阪本社 新聞 大東亜戦六ヶ月・世紀を画す大戦果 陸軍綜合戦果・・・占領地、国土の3.7倍　俘虜38万、鹵獲
（ロカク）火砲3700門・・・情報表あり。
陸軍南方作戦の地図表。10 / 68 ページ
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128 朝日新聞　夕刉 夕刉 1942 昭和十七年 8 23 朝日新聞大阪本社 新聞 各地の反英抗争熾烈化　印度民衆、
監獄を襲撃　マドラス州は混乱状態

「イラン、イラクに暴動　西亜の情勢刻々険悪」
「銃後の若き力を結集　きょう・健民の祭典開く　三体育大
会　聖地橿原で開会式」・・・全国中等学校、師範学校生徒
並びに全国国民学校、青年学校教職員体育大会の3つ。
横山隆一の漫画掲載・・・「ジャバフクチャン」。

129 朝日新聞 1942 昭和十七年 8 24 朝日新聞大阪本社 新聞 ”第二戦線”を好餌に　ソ連、米英に踊
らさる　一日延ばしで越冬の肚

「繊維関係4統制会　きょう設立命令」。
「トイツ、クリムスカヤ占領」
全国学徒・教員　三体育大会・・・第1日目の結果。

130 朝日新聞 1942 昭和十七年 8 26 朝日新聞大阪本社 新聞 新嘉坡渡過戦にこの工兵魂　個人感
状、畏くも上聞に達す　全軍の亀鑑
福井准尉、山本兵長

2兵卒の壮絶な戦闘の概要。
「中央協力会議員決る　地方代表116名委嘱」。
スターリングラード攻略決定段階・・・ドイツ軍。

131 朝日新聞　夕刉 夕刉 1942 昭和十七年 12 4 朝日新聞大阪本社 新聞 強国日本の大戦果　枢軸の勝利保障
ム首相、伊国民を激励

「皇后陛下畏くも　傷病将兵を御慰問　きょう横須賀海軍
病院に行啓」。
「登場する戦時法案⑤」・・・商工組合法。

132 朝日新聞 1942 昭和十七年 12 14 朝日新聞大阪本社 新聞 天皇陛下神宮に御親拝、戦勝を御祈
念

内宮をでる天皇の写真。
糸切餅の記事。

133 朝日新聞 1943 昭和十八年 1 1 朝日新聞大阪本社 新聞 大元帥陛下　御躬ら民一億御統率の
畏さ

「困苦、欠乏を克服し　挙国決戦の門出　銘記せよソロモ
ンの激闘」。
海軍航空部隊の写真あり。
四方拝。

134 朝日新聞 1943 昭和十八年 1 6 朝日新聞大阪本社 新聞 ビルマ方面派遣軍　国境の英軍撃退 「Ａ・Ａ・Ａ線を打破せよ」・・・慶応大学教授・加田哲二氏。
アフリカ・アメリカ・オーストラリアを結ぶ線。
「桂林空港を爆砕」・・・中国南部。

135 朝日新聞 1943 昭和十八年 1 7 朝日新聞大阪本社 新聞 アラカン山脈の嶮を征く　猛虎吼える
山の頂に　おゝ・感激の初日の出

陸鷲の編隊の写真・・・富士山に向かって。
「日本へ献身的協力　満州国基本国策大綱を実践」。
「塚田攻中将藤原大佐戦死　中支を飛行機で作戦行動
中」。

136 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 1 7 朝日新聞大阪本社 新聞 米英の夢・今年の欧州作戦　バルカン
を狙ふ　但し北阿の制勝が先決

「アメリカでたらめ集」
「皇国思想戦㊦」・・・打建てん日本的思想。
横山隆一漫画・・・「フクチャン」

137 朝日新聞 1943 昭和十八年 1 8 朝日新聞大阪本社 新聞 大元帥陛下親臨　けふ陸軍始観兵式 「比島空陸戦の花」・・・偉勲。
アメリカ白書内容・・・戦争の責任転嫁。平和と戦争。
「玩具で結べ共栄圏」。

138 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 1 8 朝日新聞大阪本社 新聞 議会提出残余法案　けふ一括閣議へ
政府の対議会準備進捗

「教書発表を延期　天文学的軍事予算で　米議会低気圧
の兆し」。
「赤軍騎兵隊殲滅　ドイツ軍、熾烈の防御作戦」。
「愛知県消防出初式」・・・背景に名古屋城の写真。

139 朝日新聞 1943 昭和十八年 1 9 朝日新聞大阪本社 新聞 東亜十億の総力結集　共同の敵を撲
滅

「全軍を機械化へ　步装に重点のソ連戦車」。

140 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 1 9 朝日新聞大阪本社 新聞 錦旗の下・燦たり陸軍　けふ征戦下の
観兵式

「見給へ、比島のヨイ子供　野良で親の手助け」・・・田中最
高指揮官（ルソン島）。
ルーズベルト大統領、教書発表・・・生産力を誇示。
横山隆一漫画「フクチャン」。
天皇の閲兵の写真。

141 朝日新聞 1943 昭和十八年 1 10 朝日新聞大阪本社 新聞 最高国防会議を創設　戦時体制確立
す　軍政両部の緊密連絡　国府の組
織

「日華一体征戦へ　新中国の建設」・・・帝国政府声明。戦
時、政治、経済に完全協力。
「殊勲の産業戦士に勤労章」。

142 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 1 10 朝日新聞大阪本社 新聞 国民政府、参戦を声明　けふ米英に
宣戦布告

「石炭増産運動好調　生産戦士汗の敢闘」。
「生で食う蛇やトカゲ　秘境の矮人種ネグリートを探る」・・・
写真あり。
横山隆一漫画「フクチャン」。

143 朝日新聞 1943 昭和十八年 1 11 朝日新聞大阪本社 新聞 東亜は新紀元の黎明期　戦友愛の日
華軍　強靭な団結で重慶撃滅

日華新協定調印式の写真あり。
「軍人精神は農民魂　谷萩陸軍報道部長激励（内原訓練
所）」
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144 朝日新聞 1943 昭和十八年 1 12 朝日新聞大阪本社 新聞 軍需品生産工場に侍従步官御差遣
関係者　増産への決意新た

「戦う国府・崩れる重慶」
「荒鷲の遺児へお年玉　ムッソリーニ首相、親日の陣頭指
揮」。

145 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 1 12 朝日新聞大阪本社 新聞 国府、戦時内閣制　需要施策強力展
開に期待

「重慶へ圧力加重　米英側狼狽す」。
特殊国家の汚名を雪（スス）ぐ・・・国府の狙いは、租界還
付と治外法権撤廃。
ジャングルの中を進む日本軍兵士の写真。
横山隆一漫画「フクチャン」。

146 朝日新聞 1943 昭和十八年 1 13 朝日新聞大阪本社 新聞 陸鷲、南太平洋方面で　敵機三十七
撃墜破　優勢なる敵と交戦

「戦う世論を指導　情報協議会の初会合」。
「我病院船（アラビヤ丸）を爆撃」・・・米軍が病院船を爆撃
した。アメリカには通達済みであったにもかかわらず。

147 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 1 13 朝日新聞大阪本社 新聞 国府、対米英条約の　即時廃棄を声
明

陸軍部隊の写真あり。
「国民政府へ還付する日本租界　今や熨斗（ノシ）をつけて
返上㊤」・・・米英の魔手に邦人の敢闘。
横山隆一漫画「フクチャン」。

148 朝日新聞 1943 昭和十八年 1 14 朝日新聞大阪本社 新聞 国府の決戦態勢茲に確立　行政改革
を断行　五院十三部制国防会議で決
定

「士官室へ日本機　壮烈体当たりで大火災」・・・米空母
ホーネットの最期。
昭和十七年度　朝日賞受賞者発表。
「食料も決戦の年」・・・農相訓示。

149 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 1 14 朝日新聞大阪本社 新聞 米、国境に軍隊集結　智利中立に強
圧　外交政策転換を決意

「米英支那侵略の牙城共同租界㊥」・・・もともとはアヘン
の密輸港（上海）。
ジャカルタで柔剣道をして、新春を祝う陸軍の様子の写
真。
横山隆一漫画「フクチャン」。

150 朝日新聞 1943 昭和十八年 1 15 朝日新聞大阪本社 新聞 李宗仁軍五萬を痛撃　敵の拠点を覆
滅　中支軍、大別山に包囲戦

「メラウケ中部ニューギニヤ爆撃」・・・ニューギニヤの英米
連合軍基地を日本軍が空爆。
「内閣情報院（仮称)創設へ」・・・地方にも同じ機関を。
国民政府（南京）が五中全会を開き、戦時施策を確定・・・
汪为席の訓示。

151 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 1 15 朝日新聞大阪本社 新聞 我本土空襲の張本は　米空母ホー
ネット　撃沈の発表で損害補充を画策

「米英暴虐の跡・租界㊦」。
横山隆一漫画「フクチャン」。
モロ族・・・石炭入りのタバコが好き。

152 朝日新聞 1943 昭和十八年 1 16 朝日新聞大阪本社 新聞 大元帥陛下　海の新鋭に賜謁　尐尉
候補生一死報国を誓ふ

大日本傷痍軍人会総裁は朝香宮殿下。
「米穀増産、荒田対策に　精魂の完遂事頄　食糧増産協
議会決議」。
「皇道に則る練成　学制刷新改善の眼目」。

153 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 1 16 朝日新聞大阪本社 新聞 米の独善に英不満　頼むはソ連の抗
戦　反枢軸軍”北阿”に幻滅

「戦う中華民国㊤」・・・国民政府軍（南京）の兵士行進の写
真。
「租界返還にイタリア声明」・・・対中国の租界返還。
横山隆一漫画「フクチャン」。

154 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 1 17 朝日新聞大阪本社 新聞 再開議会に政府議会一体　国民の挺
身要請

提出法案88・・・戦力増強に邁進。
「戦う中華民国㊥」・・・写真付き。
「中国を愛するは日本」・・・大阪中華総商会会長唐化南氏
談。

155 朝日新聞 1943 昭和十八年 1 18 朝日新聞大阪本社 新聞 海軍水上機の勇戦に感状　敵六機と
単機奮戦　ダバオ湾の花　山田飛行
兵曹長ら

「衣料切符　点数一斉引き上げ　消費節約に協力　あす実
施」・・・一覧表掲載。帽子も点数制へ。タバコも大幅値上
げ。

156 朝日新聞 1943 昭和十八年 1 19 朝日新聞大阪本社 新聞 生産増強に協力行政　総理に権限集
中　特例法案提出、勅令制定

「町内会に財産所有権　市町村長に団体への指示権」
「オーストラリアの苦悶深刻」・・・人的資源不足。
「リビア激戦続く　英軍の迂回作戦を撃破」。
「勇士に恥じよ、この醜態　帝都に買い漁り組み殺到」・・・
衣料切符引き上げ。

157 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 1 19 朝日新聞大阪本社 新聞 緊迫する地中海戦局　米英北阿に焦
り気味　難攻不落枢軸の南欧防備戦

「北中国の氷原を行く、ロバ部隊の写真」。
節約座談会・・・ガスの”予算使用”を　料理法にも新工夫
が必要。
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158 朝日新聞 1943 昭和十八年 1 20 朝日新聞大阪本社 新聞 印度東部、雲南猛襲　敵二十四機を
屠る　陸鷲活躍　軍事施設も炎上

ポート・ダーウィン（オーストラリア）を空爆する荒鷲の写
真。
「西アジア油田にアメリカの魔手　英ソとの摩擦も表面
化」。
「重点生産へ協力　統制会長会　意見書を提出」。

159 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 1 20 朝日新聞大阪本社 新聞 五種目の超重点産業　行政運営一元
化　首相または大臣が統括

”戦時行政特例”両案についての記事。
増税記事・・・清酒、缶詰食品、歌舞伎観覧など。
日本航空部隊カルカッタを猛爆。
ドイツ空軍ロンドンを連爆。

160 朝日新聞 1943 昭和十八年 1 21 朝日新聞大阪本社 新聞 国民皆働を強化　勤労を重点配置
徴用制度も刷新断行

「不急学校は閉鎖」・・・情報局発表。閉鎖または減員。
議会28日に再開・・・東條首相の病気で延期だった。
学制改革関係5勅令全文・・・今日公布。

161 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 1 21 朝日新聞大阪本社 新聞 弾圧か、闘争か？　今年こそ運命の
岐路　深刻化する印度

「戦う中華民国㊦」
「人間の毛髪で電線」・・・熊本通信局の思いつき資源。

162 朝日新聞 1943 昭和十八年 1 22 朝日新聞大阪本社 新聞 重慶指嗾（シソウ）に躍起　西蔵公路
空頼み

「変貌するアメリカ教育界」・・・学内施設を軍用へ。女子も
徴用技術的訓練。
イラクが枢軸国に宣戦布告・・・イギリスの強圧によるも
の。エジプトの動向が気になるとの記事。

163 朝日新聞 1943 昭和十八年 1 23 朝日新聞大阪本社 新聞 敵の新陸上機基地　ラビ（ニューギニ
ヤ）を痛爆す　海鷲ソロモンなどで敵
二十九機撃墜破

「南雲の敵陣を見る」・・・本社超望遠鏡撮影隊第一報（写
真あり）。
「ダーウィン（オーストラリア）猛爆」
「耐寒心身鍛錬運動第二日」

164 朝日新聞 1943 昭和十八年 1 24 朝日新聞大阪本社 新聞 ダーウィン、メラウケ等　我荒鷲に蹂
躙さる　米英連合基地を連爆

「スターリングラード市四方から　赤軍、凄壮の突撃　血闘
七次、遂に廃退す」・・・ドイツ軍敗退。
「蒋軍の将兵動揺す　国府の参戦で抗戦目標を喪失」。

165 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 1 24 朝日新聞大阪本社 新聞 東太平洋制空隊現地報告　羽搏く無
敵の翼　厳たり”不沈空母”の威容

「フランス共産党員を逮捕」・・・ツールズ、マルセイユで逮
捕したと報道。
「ビルマ公路の”黒部渓谷”」・・・本社超望遠鏡撮影写真第
二報。
「アメリカ、印度で策謀」。

166 朝日新聞 1943 昭和十八年 1 25 朝日新聞大阪本社 新聞 チツタゴンを猛爆　ペンガル州東部南
部も急襲　在印反枢軸軍狼狽

「枢軸軍チュニジアへ集結」
「白衣勇士も氷滑り」・・・軍服、白衣でスケートの写真。

167 朝日新聞 1943 昭和十八年 1 26 朝日新聞大阪本社 新聞 国民勤労に叡慮畏し　厚相の奏上に
在り難き御下問

「塚田大将ら陸軍葬　步勲輝かに27日執行」
「府県会選挙区を大改正　地方事務所区域に　今秋の改
選を前に注視」
「米（コメ）、とうもろこし供給取り決め」・・・日本とフランス領
インドシナ貿易交渉成立。

168 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 1 26 朝日新聞大阪本社 新聞 米厖大（ボウダイ）予算が示す　焦燥
の決戦態勢　軽視出来ぬ彼らの決意

「モレスビー夜間痛爆　ミルネ湾も連続猛襲」
「国府保安隊を一元化」・・・司令に省、市長。
「名画に偲ぶ戦がたり　亡き戦友讃ふ「名乗らぬ勇士」・・・
コレヒドール「きく」高地

169 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 1 27 朝日新聞大阪本社 新聞 華北とも緊密化へ　日華合作も愈々
新展開　重光大使談

「不逞ユダヤ人取り締まり　比島軍政幹部の警告声明」
「反枢軸戦時会議」・・・イギリス、アメリカが提案。参加は
イギリス、アメリカ、イギリス植民地代表、ソ連、重慶（蒋介
石国民党）など。

170 朝日新聞 1943 昭和十八年 1 28 朝日新聞大阪本社 新聞 決戦議会けふ再開　帝国不退転の決
意

敵弾幕の中を進攻する雷撃隊の写真。
「船員に軍属の身分　論功行賞の恩典　遺家族も援護扶
助」
「航空総隊を設置」・・・海軍連合航空隊令改正。

171 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 1 28 朝日新聞大阪本社 新聞 戦爆連合の大編隊で　ソロモンを急襲
凄絶・米機と空中戦展開

「戦争と欧州食料事情」。
「焦土から自家発電　荒鷲爆撃の跡に”油田”出現」・・・
フィリピン。
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172 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 1 29 朝日新聞大阪本社 新聞 帝国必勝施策を堂々闡明　世界注
視・決戦議会けふ再開

「ビルマの協力に敬意　本年中に独立を承認」・・・東條首
相。
「ドイツと提携敵を撃破　満、華、泰の契愈々固し」・・・谷外
相。
タイの記事・・・参戦一年、子守唄にも戦時の調。家畜の飼
養を法律で強制。

173 朝日新聞 1943 昭和十八年 1 30 朝日新聞大阪本社 新聞 真剣、清新な応答　議場に漲（ミナギ）
る”官民一体”

「叩き潰せ・傲慢の米兵」。
カサブランカ会談・・・北アフリカ会談。ルーズベルトと
チャーチル。

174 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 1 30 朝日新聞大阪本社 新聞 両院、愈々本格審議へ　予算案の検
討開始

「ビルマ独立の闡明とその反響　街に轟く歓呼の嵐」・・・”
俺たちのビルマが遂に来た”。
ドイツの航空機と輸送船の写真。
为計兵（給与・会計をつかさどる步官）の記事・・・経理事
務＋調理もこなすようす。

175 朝日新聞 1943 昭和十八年 1 31 朝日新聞大阪本社 新聞 大決戦場・ニユーギニヤ従軍第一報 密林の中を進む陸軍部隊の写真。
「節電方法これでいけ」

176 朝日新聞 1943 昭和十八年 2 1 朝日新聞大阪本社 新聞 米为力出撃の好機　砕け、日本侵攻
の夢　銃後一入の緊張を要請

ヒットラー総統・政権獲得記念日宣言(1月30日）・・・ナチス
政権10周年。「断じて鋒を収めず」。
「決戦体制即応の自治　市町村制改正の要点㊤」。
「興亜育英金庫の創設」・・・今議会で法制化へ。成績優秀
者で経済的に貧しい学徒を支援。
マカツサル(インドネシア）と電話開通・・・完全占領1周年記
念日に。

177 朝日新聞 1943 昭和十八年 2 2 朝日新聞大阪本社 新聞 初代司令官戸塚中将　創設の海軍練
習連合航空総隊

「戦争長期化するも食料問題には確信」・・・井野農相、食
料は問題なし。
「本格化する占領地軍政㊤　急速な改変を回避　治安全く
回復、資源も綜合開発」。
大日本婦人会の衣料切符献納運動・・・新衣料切符が発
給され、古い切符を回収して、衣料を献納しよう。

178 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 2 2 朝日新聞大阪本社 新聞 輝くレンネル島沖海戦　海鷲、敵艦隊
を奇襲　戦艦、巡艦七隻を屠る

ソロモンに関する記事。
「うんと出せ人と飛行機　母たちよ、もっと空の認識を」・・・
感状部隊長入佐中佐談。
田中画伯筆「コレヒドール「きく」高地」の一部写真と眺める
家族の様子。

179 朝日新聞 1943 昭和十八年 2 3 朝日新聞大阪本社 新聞 国内決戦体制明確化 「大東亜建設の理想　今や着々実現す」・・・東條首相闡
明。
「本格化する占領地軍政㊦」。
「アルミ欠乏のアメリカ　木製飛行機を考案」。

180 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 2 3 朝日新聞大阪本社 新聞 わが空の圧力増大　裸の敵艦隊粉砕
レンネル島沖海戦

「国共破綻の危機濃化　中共、国府参戦で動揺深刻」。
東條首相、引き続き陸相と首相を掛け持ちすることを明
言。
「米英、ソ連との関係微妙」。
「天晴れ女機関士」・・・橋本ヒデノさん（34)。免許取得。

181 朝日新聞 1943 昭和十八年 2 4 朝日新聞大阪本社 新聞 ニューギニヤ進撃第二報　二昼夜に
僅か一里　猛爆下の強行軍

「生鮮食料配給機構　近く徹底的に整理」・・・井野農相明
言。
「国民所得は総額500億円(概算）」・・・その2/3が国家予
算として必要。債権を発行してまかなうのではなく、備蓄
（貯金）させて、それを使う様子。
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182 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 2 4 朝日新聞大阪本社 新聞 偲ぶドイツ国民の憂愁　血を啜り孤軍
奮戦　ス市の獨精鋭部隊遂に潰ゆ

ドイツ軍、スターリングラードで大敗・・・昨年11月23日に包
囲され、それから自らの鼻血や血をすすってのどの渇きを
癒した。
「生産増強を究明　両院愈々具体的検討」。
「サンゴ礁で野菜作り」・・・陸軍、太平洋で。
「ドイツ、戦力増強大動員　美容院、酒場、料理店などは閉
鎖　「全体戦争」への強制労務令。

183 朝日新聞 1943 昭和十八年 2 5 朝日新聞大阪本社 新聞 南太平洋方面に海鷲・鉄鯨の大戦果
巡艦二隻を轟沈破

「本年、相当深刻事態に突入するも国民信頼」・・・東條首
相。
「インド本然の姿に還れ」・・・東條首相。
「抗日の嵐と戦う十年」

184 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 2 5 朝日新聞大阪本社 新聞 南方問題も俎上に　両院・内外緊急策
を検討

「港湾荷役力増強　今月中に5割を目標」・・・寺島通相答
弁。
「トルコ中立危うし　抱え込みに米英狂奔」。
「南アフリカ不安募る　もめる海外派兵」。

185 朝日新聞 1943 昭和十八年 2 6 朝日新聞大阪本社 新聞 大規模な消耗戦にも　財政、何ら不安
なし　帝国生産力、飛躍的拡充　蔵相
表明

「戦争が終わっても　直ぐ軍縮はせぬ」・・・東條首相明言。
負けるとは思ってもいない。
「”首相”と”独裁者”は違う　『指示権』も要は必勝のた
め」。
落下傘部隊の形をした貯金箱登場。
「日ソ中立条約をソ連今後も遵守せん　谷外相、明確に言
明す」。

186 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 2 6 朝日新聞大阪本社 新聞 決戦法案の審議急調 「対ソ調整に躍起」・・・蒋介石、抗戦に自为性喪失。
ブラジル(伯）軍、北アフリカに派兵・・・リオデジャネイロで
米軍首脳と会談。
日食観測の記事・・・写真あり。

187 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 2 7 朝日新聞大阪本社 新聞 航空搭乗員の大量養成へ　空軍へ準
備教育　機数、基地、人の必勝態勢

戦争中にかかわらす人口増加(日本）。
イギリス、アメリカ軍下での監禁生活の記事・・・2日に握り
飯ただ1つ。

188 朝日新聞 1943 昭和十八年 2 8 朝日新聞大阪本社 新聞 情報収集に万全　敵の実情手に取る
如し　奥村情報局次長答弁

第40回大詔奉戴（ホウタイ）日。
「台湾徴兵制十分考慮」・・・検討している様子。朝鮮同様
にする意向。
「戦時下の言論指導　本会議で当局に質問」。
スキー部隊の写真。

189 朝日新聞 1943 昭和十八年 2 9 朝日新聞大阪本社 新聞 米英撃破の決戦予算　臨軍費二百七
十億　けふ予算総会に緊急上程

私立大学の大学院　いよいよ18年度に実現か・・・東條首
相明言。
「ダーウィンで空中戦　ニューギニヤも大挙連爆」
「物品税課税最低限価格表」。
「大企業も整理」・・・能率化をさらに目指す。

190 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 2 9 朝日新聞大阪本社 新聞 雪の熱帯を征く　奇々怪々・夜の密林
突如現る類人猿

「衆議院予算総会、最後の質疑」。
「戦争保険法など可決」。
「ドイツ軍果然猛反撃　黒海上陸のソ連軍を包囲」

191 朝日新聞 1943 昭和十八年 2 10 朝日新聞大阪本社 新聞 ガダルカナル、ブナの我軍、他に転進
す　新作戦への基礎を確立

「物動に統制会参画　更に充実せば軍管工場も傘下
に」・・・岸商相答弁。生産拡大の根本方針を示す。
「国鉄決戦調　快速15列車を廃止」。時刻表あり。
「勤労顕功賞」・・・増産でがんばった人に送られる。

192 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 2 10 朝日新聞大阪本社 新聞 臨軍費けふ衆院可決 桂林（中国広西チワン族自治区東部）、衡陽（中国湖南省
南部）を猛爆。
「貯蓄目標270億」。
「鬼畜米英を語る　帰朝邦人座談会」・・・暴虐、邦人殺しを
そそのかす。牛糞の船倉でオーストラリアへ移送。
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193 朝日新聞 1943 昭和十八年 2 11 朝日新聞大阪本社 新聞 イサベル島沖海戦の戦果　屠る敵艦
艇十三隻

紀元節。
「工場法、鉱業法など　制限規定も緩和　「特例」運用要領
を明示」。
「道府県に割り当て供出確保」・・・コメ。

194 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 2 11 朝日新聞大阪本社 新聞 三陸軍大将親任　山下、岡部、藤江各
将軍

「臨軍費きょう成立　貴族院でも即決可決」。
「ドイツの国内戦線　有閑マダムを抹殺　銃後労働力の確
保へ」・・・車掌が女性へなど。
日食の記事・・・アメリカよりも限界観測の記録がよい。

195 朝日新聞 1943 昭和十八年 2 15 朝日新聞大阪本社 新聞 けふ新嘉坡陥落一周年　戦力増強に
騫進　一億前線の勇戦に応えん

「メラウケ（ニューギニヤ）を連爆」
台湾俘虜収容所訪問記・・・敵将の記事と写真。

196 朝日新聞 1943 昭和十八年 2 16 朝日新聞大阪本社 新聞 燦！駆逐隊に初の感状　寡勢、神技
で大捷　バリ島沖海戦、不滅の偉勲

「中支軍新作戦を開始」
「宣伝倒れの援蒋　勝敗にかかわらず心配なソ連　同床異
夢の敵米英陣」・・・奥村情報局次長。
「国民学校高等科でローマ字」・・・ローマ字は敵性文字と
いう認識は政府にない。

197 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 2 16 朝日新聞大阪本社 新聞 蒋政権援助の代償　資源獲得に躍起
新嘉坡の失陥　米英一年の苦悶

「国府（南京）参戦後の初軍事会議　けふ南京で堂々と開
催」。
「英の”急所”衝く断食　ガンジー問題の波紋拡大」。
「ドイツ軍ロストフ撤退」。

198 朝日新聞 1943 昭和十八年 2 17 朝日新聞大阪本社 新聞 步漢周辺作戦に呼応　蘇准地区に新
行動　国府精鋭部隊も協力

イランに親ソ連派内閣成立。
「大英断の三政策」・・・発券、為替、送金。
鳥羽商船学校に11倍の志願者。

199 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 2 17 朝日新聞大阪本社 新聞 太平、大西両洋に　米、基地独占を企
図　味方諸国へ協定を迫る

「欧大陸上陸を策謀か　米英軍、奇臘と南仏を狙ふ」。
「航空戦完勝が先決　勝ち抜かん「空の増強戦」」。
海軍スキー部隊の写真。
「大養鯉運動に着手」・・・全国の田で鯉を飼う（農林省）。

200 朝日新聞 1943 昭和十八年 2 18 朝日新聞大阪本社 新聞 ソロモン敗戦に鑑み　米、戦略方針を
変更　北辺（アラスカ）、濠洲を頼りに
固む　谷萩大佐講演

「軍需物資を増産　特殊法案　首相、所信表明」
泰（タイ）、仏印との協力固し　大東亜中傷のデマ粉砕・・・
東條首相。
「学校教練さらに強化　直接役立つよう訓練」。
「猛爆下、決死の鼻歌　シャベル一閃　濠洲兵を撲殺」。

201 朝日新聞 1943 昭和十八年 2 19 朝日新聞大阪本社 新聞 南北に果敢の航空撃滅戦　敵八十一
機を撃墜破

202 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 2 19 朝日新聞大阪本社 新聞 東地中海の形勢漸次緊迫　米英の軍
事行動活発

203 朝日新聞 1943 昭和十八年 2 20 朝日新聞大阪本社 新聞 敵企図破砕の海鷲に感状　米機動艦
隊を撃砕

204 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 2 20 朝日新聞大阪本社 新聞 氷雤、寒風を冒し　精鋭長江敵前渡河
步漢周辺の頑敵潰ゆ

205 朝日新聞 1943 昭和十八年 2 21 朝日新聞大阪本社 新聞 海鷲ソロモンに新戦果　艦船三隻を撃
沈　敵輸送船団を痛撃

206 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 2 21 朝日新聞大阪本社 新聞 潰乱の敵を猛爆　蘇准戦線

207 朝日新聞 1943 昭和十八年 2 22 朝日新聞大阪本社 新聞 沙市東南長江畔で　蒋軍四個師潰滅
敵三萬へ輝く大包囲戦

208 朝日新聞 1943 昭和十八年 2 23 朝日新聞大阪本社 新聞 雷州半島に敵前上陸　広州湾仏租借
地へ進駐　仏政府との諒解成立
雷州半島に敵前上陸　広州湾仏租借
地へ進駐　仏政府との諒解成立

209 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 2 23 朝日新聞大阪本社 新聞 米英ソの宿命的矛盾　戦争の進展とと
もに増大せん

210 朝日新聞 1943 昭和十八年 2 24 朝日新聞大阪本社 新聞 ニュー・ヘブライヅへ長翔　敵駆逐艦
二隻轟沈破

16 / 68 ページ



id 文書名称 詳細 作成年 年号 月 日 作成者 カテゴリ 見出し 文書内容

211 朝日新聞 1943 昭和十八年 2 25 朝日新聞大阪本社 新聞 漢水、長江三角地帯に新作戦　王軍
二萬を包囲

212 朝日新聞　夕刉 1943 昭和十八年 2 25 朝日新聞大阪本社 新聞 弾丸①　勝ち抜け補給戦

213 朝日新聞 1943 昭和十八年 2 26 朝日新聞大阪本社 新聞 溌刺たり、戦うドイツの現状　精鋭、実
に千個師団

214 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 2 26 朝日新聞大阪本社 新聞 弾丸②　英米の頭上へ・出動命令待
機

215 朝日新聞 1943 昭和十八年 2 27 朝日新聞大阪本社 新聞 我真意理解の印度人　敵国人扱いせ
ず　敵産管理法など適用除外

216 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 2 27 朝日新聞大阪本社 新聞 弾丸③　いまぞ召されて前線に征く

217 朝日新聞 1943 昭和十八年 2 28 朝日新聞大阪本社 新聞 ジャワ上陸護衛部隊に感状　船団
護って敵懐へ

「撃ちてし止まむ」のポスター写真。

218 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 2 28 朝日新聞大阪本社 新聞 大東亜建設に呼応　文教にも決戦態
勢　議会の議論に期待愈々昴る

219 朝日新聞 1943 昭和十八年 3 1 朝日新聞大阪本社 新聞 けふ輝く満州国　帝政十周年記念日

220 朝日新聞 1943 昭和十八年 3 2 朝日新聞大阪本社 新聞 大兵団の運用拙务　米の戦術は幼稚
佐藤軍務局長、弱点を衝く

221 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 3 2 朝日新聞大阪本社 新聞 名古屋師団長に賀陽宮（カヤノミヤ)殿
下御親補　けふ陸軍異動発表さる

222 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 3 3 朝日新聞大阪本社 新聞 獨外相、伊国を訪問　ヒ総統の親書手
交　戦争完遂方策で意見一致

223 朝日新聞 1943 昭和十八年 3 11 朝日新聞大阪本社 新聞 米英撃ちてし止まむ　葬れ、東亜の仇
敵

224 朝日新聞 1943 昭和十八年 3 18 朝日新聞大阪本社 新聞 決戦経済推進に画期的措置　内閣顧
問制を創設　戦時経済協議会設置

225 朝日新聞 1943 昭和十八年 3 19 朝日新聞大阪本社 新聞 敵潜水艦六隻を撃沈　飛行機十六台
屠る[ポート・ダーウィン爆撃]

226 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 3 19 朝日新聞大阪本社 新聞 現地に見る仏印の更正　対日協力を
積極化　重慶との腐れ縁を一擲

227 朝日新聞 夕刉 1943 昭和十八年 3 20 朝日新聞大阪本社 新聞 特設運送船に初感状　敵潜艦二隻撃
沈破　务弱な兵装で敢然攻撃

228 朝日新聞 1943 昭和十八年 3 27 朝日新聞大阪本社 新聞 英、苦肉の対ソ接近　欧州小国を犠牲
米国牽制に策動、暗躍

229 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 3 27 朝日新聞大阪本社 新聞 世界戦局の現勢打診　今夏こそ戦の
山　重慶は反枢軸の継子

230 朝日新聞 1943 昭和十八年 3 28 朝日新聞大阪本社 新聞 敵三十二機を撃墜破　フエンニイ、チ
ツタゴン爆撃

231 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 3 28 朝日新聞大阪本社 新聞 青史に燦！第二次特別攻撃隊不滅の
步勲

232 朝日新聞 1943 昭和十八年 3 29 朝日新聞大阪本社 新聞 照宮成子内親王殿下　けふ女子学習
院中等科御卒業

233 朝日新聞 1943 昭和十八年 3 30 朝日新聞大阪本社 新聞 敵艦船十一撃沈破　カントン島連爆、
潜艦四撃沈　アリューシャン初の海上
会戦

234 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 3 30 朝日新聞大阪本社 新聞 米英恐怖の獨潜艦集団戦術　対策捻
り出しに苦悶　珍案・新案の”小田原
評議”

235 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 3 31 朝日新聞大阪本社 新聞 陸鷲、南太平洋方面で　敵二百二機
を撃墜破　本年三月中旪までの大戦
果

236 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 4 3 朝日新聞大阪本社 新聞 マライ・スマトラの軍政躍進　現地自活
確立　宝庫スマトラの開花も近し　特
異性即応の民族対策に成功
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237 朝日新聞 1943 昭和十八年 4 12 朝日新聞大阪本社 新聞 病院船をまた爆襲　敵機『扶桑丸』に
至近弾五発　米英の不法攻撃すでに
七回以上

238 朝日新聞 1943 昭和十八年 4 25 朝日新聞大阪本社 新聞 海軍魂の極致・山口　加来両提督の
最期

239 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 4 25 朝日新聞大阪本社 新聞 靖国神社に行幸啓　護国の英霊に御
拝　四萬遺族、光栄に感泣

240 朝日新聞 1943 昭和十八年 5 22 朝日新聞大阪本社 新聞 噫！山本連合艦隊司令長官　作戦指
導中に敵と交戦　飛行機上で壮烈の
戦死

241 朝日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 6 6 朝日新聞大阪本社 新聞 山本元帥国葬

242 朝日新聞 1943 昭和十八年 6 20 朝日新聞大阪本社 新聞 剣には剣で応ぜん　ボース氏入京第
一声

243 朝日新聞 1943 昭和十八年 6 29 朝日新聞大阪本社 新聞 戦時地方行政の綜合運営　九地域に
協議会

244 朝日新聞 1943 昭和十八年 7 1 朝日新聞大阪本社 新聞 上海共同租界返還　取極、了解事頄
に調印　来月一日を期して実施

245 朝日新聞 1943 昭和十八年 9 26 朝日新聞大阪本社 新聞 靖国神社誉れの新祭神　真珠湾九軍
神も合祀　神鎮まる英魂一九九九二
柱

246 朝日新聞 1943 昭和十八年 11 20 朝日新聞大阪本社 新聞 (第1面なし)

247 朝日新聞 1944 昭和十九年 2 21 朝日新聞大阪本社 新聞 東條内閣、改造を断行　石渡大蔵　内
田農商　両氏

248 朝日新聞　夕刉 夕刉 1944 昭和十九年 2 21 朝日新聞大阪本社 新聞 新生マライ二周年

249 朝日新聞　夕刉 夕刉 1944 昭和十九年 2 23 朝日新聞大阪本社 新聞 海洋航空兵力も　結局は船腹だ　斬
撃の好機、全力打込め

250 朝日新聞 1944 昭和十九年 3 8 朝日新聞大阪本社 新聞 ギルワの敵陣爆砕　石田攻撃班　川
口挺進隊　感状上聞に達す

251 朝日新聞 1944 昭和十九年 3 28 朝日新聞大阪本社 新聞 (第1面なし)

252 朝日新聞 1944 昭和十九年 4 11 朝日新聞大阪本社 新聞 飛行演習並びに　新鋭航空兵器天覧
陸軍航空審査部に行幸

253 朝日新聞 1944 昭和十九年 4 12 朝日新聞大阪本社 新聞 インパールへ二里半　眼科に敵要塞

254 朝日新聞 1944 昭和十九年 4 13 朝日新聞大阪本社 新聞 建造目標突破　多量方式・軌道に乗る

255 朝日新聞 1944 昭和十九年 4 15 朝日新聞大阪本社 新聞 靖国神社春の臨時大祭　新祭神二万
五千柱　誉の合祀仰出さる

256 朝日新聞 1944 昭和十九年 4 17 朝日新聞大阪本社 新聞 インパール最後の足掻き　敵焦慮、空
しき反抗　増援隊を空輸

257 朝日新聞 1944 昭和十九年 4 18 朝日新聞大阪本社 新聞 壮烈な夜襲戦　牙城に迫る肉弾　イン
パール攻防戦最高潮

258 朝日新聞 1944 昭和十九年 4 19 朝日新聞大阪本社 新聞 アッツ玉砕部隊に恩賞

259 朝日新聞 1944 昭和十九年 4 20 朝日新聞大阪本社 新聞 わが有力兵団進撃　続々堅陣奪取
アッサムベンガル　鉄道今や指呼の
間

260 朝日新聞 1944 昭和十九年 4 21 朝日新聞大阪本社 新聞 親臨に栄ゆ相步台　誓ひ奉る忠誠
感激溢る陸士卒業式

261 朝日新聞 1944 昭和十九年 4 23 朝日新聞大阪本社 新聞 今宵・招魂の儀　靖国神社　春の臨時
大祭

262 朝日新聞 1944 昭和十九年 4 24 朝日新聞大阪本社 新聞 我が精鋭の突入に　揺ぐ敵輸送型陣
インパール要塞の相貌

263 朝日新聞 1944 昭和十九年 5 2 朝日新聞大阪本社 新聞 水雷戦隊の伝統発揮
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264 朝日新聞 1944 昭和十九年 5 23 朝日新聞大阪本社 新聞 南鳥島に敵機来襲　機動部隊邀撃
二十、二十一両日に三十二機以上撃
墜

265 朝日新聞 1944 昭和十九年 5 24 朝日新聞大阪本社 新聞 敵機動部隊撃滅に出動する海軍新鋭
機

266 朝日新聞 1944 昭和十九年 5 25 朝日新聞大阪本社 新聞 山西の有力部隊も参加　第一戦区を
撃滅　敵損四万四千　洛陽は厳重監
視中

267 朝日新聞 1944 昭和十九年 5 26 朝日新聞大阪本社 新聞 敵本據洛陽陥落す　投降肯せず遂に
猛攻

268 朝日新聞 1944 昭和十九年 5 29 朝日新聞大阪本社 新聞 パレル陣地の最高点を制圧　堅陣
続々奪取

269 朝日新聞 1944 昭和十九年 6 4 朝日新聞大阪本社 新聞 敵魚雷へ体当たり　危機一髪輸送船
を救ふ

270 朝日新聞 1944 昭和十九年 6 5 朝日新聞大阪本社 新聞 上陸の敵邀撃　大半既に撃滅　目下
残敵を攻撃中

271 朝日新聞 1944 昭和十九年 6 6 朝日新聞大阪本社 新聞 瀏陽敵陣強襲　長沙東方を包囲　新
市を占領、更に南進

272 朝日新聞 1944 昭和十九年 6 13 朝日新聞大阪本社 新聞 パレル敵動揺　我猛撃に退却開始

273 朝日新聞 1944 昭和十九年 6 18 朝日新聞大阪本社 新聞 敵艦隊と砲戦し　戦艦一隻大破　テニ
アン砲台に凱歌

274 朝日新聞 1944 昭和十九年 6 24 朝日新聞大阪本社 新聞 我連合艦隊一部出動す　敵三機動部
隊捕捉　先制攻撃を敢行

275 朝日新聞 1944 昭和十九年 6 24 朝日新聞大阪本社 新聞 我連合艦隊一部出動す　敵三機動部
隊捕捉　先制攻撃を敢行

276 朝日新聞 1944 昭和十九年 7 9 朝日新聞大阪本社 新聞 九州に再来襲の敵機撃退　大陸基地
より十数機　佐世保と八幡を狙ふ

疎開の記事あり

277 朝日新聞 1944 昭和十九年 7 10 朝日新聞大阪本社 新聞 サイパンに白刃戦続く　荒鷲友軍に協
力　敵陣、艦艇猛爆

278 朝日新聞 1944 昭和十九年 7 11 朝日新聞大阪本社 新聞 ミイトキーナ空港奇襲　三十九機を撃
破　全戦闘機潰滅

279 朝日新聞 1944 昭和十九年 7 16 朝日新聞大阪本社 新聞 敵のサイパン侵略手記　勇猛な日本
兵　割腹なほ起上がる闘魂

280 朝日新聞 1944 昭和十九年 7 16 朝日新聞大阪本社 新聞 (第1面なし)

281 朝日新聞 1944 昭和十九年 7 17 朝日新聞大阪本社 新聞 マリアナ大海戦戦記　米旗艦へ一撃

282 朝日新聞 1944 昭和十九年 7 18 朝日新聞大阪本社 新聞 六月中の敵機撃墜破　千四百六十機
以上　北九州でB29十機屠る

疎開の記事あり

283 朝日新聞 1944 昭和十九年 7 19 朝日新聞大阪本社 新聞 サイパン皇軍全員戦死　邦人も運命
を共に　壮烈、最後の突撃

284 朝日新聞 1944 昭和十九年 7 20 朝日新聞大阪本社 新聞 参謀総長に梅津大将　関東軍司令官
山田大将　教育総監杉山元帥

285 朝日新聞 1944 昭和十九年 7 22 朝日新聞大阪本社 新聞 必勝協力内閣の組閣着々進む　両大
将の提携緊急

286 朝日新聞 1944 昭和十九年 7 23 朝日新聞大阪本社 新聞 小磯大将首相に　協力内閣必勝の発
足

287 朝日新聞 1944 昭和十九年 7 24 朝日新聞大阪本社 新聞 統帥へ国策歸存　戦争、国務一本　行
政査察は継続　首相と一問一答

288 朝日新聞 1944 昭和十九年 7 26 朝日新聞大阪本社 新聞 高田新鋭戦闘機隊に感状　一機一艦
の決意　全機、壮烈な自爆

289 朝日新聞 1944 昭和十九年 7 27 朝日新聞大阪本社 新聞 敵遂にテニヤン島にも上陸　港地区は
水際で撃退　西北部では激戦中

290 朝日新聞 1944 昭和十九年 7 28 朝日新聞大阪本社 新聞 決戦段階へ急調　敵基地圏の構成に
狂奔
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291 朝日新聞 1944 昭和十九年 7 31 朝日新聞大阪本社 新聞 桂林・柳州・シ江強襲　潰滅的に痛爆
屠る百十九機

292 朝日新聞 1944 昭和十九年 8 5 朝日新聞大阪本社 新聞 国民総步装実施　一億戦争体制確立
具体案を三省で決定

293 朝日新聞 1944 昭和十九年 8 7 朝日新聞大阪本社 新聞 敵の巡、駆逐艦接近し　父島を艦砲尃
撃　硫黄島にも大型機来襲

294 朝日新聞 1944 昭和十九年 8 8 朝日新聞大阪本社 新聞 巡艦一隻を撃破　撃墜四十一機以上
我が小笠原守備隊奮戦

295 朝日新聞 1944 昭和十九年 8 10 朝日新聞大阪本社 新聞 北濠に機材集結　空挺部隊を編成
侮るな驕米の侵略策

296 朝日新聞 1944 昭和十九年 8 14 朝日新聞大阪本社 新聞 決戦焦る米の政、経、外交　目指す戦
争成金　抜目ない英ソ利用

297 朝日新聞 1944 昭和十九年 8 28 朝日新聞大阪本社 新聞 敵上陸来既に三旪　惨烈・局地戦闘
大宮、テニヤン重大関頭

298 朝日新聞 1944 昭和十九年 8 31 朝日新聞大阪本社 新聞 帰着の刹那急襲　二十一機を屠る
我が荒鷲、桂林痛爆

299 朝日新聞 1944 昭和十九年 9 1 朝日新聞大阪本社 新聞 我が連合艦隊も　翼を増強、決戦へ
航空機こそ海の为戦力

300 朝日新聞 1944 昭和十九年 9 4 朝日新聞大阪本社 新聞 『この粘り、この頑張り』　敵翼と昼夜
の血戦　想へ孤島の防砦勇士

301 朝日新聞 1944 昭和十九年 9 5 朝日新聞大阪本社 新聞 勤労給源に二措置　敏活に機動性を
強化　日傭労務省計画配置

302 朝日新聞 1944 昭和十九年 9 6 朝日新聞大阪本社 新聞 決戦追加予算案発表　臨軍費　二百
五十億円　食料緊急増産に三億八千
五百万円

303 朝日新聞 1944 昭和十九年 9 7 朝日新聞大阪本社 新聞 けふ開院式　第八十五臨時議会成立

304 朝日新聞 1944 昭和十九年 9 15 朝日新聞大阪本社 新聞 撃墜破八一六　空戦・八月の綜合戦
果

305 朝日新聞 1944 昭和十九年 11 18 朝日新聞大阪本社 新聞 相つぐ損耗に不屈　敢然、敵をシュウ
伏　ニューギニヤ　戦闘飛行部隊に感
状

306 朝日新聞 1945 昭和二十年 1 1 朝日新聞大阪本社 新聞 天皇陛下　最高戦争指導会議に親臨

307 朝日新聞 1945 昭和二十年 1 2 朝日新聞大阪本社 新聞 難局到来以前に　打樹て強力施策
国民完全能力奉仕は今

308 朝日新聞 1945 昭和二十年 1 3 朝日新聞大阪本社 新聞 皇軍興廃のこの機　海軍の責や重大
戦勝獲得に邁進せよ　米内海相訓示

309 朝日新聞 1945 昭和二十年 1 4 朝日新聞大阪本社 新聞 サイパン飛行場攻撃　二箇所以上を
爆砕炎上

310 朝日新聞 1945 昭和二十年 1 6 朝日新聞大阪本社 新聞 パナイ島西方に敵機動部隊　一誠隊
の三機出撃

311 朝日新聞 1945 昭和二十年 1 7 朝日新聞大阪本社 新聞 敵船団ルソン島西方に迫る　空母二
戦艦一を轟沈

312 朝日新聞 1945 昭和二十年 1 27 朝日新聞大阪本社 新聞 三感状上聞の栄　緬○（ビルマ）、マリ
アナ偵察の殊勲

313 朝日新聞 1945 昭和二十年 2 5 朝日新聞大阪本社 新聞 焦慮の敵部隊邀撃　ナスグブ東方で
激戦　マニラ市の戦備完了

314 朝日新聞 1945 昭和二十年 2 6 朝日新聞大阪本社 新聞 敵の戦車部隊一部　マニラ北郊に侵
入　タガイタイに落下傘部隊

315 朝日新聞 1945 昭和二十年 2 10 朝日新聞大阪本社 新聞 血と肉で稼ぐ時を　攻勢転移へ戦力化
増産陣も比島呼応急務

316 朝日新聞 1945 昭和二十年 3 8 朝日新聞大阪本社 新聞 マニラ東方目ざし　敵为力、攻撃再行
か　重砲陣の展開を急ぐ　ルソン
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317 朝日新聞 1945 昭和二十年 3 9 朝日新聞大阪本社 新聞 本土決戦　成算あり　一本一草も特火
点　沿岸に精鋭、巨砲　全国民が銃執
る総攻撃

318 朝日新聞 1945 昭和二十年 3 23 朝日新聞大阪本社 新聞 更に一戦艦撃破　敵機動部隊猛追続
く

319 朝日新聞 1945 昭和二十年 3 31 朝日新聞大阪本社 新聞 沖縄の戦勢愈々急　敵、艦砲尃撃続
行　有力船団も待機す

320 朝日新聞 1945 昭和二十年 4 1 朝日新聞大阪本社 新聞 敵沖縄上陸と併び　本土上陸も狙ふ
か　出現一週間　進寇速度慎重

321 朝日新聞 1945 昭和二十年 4 2 朝日新聞大阪本社 新聞 更に空母二隻をはじめ　屠る敵艦船
五十隻　沖縄本島に砲撃熾烈

322 朝日新聞 1945 昭和二十年 4 3 朝日新聞大阪本社 新聞 敵遂に沖縄本島に上陸　一部は神山
島、前島　为力は本島南部へ

323 朝日新聞 1945 昭和二十年 4 4 朝日新聞大阪本社 新聞 敵・沖縄本島に二個師団揚陸　邀撃
戦果更に拡大　四十一隻を撃沈破

324 朝日新聞 1945 昭和二十年 4 5 朝日新聞大阪本社 新聞 敵上陸地点で激戦　屠る敵船更に三
十一　沖縄水域に荒鷲猛攻

325 朝日新聞 1945 昭和二十年 4 6 朝日新聞大阪本社 新聞 沖縄の敵東海岸に侵出　島袋、泡瀬
で激戦中　更に屠る一三隻

326 朝日新聞 1945 昭和二十年 4 7 朝日新聞大阪本社 新聞 小磯内閣総辞職　強力内閣出現期し

327 朝日新聞 1945 昭和二十年 4 8 朝日新聞大阪本社 新聞 留任閣僚は二人　重臣は入閣せぬ方
針　外務　大東亜　文部　厚生は兹任
と決る

328 朝日新聞 1945 昭和二十年 4 9 朝日新聞大阪本社 新聞 軍需相に豊田氏　陸相、阿南大将海
相留任

329 朝日新聞 1945 昭和二十年 4 10 朝日新聞大阪本社 新聞 海空一丸の大特攻隊　果然ケッキ

330 朝日新聞 1945 昭和二十年 4 11 朝日新聞大阪本社 新聞 沖縄決戦第一報

331 朝日新聞 1945 昭和二十年 4 12 朝日新聞大阪本社 新聞 敵津堅（ツキン)島に上陸　敵機の来
襲漸く低調

332 朝日新聞 1945 昭和二十年 4 13 朝日新聞大阪本社 新聞 畏し高松宮殿下　聖旨を奉じ御参宮
国難打開を御祈願

333 朝日新聞 1945 昭和二十年 4 14 朝日新聞大阪本社 新聞 ルーズヴェルト急死　新大統領にハ
リー・トルーマン副大統領

334 朝日新聞 1945 昭和二十年 4 15 朝日新聞大阪本社 新聞 沖縄周辺特攻第二次総攻撃

335 朝日新聞 1945 昭和二十年 4 16 朝日新聞大阪本社 新聞 沖縄本島南部で反撃　猛攻、戦果を
拡張中　特攻隊、艦船十二を屠る

336 朝日新聞 1945 昭和二十年 4 17 朝日新聞大阪本社 新聞 沖縄決戦　最高潮　特攻隊大量出撃
に　敵艦隊の殲滅期す

337 朝日新聞 1945 昭和二十年 4 18 朝日新聞大阪本社 新聞 戦災者に畏き聖慮　有難き勅語を賜
ふ

338 朝日新聞 1945 昭和二十年 4 19 朝日新聞大阪本社 新聞 敵・南西諸島に全力集中　特攻隊さら
に奮迅　戦巡等三十一撃沈破

339 朝日新聞 1945 昭和二十年 4 20 朝日新聞大阪本社 新聞 敵、損害甚大苦戦の兆　空母等更に
屠る十四隻

340 朝日新聞 1945 昭和二十年 4 22 朝日新聞大阪本社 新聞 知事、部長ら内務大異動　安井（大
阪）　小畑（愛知）両知事

341 朝日新聞 1945 昭和二十年 4 23 朝日新聞大阪本社 新聞 沖縄西岸に敵攻勢　我軍果敢の大反
撃　特攻隊も猛攻を続行

342 朝日新聞 1945 昭和二十年 4 24 朝日新聞大阪本社 新聞 大東亜大使会議開く　わが正義の理
念昴揚

343 朝日新聞 1945 昭和二十年 4 25 朝日新聞大阪本社 新聞 靖国神社春季臨時大祭　昨夕厳かに
招魂の儀

21 / 68 ページ



id 文書名称 詳細 作成年 年号 月 日 作成者 カテゴリ 見出し 文書内容

344 朝日新聞 1945 昭和二十年 4 26 朝日新聞大阪本社 新聞 第四次総攻撃開始　新機動部隊二群
（空母六隻）出現

345 朝日新聞 1945 昭和二十年 4 27 朝日新聞大阪本社 新聞 特攻隊相次ぎ突入　艦船九隻を轟沈
破　沖縄

346 朝日新聞 1945 昭和二十年 4 28 朝日新聞大阪本社 新聞 鈴木首相・沖縄融資を激励　日本独
特の新作戦　神機把握を期待

347 朝日新聞 1945 昭和二十年 4 29 朝日新聞大阪本社 新聞 特攻隊突入相次ぐ　沖縄中央高地で
激戦

348 大阪毎日新聞 1928 昭和三年 9 8 大阪毎日新聞社 新聞 思想善導費　責任支出の妥協なる
首相の斡旋で両相互譲

349 大阪毎日新聞 1941 昭和十六年 2 19 大阪毎日新聞社 新聞 ”獨、英へ止めの決戦　今や時の問
題”　大島駐獨大使に聴く

350 大阪毎日新聞 1941 昭和十六年 3 5 大阪毎日新聞社 新聞 佛の駆引きとどめ　けふ中に妥結期す
松岡外相、佛大使会談

351 大阪毎日新聞 1942 昭和十七年 1 1 大阪毎日新聞社 新聞 米太平洋艦隊忽ち全滅 真珠湾の写真を掲載

352 大阪毎日新聞　夕刉 夕刉 1942 昭和十七年 1 1 大阪毎日新聞社 新聞 新嘉坡を連続猛爆　英当局、戒厳令
布告　クァンタン南岸施設も粉砕

353 大阪毎日新聞　臨時夕
刉

臨時夕
刉

1942 昭和十七年 2 16 大阪毎日新聞社 新聞 ブラカン・マチ要塞に敵前上陸 シンガポール陥落

354 大阪毎日新聞 1942 昭和十七年 2 17 大阪毎日新聞社 新聞 新嘉坡一帯、掃海開始　軍港・要塞等
を接収　秘密の全貌白日下に

355 大阪毎日新聞　夕刉 夕刉 1942 昭和十七年 2 17 大阪毎日新聞社 新聞 大東亜諸民族・我に来れ！　道義に
基く新秩序建設　帝国に欢然協力せ
よ

356 大阪毎日新聞 1942 昭和十七年 2 19 大阪毎日新聞社 新聞 二重橋鉄橋に出御　民草に御答体を
賜ふ　両陛下

357 大阪毎日新聞 1942 昭和十七年 9 26 大阪毎日新聞社 新聞 帝国海軍・大西洋に進撃　枢軸国海
軍と共同作戦

358 毎日新聞 1943 昭和十八年 4 3 毎日新聞社 (大阪) 新聞 米兵二十四人を刺殺　貝沼軍曹、手
練の短剣

359 毎日新聞 1943 昭和十八年 5 22 毎日新聞社 (大阪) 新聞 山本連合艦隊司令長官　南方最前線
で戦死　四月・機上に作戦指導中

360 毎日新聞 1943 昭和十八年 6 15 毎日新聞社 (大阪) 新聞 (第1面なし) 索敵に黒い目の勝利

361 毎日新聞 1943 昭和十八年 8 24 毎日新聞社 (大阪) 新聞 敵機十四台撃墜　輸送船五撃沈破
海鷲、ビロア（ベララベラ島）を急襲

362 毎日新聞 1943 昭和十八年 8 24 毎日新聞社 (大阪) 新聞 (第1面なし) 胴腹抉る捨身の一撃

363 毎日新聞 1943 昭和十八年 8 25 毎日新聞社 (大阪) 新聞 日獨海軍・共戦に緊密の海上連絡
獨補助巡洋艦トール号　步勲赫々日
本に安着

364 毎日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 8 26 毎日新聞社 (大阪) 新聞 大基地に濠洲充実　敵、南方新反攻
へ　英、地中海勢力をも回航

365 毎日新聞 1943 昭和十八年 8 27 毎日新聞社 (大阪) 新聞 (第1面なし) 峻険に徹宵の研究・・・科学戦の亀鑑、市原東北大教授の
葬儀。

366 毎日新聞 1943 昭和十八年 9 1 毎日新聞社 (大阪) 新聞 (第1面なし) 米国、婦人動員に血眼

367 毎日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 9 1 毎日新聞社 (大阪) 新聞 戦闘为力軍決ぬ　ビルマ奪回作戦
反枢軸軍事予備会議

368 毎日新聞 1943 昭和十八年 9 3 毎日新聞社 (大阪) 新聞 南鳥島の守備隊奮戦　敵空母から延
百六十機

369 毎日新聞 1943 昭和十八年 9 5 毎日新聞社 (大阪) 新聞 伯爵　伏見博英海軍尐佐　南方第一
線で戦傷死

370 毎日新聞 1943 昭和十八年 9 7 毎日新聞社 (大阪) 新聞 (第1面なし) 採用なき学校は皆無　いまぞ晴れて海の学鷲へ

371 毎日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 9 7 毎日新聞社 (大阪) 新聞 比律賓憲法草案成る　独立へ歴史的
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372 毎日新聞 1943 昭和十八年 9 9 毎日新聞社 (大阪) 新聞 海鷲・ホポイを連襲　船艇四隻轟沈破

373 毎日新聞　夕刉 1943 昭和十八年 9 10 毎日新聞社 (大阪) 新聞 伊国、無条件降伏　休戦協定に調印

374 毎日新聞 1943 昭和十八年 9 18 毎日新聞社 (大阪) 新聞 北濠ブロックスクリーク空港猛爆　海
鷲二回強襲に大火災

375 毎日新聞 1943 昭和十八年 9 21 毎日新聞社 (大阪) 新聞 ギルバート諸島の我部隊奮戦　敵機
二十二を撃墜

376 毎日新聞 1943 昭和十八年 9 27 毎日新聞社 (大阪) 新聞 日緬新条約調印　シャン連藩三十七
州等を　更にビルマ国編入

377 毎日新聞 1943 昭和十八年 9 28 毎日新聞社 (大阪) 新聞 感状に輝く陸鷲横崎尐佐　編隊長機
に体当たり　北千島来襲の敵機邀撃

378 毎日新聞 1943 昭和十八年 10 1 毎日新聞社 (大阪) 新聞 銃後にも絶対指針　『軍隊内務令』制
定　国家の軍陣体勢化形成

379 毎日新聞 1943 昭和十八年 10 6 毎日新聞社 (大阪) 新聞 比島へ全権大使　村田省蔵氏（現最
高顧問）を起用

380 毎日新聞 1943 昭和十八年 10 11 毎日新聞社 (大阪) 新聞 勇士の公葬は　国体国式（靖国神社
の祭方式）も認可

381 毎日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 10 23 毎日新聞社 (大阪) 新聞 フィンシハーヘン地上激闘を掩護　海
鷲、敵船団を四連襲

382 毎日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 10 29 毎日新聞社 (大阪) 新聞 臨時議会の成果を具体化　一億勇奮
実践のみ　作戦即応態勢成る

383 毎日新聞 1943 昭和十八年 11 10 毎日新聞社 (大阪) 新聞 ハワイ海戦以来の大戦果　戦艦三、
巡駆五轟撃沈　第二次ブーゲンビル
島沖航空戦

384 毎日新聞 1943 昭和十八年 11 20 毎日新聞社 (大阪) 新聞 (第1面なし) 恩賞に輝く殊勲の海鷲　海に征く父子二代

385 毎日新聞 1944 昭和十九年 1 6 毎日新聞社 (大阪) 新聞 ニューギニア戦線も敵反抗熾烈　上陸
の敵1ヶ師を力攻中

命倍に　敵蠢動潰すは翼2倍3倍では努力が足りぬ
名古屋　尐年志願兵15000　岐阜でも4977

386 毎日新聞　夕刉 夕刉 1944 昭和十九年 1 7 毎日新聞社 (大阪) 新聞 千島奇襲上陸を狙う　敵の來攻、酷寒
季にも可能　　　満を持す獨の鉄壁陣

獨の新兵器愈々出現か　軍艦も一瞬吹き飛ばす科学の驚
異・原子爆弾　　　市内電車に女子運転手(大牟田市）

387 毎日新聞 1944 昭和十九年 1 12 毎日新聞社 (大阪) 新聞 ニューギニアの戦闘激化　敵機マダン
に続々来襲

軍需生産増強に２措置　　　生産原単位切り下げに報奨制
貯蓄成績悪し　大阪、京都、兵庫大奮発の要

388 毎日新聞 1944 昭和十九年 1 14 毎日新聞社 (大阪) 新聞 (第1面なし) 増税　生活を引き締めよう　　　倅の仇に家も土地も献納
（名古屋市西区）　　　中等学校教育の戦闘配置なる（１年
の１/３を勤労作業）

389 毎日新聞　夕刉 夕刉 1944 昭和十九年 1 19 毎日新聞社 (大阪) 新聞 軍需会社融資へ画期的措置　背後に
協力団も結成　　　ラバウル戦闘機隊
の神技

教室も兵器廠　学徒動員命倍に揚げよ能率　　　戦いに老
齢なし　　美濃紙で落下傘

390 毎日新聞 1944 昭和十九年 1 27 毎日新聞社 (大阪) 新聞 １面なし 農村へ増産白虎隊　食糧確保へあの手この手
徹夜作業命令の休養も返上

391 毎日新聞 1944 昭和十九年 1 28 毎日新聞社 (大阪) 新聞 都市疎開の道標に協議会を設置
国民登録年齢切り下げ　満１２歳以上

物価協議会を設置　　　日本婦道の鑑　銃後に殊勲甲
为要府県に特別組織を設置　空襲下の治安に万全策

392 毎日新聞 1944 昭和十九年 2 14 毎日新聞社 (大阪) 新聞 ビルマ陸鷲敗敵を盲爆　　江西省を急
襲

３６０億（今年の貯蓄目標）の攻略戦法総出で働き収入増
やせ　　　今年の食生活　混食昨年より２割増

393 毎日新聞　夕刉 夕刉 1944 昭和十九年 2 14 毎日新聞社 (大阪) 新聞 獨の防備完璧 米より贅沢　うまいヒエ飯

394 毎日新聞 1944 昭和十九年 2 15 毎日新聞社 (大阪) 新聞 ニューブリテン、ブーゲンビル敵陣猛
襲

12疎開都市内の新増築を禁止　　　敵前国民生活輸送は
肩や牛車で

395 毎日新聞　夕刉 夕刉 1944 昭和十九年 2 21 毎日新聞社 (大阪) 新聞 敵前内閣改造（戦時施策、強力展開）
海上輸送増強へ特段の施策

急げ疎開　隣組で自発的に　　　　女性前線　鋳物工火花
の中前線に通ず

396 毎日新聞　夕刉 夕刉 1944 昭和十九年 2 24 毎日新聞社 (大阪) 新聞 難局突破へ大勇振起　一切を生産に
崩れ行く英の印度統治　失政隠蔽に
焦燥

街の塹壕倍に　夜間空襲必至防空着枕元に
愛知航空機『逆慰問』に沸き立つ
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397 毎日新聞 1944 昭和十九年 2 29 毎日新聞社 (大阪) 新聞 西太平洋に敵本格的侵攻　マリアナ
諸島東方に有力大艦隊出撃

足並み乱すものには強権を発動処断　　　　　高級享楽面
停止

398 毎日新聞 1944 昭和十九年 7 11 毎日新聞社 (大阪) 新聞 荒鷲第一線に猛威発揮　北緬ミート
キーナを奇襲

九州来襲のB２９を信陽上空で撃破す　　　　敵四十数機大
宮島を又も爆砲撃

399 毎日新聞 1944 昭和十九年 7 13 毎日新聞社 (大阪) 新聞 在支米空軍の大半撃滅　６月以降で
300機を突破

非常食糧（準備完了心配無用、虚偽の申告は厳罰）

400 毎日新聞 1944 昭和十九年 7 15 毎日新聞社 (大阪) 新聞 矢継ぎ早在支米機撃滅戦　心臓桂林
急襲大宮、テニヤン両島敵又も砲撃

インパール独立高地の戦い　火炎地獄・戦友の屌越えて
突入　炊飯に6里を往復

401 毎日新聞 1944 昭和十九年 7 30 毎日新聞社 (大阪) 新聞 米・太平洋西侵の野望強行　艦載機
400でパラオ島攻撃

B29各数機で鞍山、大連来襲

402 毎日新聞 1944 昭和十九年 8 16 毎日新聞社 (大阪) 新聞 政府、決意表明　一億の奮起求む
太平洋の戦機刻々重大化

米地上部隊の入支素手に3万　　　　　　　学童集団疎開
上、下着には身元票つけて

403 毎日新聞 1944 昭和十九年 9 5 毎日新聞社 (大阪) 新聞 艦載機延べ２百数十小笠原に連襲
硫黄島へは艦砲尃撃

敵狙撃兵に肉弾の奇襲　龍陵攻防戦　隊長庇う決死の部
下　　　　防空頭巾のあつさは5寸以上　退避壕滞留訓練も
必要

404 毎日新聞 1944 昭和十九年 9 6 毎日新聞社 (大阪) 新聞 臨軍費追加予算250億円食糧薪炭増
産等に10億円余

軍民科学技術を直結　総力を軍に注入　　　　　洩らすな日
常の見聞　不用意な一筆も狙う敵の謀略

405 毎日新聞 1944 昭和十九年 9 7 毎日新聞社 (大阪) 新聞 臨時議会　いざ総決戦　公債発行余
力の閉塞打通軍費追加と現地借入金
の膨張

女子にも短剣術　隣組等を通じて指導　　　　　学校の空地
を一掃食糧の大増産に活用

406 毎日新聞 1944 昭和十九年 10 4 毎日新聞社 (大阪) 新聞 福州攻略戦火蓋切る　岱江河口に奇
襲上陸

警戒せよ”長期戦”喧伝敵は依然焦っている
体当たり精神量半ばあれば勝つ

407 毎日新聞 1944 昭和十九年 10 10 毎日新聞社 (大阪) 新聞 初の成都先制急襲　本土来攻準備中
のＢ29等44屠る

白金愈々強制買い上げ　申告せねば処罰　　　　赤ん坊の
死亡率9割5分　飢えと犯罪みつイタリア　　　　翼政、地方
会員を拡充

408 毎日新聞 1944 昭和十九年 10 11 毎日新聞社 (大阪) 新聞 驕る敵艦隊に鉄槌　モロタイ東方 急げ集中生産　現有経済力根こそぎ戦力化へ　　　　　学
童疎開その後（急いで実施したので検討すべき点が多い）

409 毎日新聞 1944 昭和十九年 10 20 毎日新聞社 (大阪) 新聞 一面なし 航空機増産へ総突撃（翼壮大運動）　　　　宛ら”兵の最
期”体当たり学童軍属弔うに部隊葬　　　　白金回収今一
歩

410 毎日新聞 1944 昭和十九年 10 21 毎日新聞社 (大阪) 新聞 英機動部隊にも痛棒　　　　　航空隊
司令官自ら体当たり空母轟沈

今年のお米　供出も決戦調　　　　決戦産報運動　　　　　沖
縄に万年筆爆弾

411 毎日新聞 1944 昭和十九年 10 22 毎日新聞社 (大阪) 新聞 比島中部に激戦展開中　敵レイテ島
上陸開始　　　　　靖国神社今宵招魂
の儀

米空軍指揮系統図　　　　Ｂ29（解説）厳戒せよ無差別来襲
戦果感謝日に学徒総決起

412 毎日新聞 1944 昭和十九年 10 23 毎日新聞社 (大阪) 新聞 レイテ湾の敵を猛爆　敵兵増強激戦 英霊神への凱旋　靖国の聖域招魂祭

413 毎日新聞 1944 昭和十九年 10 24 毎日新聞社 (大阪) 新聞 レイテ湾敵船団殆ど集結 官吏の奮起首相要望　憤激以って垂範せば戦力の増強
は安し　　上半期の貯蓄戦果　410億攻略目標貫く27府県

414 毎日新聞 1945 昭和二十年 1 1 毎日新聞社 (大阪) 新聞 天皇陛下最高戦争指導者会議に臨席
特攻隊防空活動に御満足

中部地方にＢ29　名古屋付近に焼夷弾被害なし
決戦場比島は叫ぶ　空仰いで友軍きたれ

415 毎日新聞 1945 昭和二十年 1 2 毎日新聞社 (大阪) 新聞 ミンドロ島の敵補給力激減　東岸今は
艦船なし

Ｂ29北九州初偵察　帝都へも大晦日夜來3回　硫黄島に
数機

416 毎日新聞 1945 昭和二十年 1 3 毎日新聞社 (大阪) 新聞 今叩かずば！比島決戦重大局面
日独の猛攻に敵の悲鳴　叩き潰せ米
軍を

前線　逞しき若者所持品は慰問の似顔絵
銃後　明るき乙女神鷲は知ってくれたこの熱き思い

417 毎日新聞 1945 昭和二十年 1 4 毎日新聞社 (大阪) 新聞 名古屋・阪神等にＢ29　大阪にも焼夷
弾被害殆どなし　　　　サイパン猛撃

神鷲の最期　声を呑む決行の一瞬　　　　　大阪で待避の
戦訓　絶対慎め無用の外出　　　　　増産陣に挙がる学徒
の雄たけび

418 毎日新聞 1945 昭和二十年 1 5 毎日新聞社 (大阪) 新聞 名古屋・大阪を盲爆　Ｂ2990機の42機
撃墜破　　　　首相　レイテ戦況必ずし
も可ならず　強力政治を断行

ドイツ総攻撃に自信満々　　　　敵艦載機延べ500台湾・沖
縄来襲損害軽微　　　　Ｂ29中京で1機昨日も名古屋へ
素手で焼夷弾片っ端から
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419 毎日新聞 1945 昭和二十年 1 6 毎日新聞社 (大阪) 新聞 必勝増税案「購買力吸収とインフレ防
止」成る　　　　所得著増階級への課
税適正化

軍需集中強力増産へ　　　　Ｂ29近畿、東海へ頻襲
壮絶Ｂ29狩り　名古屋上空の戦果　　　　火達磨となって職
場死守・中京

420 毎日新聞 1945 昭和二十年 1 7 毎日新聞社 (大阪) 新聞 ルソン島西方に敵船団　　　　西九州
へＢ29７,８０機　損害きわめて軽微

大阪・中京の戦訓　防空特攻隊たれ

421 毎日新聞 1945 昭和二十年 1 16 毎日新聞社 (大阪) 新聞 伊勢の聖域に米機不逞の暴弾
陸海空にルソン決戦激化

軍需増産　企業の共同責任制　作戦と直結せよ
学術研究会議　大改組　学会の参謀本部に

422 毎日新聞 1945 昭和二十年 1 17 毎日新聞社 (大阪) 新聞 敵機動部隊の为力　南支那海に進入 Ｂ29名古屋・帝都侵入　　　　香港・広東・汕頭に艦載機
台湾にも200機

423 毎日新聞 1945 昭和二十年 1 25 毎日新聞社 (大阪) 新聞 名古屋にＢ29７０機猛撃・６３屠る（地
上における損害は軽微）

造船頗る項調　海上防衛にも自信（海相）　　　　首相遺憾
の意表明　官吏の戦争意欲低調

424 毎日新聞 1945 昭和二十年 3 14 毎日新聞社 (大阪) 新聞 敵を殺せ！一人でも多く　特攻隊員は
幸福だ

硫黄島敵総攻を再開　　　　新聞非常態勢　本土決戦下に
も一紙閲読確保

425 毎日新聞 1945 昭和二十年 3 20 毎日新聞社 (大阪) 新聞 阪神四国に艦上機　　　　延べ１４００
九州來襲の艦上機

名古屋にＢ29百数十機　夜間市街地を焼夷盲爆
決戦教育措置要綱　学徒隊を結成学業は国民校初等科
のみ

426 毎日新聞 1945 昭和二十年 4 2 毎日新聞社 (大阪) 新聞 沖縄本島艦砲撃依然熾烈　屠る艦船
５０隻しかも敵勢厖大

九州にＢ29百数十機

427 毎日新聞 1945 昭和二十年 4 21 毎日新聞社 (大阪) 新聞 銃撃特攻隊出陣　　　　　勝機把握へ
今一押し

沖縄の敵総攻撃開始　敢然陣前に撃砕　　　　　　浮き足
疎開に足止め　項序を設け混乱防ぐ

428 毎日新聞 1945 昭和二十年 8 15 毎日新聞社 (大阪) 新聞 聖断拝し大東亜戦争を終結　四国宣
言を受諾す　新爆弾の惨害測るべか
らず　　　一億団結皇国再建へ新発足
国体護持

最大の凶器原子爆弾　乗客の遺骸ズラリ電車の中にその
ままの姿で　大量使用は人類の自殺（世界の反応）　正に
火薬２万噸に匹敵

429 岐阜合同新聞 1945 昭和二十年 7 12 岐阜合同新聞社 新聞 決勝生活の再建へ巨歩　　逞し岐阜
市民の闘魂

430 岐阜合同新聞 1945 昭和二十年 7 14 岐阜合同新聞社 新聞 駆艦等15隻撃沈　陸上戦でも敵大出
血強要

431 読売報知 1944 昭和十九年 10 26 読売新聞社 新聞 我艦隊出動・比島沖で決戦中　空母
六隻を撃沈破

432 読売報知 1945 昭和二十年 1 22 読売新聞社 新聞 敵前沸る翼賛審議の熱意　第八十六
議会再開・衆院質問に入る

433 読売報知 1945 昭和二十年 1 25 読売新聞社 新聞 ”必死”でなく”必中”の　決戦兵器出
現近し　予算総会感激の嵐　八木技
術院総裁の言明

434 読売報知 1945 昭和二十年 2 3 読売新聞社 新聞 勝利断じて我に在り　闘ひ抜かん徹底
的持久戦

435 読売報知 1945 昭和二十年 2 4 読売新聞社 新聞 マニラ湾へ敵逐次南下　クラーク地区
前面侵出と呼応　スビツク湾に新上陸

436 読売報知 1945 昭和二十年 2 7 読売新聞社 新聞 敵マニラ包囲に狂奔　先鋒既に北部
到達

437 京都新聞 1943 昭和十八年 6 6 京都新聞社 新聞 万籟声なき荘厳　国葬儀　日比谷原
頭の盛儀

438 京都新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 6 16 京都新聞社 新聞 決戦議会けふ成立　あす晴れの開院
式

439 京都新聞 1943 昭和十八年 8 25 京都新聞社 新聞 (第1面なし)

440 京都新聞 1943 昭和十八年 8 27 京都新聞社 新聞 嗚呼陸軍科学技術陣の華　軍用車両
特殊緩衝装置完成　市原博士、実験
中殉職

441 京都新聞 1943 昭和十八年 8 28 京都新聞社 新聞 在支米空軍撃滅戦開始後　撃墜五十
九機に達す

442 京都新聞 1943 昭和十八年 8 28 京都新聞社 新聞 (第1面なし) 逞しいぞ、女性の力　全市の女青指導者練成　画期的の”
健民教室”
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443 京都新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 9 2 京都新聞社 新聞 みのりの秋もまぢかに　稲作増産へ逞
しい敢闘

444 京都新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 9 7 京都新聞社 新聞 敵機、我が輸送機攻撃　たちまち十九
機を撃墜　ウエワク（ニューギニア）で
空、陸の反撃

445 京都新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 9 17 京都新聞両丹支社 新聞 フアブバ爆撃行で　敵十四機を叩きつ
く

446 京都新聞 1943 昭和十八年 9 21 京都新聞社 新聞 ギルバート諸島に来襲の二十二機撃
墜

447 京都新聞 1943 昭和十八年 9 22 京都新聞社 新聞 至妙・キスカ撤収大作戦　用意周到の
裡に『断』　大胆、無謀『霧中航法』

448 京都新聞 1943 昭和十八年 9 27 京都新聞社 新聞 シヤン、カレンニ、ワー　三地域ビルマ
領に編入　日緬間に新条約締結

449 京都新聞 1943 昭和十八年 9 27 京都新聞社 新聞 (第1面なし) 仰ぐ靖国の新祭神　兄弟が揃つて合祀

450 京都新聞 1943 昭和十八年 10 11 京都新聞社 新聞 ソロモン方面敵陣急襲　ムンダ、ビロ
ア、レカタを猛爆

451 京都新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 10 22 京都新聞社 新聞 重慶軍を大規模包囲　雲南西部で激
戦継続

452 京都新聞 1943 昭和十八年 12 14 京都新聞社 新聞 御嘉賞の勅語を賜ふ　吉田善吾大将
晴れの参内

453 京都新聞 1944 昭和十九年 1 5 京都新聞社 新聞 燦・陸軍関係死没賞　京都出身十五
勇士に殊勲甲

454 京都新聞 1944 昭和十九年 1 11 京都新聞社 新聞 (第1面なし) 青尐年よ競ひ起て　けふ本社で学徒大会を開く

455 京都新聞 1944 昭和十九年 1 13 京都新聞社 新聞 水上航空部隊に輝く感状　南東方面
作戦に寄興

456 京都新聞 1944 昭和十九年 1 21 京都新聞社 新聞 (第1面なし) 恩賞に輝く海の英魂

457 京都新聞　夕刉 夕刉 1944 昭和十九年 1 26 京都新聞両丹支社 新聞 愈よ決戦生活徹底で　しぼり出して全
部貯蓄　目標額の達成へ決意更新

458 京都新聞 1944 昭和十九年 2 5 京都新聞社 新聞 無敵陸鷲・輝く一月中綜合戦果　三七
三機を撃墜破　果敢な進攻、邀撃戦

459 京都新聞 1944 昭和十九年 2 14 京都新聞社 新聞 敵機十二を撃墜　陸鷲南雄、ツイ川、
衝陽猛爆

460 京都新聞 1944 昭和十九年 2 24 京都新聞社 新聞 軍官民の総力を結集　国土防衛に挺
身せん　必勝へ強力要望

461 京都新聞 1944 昭和十九年 7 12 京都新聞社 新聞 マッピ山附近で　敵に肉薄攻撃　サイ
パンの皇軍士気旺盛

462 京都新聞 1944 昭和十九年 8 16 京都新聞社 新聞 大陸新作戦の進展　戦果に油断禁物

463 京都新聞 1944 昭和十九年 8 26 京都新聞社 新聞 臨時議会　九月六日召集　会期は五
日間

464 京都新聞 1944 昭和十九年 10 11 京都新聞社 新聞 我が戦艦ハルマラ東方で強襲　敵空
母二隻を撃沈破　南鳥島では巡、駆
三隻を屠る

465 京都新聞 1944 昭和十九年 10 12 京都新聞社 新聞 敵艦載機延四百　南西諸島来襲　二
十六機以上を撃墜

466 毎日新聞　夕刉 夕刉 1943 昭和十八年 10 11 毎日新聞社 (大阪) 新聞 米国の重慶工作　ドルの魅力で幻惑
軍事、経済、思想に食込む

467 名古屋新聞 1930 昭和五年 4 1 名古屋新聞社 新聞 一年の英語（広告）

468 毎日新聞　戦時版 戦時版 1945 昭和二十年 1 10 毎日新聞社 (大阪) 新聞 ルソン島の血戦愈々激し　ミンドロ南
方の後続船団北進

しつこいB29名古屋へ3回　　日土断交を正式通告　　銀の
供出を急ごう　　決戦に備えて一万人の技術挺身隊
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469 毎日新聞　戦時版 戦時版 1945 昭和二十年 1 12 毎日新聞社 (大阪) 新聞 一億今ぞ『滅私』の秋　ルソン戦果あ
るも確認しえず（特攻隊のため）

空襲下の情報放送最初から聞くように　　敵機の落下物兵
器研究のため必ず届け出よ　　警戒警報下では学徒は作
業継続決定

470 毎日新聞　戦時版 戦時版 1945 昭和二十年 1 17 毎日新聞社 (大阪) 新聞 我陣前に敵緊切中　一部また新上陸
す

帝都、名古屋に敵機
理科系学徒を動員をといて帰校　科学技術の高揚

471 毎日新聞　戦時版 戦時版 1945 昭和二十年 1 18 毎日新聞社 (大阪) 新聞 比島前戦地上戦闘激し　各所に挺身
斬込隊奮戦

鉄道と郵便料金引き上げ（鉄道3割、手紙7銭から10銭）
B29名古屋と京都に爆弾投下　　物品の疎開（実用品に重
点）

472 毎日新聞　戦時版 戦時版 1945 昭和二十年 1 19 毎日新聞社 (大阪) 新聞 増税案要綱決まる　初年度19億2300
万円敵艦載機三百数十南支各方面を
連襲

名古屋の工場が贈る防空戦訓　　松根掘りに僧侶出陣
銀の優勝杯供出しよう　選手に呼びかけ

473 毎日新聞　戦時版 戦時版 1945 昭和二十年 1 20 毎日新聞社 (大阪) 新聞 リンガエン湾、パニキ、ポルソビオ、プ
エド河、サンファビアン皇軍猛反撃

煙草値上げ（3割8分）　　大阪に爆・焼夷弾
B29本土襲来の7ヶ月（日曜が一番多い　時間は例示から
1時）

474 毎日新聞　戦時版 戦時版 1945 昭和二十年 1 21 毎日新聞社 (大阪) 新聞 阪神を本格的空襲　B29　80、工場地
帯狙う

都市疎開強化と生産要員の確保　空襲緊急対策決まる
空襲下の犯罪（窃盗とデマ）

475 毎日新聞　戦時版 戦時版 1945 昭和二十年 1 22 毎日新聞社 (大阪) 新聞 決戦議会再開　正に生か死かの岐途
（首相重大危局を率直に指摘）

一億総進軍の突撃路開く　国民総動員
B29をばらばらにすれば脆い自慢の気密室

476 毎日新聞　戦時版 戦時版 1945 昭和二十年 1 24 毎日新聞社 (大阪) 新聞 沖縄へ延550敵艦載機続けて来襲 甘藷増収の決定版　　空襲風邪こうして赤ちゃんを護れ

477 毎日新聞　戦時版 戦時版 1945 昭和二十年 1 26 毎日新聞社 (大阪) 新聞 敵、ルソン島を足場に直接本土を狙う
粉砕せんこの野望

B29阪神に侵入（数名の死傷者を出したがその他に損害
なし）　　　銃後よ耐え抜け　蝸牛を食って奮戦　サイパン
近くの孤島の神兵

478 毎日新聞　戦時版 戦時版 1945 昭和二十年 1 29 毎日新聞社 (大阪) 新聞 ルソン島敵1,2個師新上陸　わが態勢
強化士気軒昂

27日帝都来襲のB29侵入路に待ち猛撃　　在比邦人全部
が特攻隊　このちっぽけな身体が軍艦と交換になる　大笑
する特攻隊員

479 毎日新聞　戦時版 戦時版 1945 昭和二十年 2 1 毎日新聞社 (大阪) 新聞 バムバン飛行場、サンファビン飛行場
敵使用開始

B29大阪市内に焼夷・爆弾投下　　飛行機はなぜ3割しか
飛べぬか　千機飛ぶには三千機必要　　銀の回収目的に
達せず　木炭値上げ

480 毎日新聞　戦時版 戦時版 1945 昭和二十年 2 3 毎日新聞社 (大阪) 新聞 神兵なおサイパンに勇戦　洞窟から出
ては装甲車に手榴弾

B29大阪と愛知県の南部に投弾　　職階制こそ戦力増強
の原動力（三菱航空機製作所）

481 毎日新聞　戦時版 戦時版 1945 昭和二十年 2 4 毎日新聞社 (大阪) 新聞 ルソン島戦況大本営発表 米も国民徴用法案下院を通過　　退避壕は完全ですか（設
計図）

482 毎日新聞　戦時版 戦時版 1945 昭和二十年 2 6 毎日新聞社 (大阪) 新聞 B29神戸等へ約100機来襲　松阪付近
にも　５日も神戸へ

敵機は生産陣を狙う　人員資材器具等は今すぐ疎開
高尃砲の弾片に注意

483 毎日新聞　戦時版 戦時版 1945 昭和二十年 2 8 毎日新聞社 (大阪) 新聞 敵マニラ市に侵入　陸戦隊も敢然迎
撃

B29神戸に3回　　　B29かくて撃墜（接敵、攻撃、退避、照
準訓練

484 毎日新聞　戦時版 戦時版 1945 昭和二十年 2 10 毎日新聞社 (大阪) 新聞 反復侵入の敵撃退　猛炎のマニラ市
に激戦　　国土防衛と防空生活（国会
質疑）

B29神戸に　　体当たり神鷲の壮烈な最期　　　馬鈴薯、甘
藷を増産（農兵隊、学童）

485 毎日新聞　戦時版 戦時版 1945 昭和二十年 2 11 毎日新聞社 (大阪) 新聞 マニラ市街北部以外確保（最繁華街
全焼）紀元節　　　敵は我腹中に（山下
将軍）

生産戦に大戦果、表彰　　B29神戸から大阪へ　　　大豆
や高粱混ぜて２号３勺確保（幽霊人口１００万）　　結婚忘
れて戦争一本に

486 毎日新聞　戦時版 戦時版 1945 昭和二十年 2 26 毎日新聞社 (大阪) 新聞 硫黄島の皇軍勇戦
トルコ日本とドイツに宣戦布告

根こそぎ動員来月から（厚相）　　硫黄島肉攻隊（常に100
人必殺の訓練）

487 毎日新聞　戦時版 戦時版 1945 昭和二十年 2 28 毎日新聞社 (大阪) 新聞 硫黄島敵の損害は甚大　　　敵機動部
隊南へ退き洋上補給更にしつこく来襲

B291機で帝都　　　空襲と神経（もっと図太くなれ　慣れこ
そ敵機に勝つ秘訣）　　　女子学徒に保温帯を（異常激減、
出勤率上昇）

488 毎日新聞　戦時版 戦時版 1945 昭和二十年 3 1 毎日新聞社 (大阪) 新聞 閣議決定必勝への軍需生産体制　国
家経営に移管

人員殺傷900（マニラ斬込隊）　　勤労規範（上長の命令は
国家の命令）

489 毎日新聞　戦時版 戦時版 1945 昭和二十年 3 4 毎日新聞社 (大阪) 新聞 強力決戦施策航空機工場を国営、従
業員は政府職員に

B29信州松本と土佐湾に　　　２０日に世帯人員数申告幽
霊１００万を退治

490 毎日新聞　戦時版 戦時版 1945 昭和二十年 3 7 毎日新聞社 (大阪) 新聞 硫黄島激戦　斬込隊奮迅、奪取銃器
を活用　　　戦後日本の処分案米

国民勤労動員令一人の漏れなく　　　　国民貯蓄４１０億突
破
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491 毎日新聞　戦時版 戦時版 1945 昭和二十年 3 8 毎日新聞社 (大阪) 新聞 硫黄島殺傷２万、戦車250屠る B29一機づつ各地連続来襲（静岡、山梨、大分、広島、岡
山、高知、神戸）　　　人の殺傷狙う瞬発爆弾B29が北九州
で

492 毎日新聞　戦時版 戦時版 1945 昭和二十年 3 14 毎日新聞社 (大阪) 新聞 硫黄島　数百メートルの距離で睨み合
い

B29名古屋の夜襲　熱田神宮に火災　近畿、東海、関東、
九州へもアルミ貨翼へ進撃　手持ちは紙幣錫貨と交換

493 毎日新聞　戦時版 戦時版 1945 昭和二十年 3 15 毎日新聞社 (大阪) 新聞 B29約９０機大阪地区夜襲　雲上より
市街地盲爆　为として焼夷弾を投下

敵機撒布のビラ等はすぐ警察へ（３月以下の懲役）　　　内
務大臣熱田神宮へお詫び参拝

494 毎日新聞　戦時版 戦時版 1945 昭和二十年 3 17 毎日新聞社 (大阪) 新聞 今や大攻防戦に移る　マニラ東方敵
攻勢本格化

軍発表以外は聞くな,話すな　艦上機襲来はデマ　　銚子で
発見されたシャープ爆弾（写真）

495 毎日新聞　戦時版 戦時版 1945 昭和二十年 3 19 毎日新聞社 (大阪) 新聞 聖上親しく御巡幸　　　九州東南に敵
機動部隊艦上機南と東に波状来襲

罹災者よ田舎へ　１戸で３反余農商省でお世話　　　　罹災
した動員学徒　家族疎開後も職場に残れ

496 毎日新聞　戦時版 戦時版 1945 昭和二十年 3 21 毎日新聞社 (大阪) 新聞 九州南東の敵機動部隊を猛攻 硫黄島の人間地雷自ら爆薬に点火数十倍の敵を道連れ
焼夷弾の信管に御用心　死んだ子供がいる

497 毎日新聞　戦時版 戦時版 1945 昭和二十年 3 28 毎日新聞社 (大阪) 新聞 硫黄島を急襲山積みの物資を一挙爆
砕

罹災産業戦士よすぐ職場へ帰れ

498 毎日新聞　戦時版 戦時版 1945 昭和二十年 3 31 毎日新聞社 (大阪) 新聞 沖縄攻略へ敵全勢力を集中　空母２０
戦艦以下１００余　全機特攻わが猛攻
撃

B29の手口　来襲時間もまちまち油断できぬ機数、頻度の
増大

499 尐国民新聞 1941 昭和十六年 12 31 大阪毎日新聞社 新聞 シンガポール東と北から圧迫 マレーのイポーを占領　　アメリカ沿岸で潜水艦活躍

500 尐国民新聞 1942 昭和十七年 7 23 大阪毎日新聞社 新聞 行幸を仰ぎ奉り大攻防演習お行はる
八紘一宇を明示した大東亜史をつくる

宇都宮飛行場で天覧演習（写真つき）
文部省が東亜共栄圏内諸国と皇国日本との親と子の関係
を述べる

501 尐国民新聞 1942 昭和十七年 10 29 大阪毎日新聞社 新聞 シンガポール東と北から圧迫　サンタ
クルーズで敵の六艦を撃沈

大本営発表８月２４日より１０月２５日までの南太平洋戦果

502 尐国民新聞 1943 昭和十八年 7 24 毎日新聞社 (大阪) 新聞 皇軍ムンダ猛攻 西南太平洋の激戦　陸海協力で敵を悩ます
お国の兵糧を守れ　洪水の田を復旧した学童

503 尐国民新聞 1943 昭和十八年 11 10 毎日新聞社 (大阪) 新聞 戦艦四撃沈破　第2次ブーゲンビル沖
航空戦

敵輸送船団と護衛艦隊を猛攻中

504 尐国民新聞 1943 昭和十八年 11 11 毎日新聞社 (大阪) 新聞 戦艦撃沈もう1隻　第2次ブーゲンビル
沖航空戦

戦艦撃沈もう1隻　第2次ブーゲンビル島沖航空戦
開戦以来24隻　アメリカ戦艦の損害　チイサイコドモモオコ
メヒロイ

505 尐国民新聞 1943 昭和十八年 11 13 毎日新聞社 (大阪) 新聞 皇軍津市に迫る　豪雤衝いて敗敵急
追

洞庭湖西北の津市に迫る（地図つき）　　雛鷲と同乗飛行
14日から学童航空練成一日入営

506 尐国民新聞 1943 昭和十八年 11 14 毎日新聞社 (大阪) 新聞 またまた艦船轟撃沈破　戦艦・航母な
ど9隻屠る　第3次ブーゲンビル島沖航
空戦

敵戦闘機四十を陸鷲、爆破炎上　インパールとパレル奇
襲

507 尐国民新聞 1944 昭和十九年 5 23 毎日新聞社 (大阪) 新聞 インパール北方で第2次攻撃の火蓋
切る

「軍艦旗の歌」陸軍記念日に発表される
諸君の進む尐年兵（陸軍省兵備課田中義一）5

508 尐国民新聞 1944 昭和十九年 5 24 毎日新聞社 (大阪) 新聞 空陸で敵反撃を粉砕　雤季のインド・
ビルマ戦線

全国学童らの手で千六百万の兎飼う（農商省は全国の児
童生徒に一人２頭づつ買わせて2割供出8割を給食に）
諸君の進む尐年兵6

509 尐国民新聞 1944 昭和十九年 5 25 毎日新聞社 (大阪) 新聞 パレルの敵壊滅せんとす 諸君の進む尐年兵7　尐年砲兵すでに戦線で大活躍
ウンドウジョウデゾウサンクラベ　ハタケニシテナンキント
オイモノゾウサンキョウソウ

510 尐国民新聞 1944 昭和十九年 5 27 毎日新聞社 (大阪) 新聞 輝く海軍記念日　小国民も心にZ旗敵
壊滅に邁進せん

決戦船の知識世界一のわが造船術　海を征く御下賜のほ
ばしら

511 尐国民新聞 1944 昭和十九年 5 29 毎日新聞社 (大阪) 新聞 けふ山崎部隊玉砕の日　米英撃滅を
誓う　立て全国の小国民、英霊の仇討
ちに

学童が郵便配達　　南方へ行く竹ボタン
蜜柑の種から代用油がとれる　僕らはやがて尐年兵（作
文）

512 尐国民新聞 1944 昭和十九年 5 30 毎日新聞社 (大阪) 新聞 アッツ島船舶部隊将兵に殊勲甲の恩
賞

諸君の進む尐年兵10
落穂7200余石　全国尐年団員のお手柄

513 尐国民新聞 1944 昭和十九年 6 4 毎日新聞社 (大阪) 新聞 長沙へ南下進撃　皇軍洞庭湖・汨水
を突破

大阪学童の避難炊き出し訓練　　呉市にできた尐年防衛
隊　　　　　増産に意気込む葦原国民学校（南瓜・白菜・馬
鈴薯）28 / 68 ページ
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514 尐国民新聞 1944 昭和十九年 6 6 毎日新聞社 (大阪) 新聞 ニューギニア上陸の敵に壮烈な撃滅
戦展開　あい続く胸のすく戦果

進もう海の尐年兵へ4
上手な兎の飼い方（兎を病死させる子供が多いので飼い
方の指導）

515 尐国民新聞 1944 昭和十九年 6 11 毎日新聞社 (大阪) 新聞 ドイツ軍の戦果あがる
重慶が恐れる大仕掛けな湖南作戦

野草の粉でパン　学校・工場へ配給
科学戦の華電波兵器3（対空電波標定器）

516 尐国民新聞 1944 昭和十九年 6 18 毎日新聞社 (大阪) 新聞 敵は総力を挙げて必死 皇后陛下の御仁慈　御手巻きの包帯下賜

517 尐国民新聞 1944 昭和十九年 6 20 毎日新聞社 (大阪) 新聞 長沙の東方に廻り敵の退路を断つ 尐年兵めざす「御楯学級」（彦根市城東国民学校）
硫黄島来週の11機を撃墜

518 尐国民新聞 1944 昭和十九年 7 8 毎日新聞社 (大阪) 新聞 父島・硫黄島来襲の機動部隊を撃退
しかし1刻も油断できぬ

支那事変7周年（推移と現状）

519 尐国民新聞 1944 昭和十九年 7 9 毎日新聞社 (大阪) 新聞 わが制空部隊出動　九州北・西部へ
また米機

疎開のお話し　皆さんはお国の宝（B29の空襲があること
を予告）　灯火管制十分に　子供にできる国土防衛
教科書は大切に　発行部数が尐なくなります

520 尐国民新聞 1944 昭和十九年 7 10 毎日新聞社 (大阪) 新聞 日本本土を狙う米機　600台を支那各
地に配置

大分にもできた陸軍尐年飛行兵学校
紙の氷嚢陸海軍病院から大量の注文

521 尐国民新聞 1944 昭和十九年 7 11 毎日新聞社 (大阪) 新聞 九州来襲のB29など13機を撃破炎上
遂川・梁山・衡陽を猛攻

疎開のお話し2　農家が大事に養護だからドイツは強い
センチへイクラッパ（敵を撃つ弾にするため供出したラッパ
の写真）

522 尐国民新聞 1944 昭和十九年 7 15 毎日新聞社 (大阪) 新聞 見よ在支荒鷲の憤り（在支アメリカ空
軍基地を攻撃）

必勝祈願（大阪市の国民学校児童が神社へ早朝日参　写
真）　　　塩も兵器増産のお手伝いをしましょう）

523 尐国民新聞 1944 昭和十九年 7 18 毎日新聞社 (大阪) 新聞 湖南の鉱物わが手に重慶や米に大打
撃

蜜柑の害虫が蝋燭になる（ももいろかいがらむしから代用
蝋燭）　　ひまの実のとりいれかた

524 尐国民新聞 1944 昭和十九年 7 20 毎日新聞社 (大阪) 新聞 東条首相国民激励　サイパンの英霊
に続き一億勝利の道へすすめ（18日
全滅）

サイパン島の仇今こそ討ちましょう（18日5時大本営発表を
うけて）　おんなのゆうびんやさん　交通巡査の空襲時の
竹製退避壕

525 尐国民新聞 1944 昭和十九年 7 21 毎日新聞社 (大阪) 新聞 東条内閣の総辞職 「人間魚雷」いよいよ活躍（ドイツ軍の新兵器として紹介）
B29残骸公開展覧会（北九州に来襲撃破したもの）

526 尐国民新聞 1944 昭和十九年 7 22 毎日新聞社 (大阪) 新聞 大命小磯・米内両大将にくだる 三百億円を突破赤誠の郵便貯金その他
軍人と目　色盲でもよい軍人になれる

527 尐国民新聞 1944 昭和十九年 7 26 毎日新聞社 (大阪) 新聞 ビアク島上陸の敵猛攻　壮烈自爆した
高田部隊8荒鷲（名）

大阪学童の疎開は8月10日ごろから
教育訓練時間をも停止（高等科、中等学校1,2年1週6時間
を飛行機増産へ）

528 尐国民新聞 1944 昭和十九年 7 27 毎日新聞社 (大阪) 新聞 零陵を夜間空襲　敵機18を撃破炎上 学童疎開だより　　　塵からつくるタドンの製法
仇討地百倍小豆の農園（サイパン島の敵討ちのため児童
一人小豆2粒を植えさせ1粒を100粒にというもの）

529 尐国民新聞 1944 昭和十九年 7 28 毎日新聞社 (大阪) 新聞 重大化したヨーロッパ戦局　強いドイツ
の防御力

皆さんの疎開出陣　戦う小国民の意気で
学童疎開　仕合せな田舎生活勝つまで頑張ります

530 尐国民新聞 1944 昭和十九年 7 30 毎日新聞社 (大阪) 新聞 北千島にこの堅陣（対アメリカ） 疎開先での自然観察　魚つりにもこの工夫

531 尐国民新聞 1944 昭和十九年 8 2 毎日新聞社 (大阪) 新聞 西南太平洋諸島敵機しきりに窺う 疎開児童に送る言葉　　　ドイツ軍奮戦東西の敵と渡り合
う

532 尐国民新聞 1944 昭和十九年 8 5 毎日新聞社 (大阪) 新聞 鬼畜の正体見せたアメリカ（牧師の友
人の子供が日本人のしゃりこうべを
持って遊んでいた）

先生にささげつつ（カワハラ国民学校青年団は訓練会を開
いて兵隊と同じ訓練をしている)
さあ行こう疎開列車で

533 尐国民新聞 1944 昭和十九年 8 7 毎日新聞社 (大阪) 新聞 大宮島を守り続ける　油断はできぬ小
笠原戦局

釣鐘も金次郎もたちまち溶けて兵器に（1日から重要鉱物
必勝増産期間）　　　　　　疎開関連3

534 尐国民新聞 1944 昭和十九年 8 8 毎日新聞社 (大阪) 新聞 皇軍、衡陽総攻撃へ 小笠原諸島父島砲撃　　　　疎開関連2

535 尐国民新聞 1944 昭和十九年 8 9 毎日新聞社 (大阪) 新聞 小磯首相の大号令 全級海兵志願（広島の国民学校高2クラス全員が海兵志
願）　　　　疎開関連3

536 尐国民新聞 1944 昭和十九年 8 15 毎日新聞社 (大阪) 新聞 わが本土を盲爆した敵機B29を撃破
（11日に日本を爆撃したB29を中国で）

名古屋でB29残骸展（松阪屋）　　　　疎開関連1
大本営発表8/1から8/14　110行のうち損害4行

537 尐国民新聞 1944 昭和十九年 8 16 毎日新聞社 (大阪) 新聞 衡陽周囲の敵撃滅 お盆（まず戦没勇士の英霊に感謝の黙祷、大東亜戦争の
必勝祈願）　　　　疎開関連2
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538 尐国民新聞 1944 昭和十九年 8 25 毎日新聞社 (大阪) 新聞 激しい白兵戦　テニヤン・大宮両島 あこがれの日本本土へ（ジャワでの原住民会員養成所か
ら51名）　疎開児童座談会（校長疎開するのもお国のた
め）

539 尐国民新聞 1944 昭和十九年 8 31 毎日新聞社 (大阪) 新聞 上陸の敵を3度撃退　トロキナの皇軍
肉弾パリー敵の手に帰す弾丸尽きた
ドイツ軍

野菜と魚公定価格引き上げ
疎開関連（同行記、疎開先での注意、疎開学芸会）

540 尐国民新聞 1944 昭和十九年 9 2 毎日新聞社 (大阪) 新聞 恩施と遂川を夜襲 団栗を集めよう　蝗を取ろう　決戦の新学期（高等科は通
年動員で3年から6年は疎開で低学年のみで教室模様替
えの様子）

541 尐国民新聞 1944 昭和十九年 9 3 毎日新聞社 (大阪) 新聞 われに決戦を挑む米鬼の不敵な作戦
大敵恐れず小敵あなどらずの心構え

大南瓜競作（入選者、こうして育てた）　疎開関連2

542 尐国民新聞 1944 昭和十九年 9 6 毎日新聞社 (大阪) 新聞 小笠原諸島へ　敵機の来襲激化　硫
黄島を艦砲尃撃（トップではない)

唇をかんで兵器増産（国民学校高2生徒が大同航空工場
で）　　　　姫路市の学童工場で奮闘　　　疎開関連2

543 尐国民新聞 1944 昭和十九年 9 7 毎日新聞社 (大阪) 新聞 決戦議会召集（臨時軍事費追加予算
250億円、合わせて630億円）

福岡の尐年警備隊空襲下に立派な働き
男子の就職禁止で人手不足の帝国議会に国民学校生徒
が手伝い

544 尐国民新聞 1944 昭和十九年 9 8 毎日新聞社 (大阪) 新聞 零陵にせまる　湖南戦線で破竹の進
撃

動員学徒支給金決定（男子月30円女子月25円）
女子挺身隊の飛行機増産の活躍ぶり　疎開学童に薬、療
養所

545 尐国民新聞 1944 昭和十九年 9 9 毎日新聞社 (大阪) 新聞 小磯総理大臣施政方針演説（米英を
きっと撃滅）

現地と母校をつなぐ疎開教室ほか
鉱山戦士へ送る作文、絵

546 尐国民新聞 1944 昭和十九年 9 10 毎日新聞社 (大阪) 新聞 アメリカの誇る物量の正体　魂抜きの
数字の行列

疎開関連（心がけ、蝗とり競争、作品）
勤労学童もっと働きたい（休み時間を返上したい）

547 尐国民新聞 1944 昭和十九年 9 15 毎日新聞社 (大阪) 新聞 敵死傷4700ニューギニア皇軍奮戦 金鵄勲章变賜　陸軍死没者9095名　ドイツ軍落下傘部隊
活躍　　　頼もしい尐年行員　疎開関連4（今年中に父兄と
面会）

548 翼賛三重 1942 昭和十七年 4 21 翼賛三重刉行所 会報 聖戦完遂と翼賛選挙　奉答の一票を
捧げ　皇国民たる責務を果せ

549 大政翼賛　号外 号外 1942 昭和十七年 5 5 大政翼賛会宣伝部 会報 地方議員の刷新は青壮年の重大責
務　地方議会　翼選貫徹に挺身せよ

550 翼賛三重 1942 昭和十七年 5 11 翼賛三重刉行所 会報 清新で堅実な　翼賛市町村会は　斯う
して確立される　それは愛郷心如何に
懸る

551 大政翼賛　号外 号外 1942 昭和十七年 5 16 大政翼賛会宣伝部 会報 確信と迫力を以て　更に建設的活動
へ　道府県団幹部協議会

552 翼賛三重 1942 昭和十七年 5 21 翼賛三重刉行所 会報 公正明朗な選挙を行い　地方自治の
刷新を期せよ

553 翼賛三重 1942 昭和十七年 6 1 翼賛三重刉行所 会報 ”府県連絡部”とはどんな所か　時局
事務を担当処理し　銃後の国民生活
を指導

554 翼賛三重 1943 昭和十八年 1 1 翼賛三重刉行所 会報 行幸の感激を新に　戦力を長養せよ

555 翼賛三重 1944 昭和十九年 1 11 翼賛三重刉行所 会報 戦力増産の基盤　貯蓄こそ銃後の責
務

556 翼賛壮年運動 1944 昭和十九年 4 15 大日本翼賛壮年団中央
本部

会報 藤井本部長専任　本部の態勢強化

557 ミエ薬報 1942 昭和十七年 5 25 三重薬報社 会報 企業整備令並に　同施行令公布さる

558 ミエ薬報 1943 昭和十八年 2 10 三重薬報社 会報 薬剤師の本分明定　生産配給に許可
制

559 南京新報 1941 昭和十六年 3 31 不明・その他など 新聞 和平成功重建新中国

560 蒙古新報 0 不明 不明・その他など 新聞

561 朝日新聞大阪縮刷版 縮刷版 0 不明 朝日新聞社 新聞 昭和十六年（1941年）一月号

562 朝日新聞縮刷版 縮刷版 1942 昭和十七年 2 11 朝日新聞社 新聞 昭和十七年（1942年）一月号
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563 朝日新聞縮刷版 縮刷版 1944 昭和十九年 2 11 朝日新聞社 新聞 昭和十九年（1944年）一月号

564 朝日新聞縮刷版 縮刷版 1947 昭和二十二年 2 15 朝日新聞社 新聞 昭和二十二年（1947年）一月号

565 朝日新聞縮刷版 縮刷版 1948 昭和二十三年 2 15 朝日新聞社 新聞 昭和二十三年（1948年）一月号

566 朝日新聞縮刷版 縮刷版 1949 昭和二十四年 2 15 朝日新聞社 新聞 昭和二十四年（1949年）一月号

567 朝日新聞縮刷版 縮刷版 1950 昭和二十五年 2 15 朝日新聞社 新聞 昭和二十五年（1950年）一月号

568 朝日新聞縮刷版 縮刷版 1951 昭和二十六年 2 15 朝日新聞社 新聞 昭和二十六年（1951年）一月号

569 朝日新聞縮刷版 縮刷版 1952 昭和二十七年 2 15 朝日新聞社 新聞 昭和二十七年（1952年）一月号

570 朝日新聞縮刷版 縮刷版 1953 昭和二十八年 2 15 朝日新聞社 新聞 昭和二十八年（1953年）一月号

571 写真週報 117 1940 昭和十五年 5 22 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第百十七号　第三十五回海軍記念日
を迎ふ

117

572 写真週報 152 1941 昭和十六年 1 22 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第百五十二号 152

573 写真週報 153 1941 昭和十六年 1 29 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第百五十三号　兵隊さんが作った特
輯号

153

574 写真週報 154 1941 昭和十六年 2 5 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第百五十四号　最近の米国海軍 154

575 写真週報 157 1941 昭和十六年 2 26 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第百五十七号　建国九年の満州国 157

576 写真週報 158 1941 昭和十六年 3 5 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第百五十八号 158

577 写真週報 162 1941 昭和十六年 4 2 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第百六十二号　特輯笑和運動 162

578 写真週報 164 1941 昭和十六年 4 16 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第百六十四号 164

579 写真週報 167 1941 昭和十六年 5 7 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第百六十七号 167

580 写真週報 169 1941 昭和十六年 5 21 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第百六十九号　第三十六回海軍記念
日

169

581 写真週報 170 1941 昭和十六年 5 28 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第百七十号 170

582 写真週報 173 1941 昭和十六年 6 18 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第百七十三号 173

583 写真週報 174 1941 昭和十六年 6 25 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第百七十四号　行けよ鉱山男の職場 174

584 写真週報 175 1941 昭和十六年 7 2 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第百七十五号　支那事変四周年第一
特集

175

585 写真週報 177 1941 昭和十六年 7 16 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第百七十七号 177

586 写真週報 178 1941 昭和十六年 7 23 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第百七十八号 178

587 写真週報 181 1941 昭和十六年 8 13 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第百八十一号 181

588 写真週報 182 1941 昭和十六年 8 20 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第百八十二号 182

589 写真週報 183 1941 昭和十六年 8 27 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第百八十三号 183

590 写真週報 184 1941 昭和十六年 9 3 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第百八十四号　都市防空特集　都市
の空襲　綜合防空訓練がはじまります
空襲恐るるに足らず

防空壕を作るなら、食糧は確保されている　防空七つ道具
国民学校と防空　吾等の都市は吾等の手で
米英蘇の爆撃機

591 写真週報 185 1941 昭和十六年 9 10 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第百八十五号　満州事変満十年の後
南支那海を圧す

製鋼工場の平爐、沃土を拓く　曠野に移民の乙女
国民学校と海　　自然の光によって
援蔣物資の移管佛印ハイフォン

592 写真週報 186 1941 昭和十六年 9 17 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第百八十六号　九月二十日は航空日
重慶の空に贈物、抗日の非を悟るま
で

見敵必墜の精神で、従軍手記”重慶爆撃行”
ドイツの模型グライダー　作り方飛ばせ方
　三つのグライダー　中等学校に滑空訓練を正課に

593 写真週報 187 1941 昭和十六年 9 24 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第百八十七号　北方にこの資源　樺
太

無盡蔵な木材、北の資源を育てる娘たち・ツンドラからも
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594 写真週報 188 1941 昭和十六年 10 1 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第百八十八号　銃後奉公強化運動
傷病の勇士に花嫁を、楽しい勇士の
家

勇士の家の稲刈、遺児を立派に育てませう
お宅にも不用な金物があります。廃品更生の王様、兎は
軍需品

595 写真週報 189 1941 昭和十六年 10 8 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第百八十九号 189

596 写真週報 190 1941 昭和十六年 10 15 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第百九十号　西南アジア騒然たり　ト
ルコ・イラン・イラク・シリア・パレスチナ
第二次防空訓練・国策紙芝居の先生

西南アジアの情勢
銃後をあづかる女性訓練

597 写真週報 191 1941 昭和十六年 10 22 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第百九十一号　獨ソ激戦第一報　モス
クワ街道まっしぐら　日獨伊三國同盟
一周年記念　北京

彈道の下血と硝煙・ソ聯精鋭の飛行機と戦車

598 写真週報 192 1941 昭和十六年 10 29 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第百九十二号　東條内閣進發す　角
帽部隊の聯合演習

支那事變完遂・大東亜共栄圏確立
闇退治の日の丸看板　適材適所檢出機

599 写真週報 193 1941 昭和十六年 11 5 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第百九十三号　三笠宮崇仁親王殿下
御成婚　海の雛鷲いくらでも・學徒銃
劍道訓練大會

戦う人々・白日のもとへ北支西苑俘虜収容所

600 写真週報 194 1941 昭和十六年 11 12 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第百九十四号　一億が債券買って總
進軍　日満共同防衛わが關東軍　明
治神宮國民體育大會

世界第二の水豊ダム完工・満州国の兵器陣
次代の精鋭を隣組で育てませう

601 写真週報 195 1941 昭和十六年 11 19 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第百九十五号　新穀感謝の秋　鑛山
の金鵄勲章

農繁地へサンタクロース　隣組で共同炊事
ろうどうほうしとさつま薯

602 写真週報 196 1941 昭和十六年 11 26 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第百九十六号　日満華締盟成立一周
年　徐新中國大使を訪ふ　世界注視
の中に臨時議會開かる

新生中國の郷土は清く健やかに・満州の大地に骨を埋め
よ
遣米第一船帰る　朝鮮の豊年祭

603 写真週報 197 1941 昭和十六年 12 3 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第百九十七号　二割七分の御奉公
母國の懐へ帰る　日枝丸高千穂丸

國債は一日に数十万枚出来てゐる　戦費と國債比較

タイから来てゐる学生さん

604 写真週報 198 1941 昭和十六年 12 10 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第百九十八号　日頃の錬磨が物いう
日　國民登録整備・戦闘帽の山法師
電波で送られてきた世界

逞しい軍教の靴音・青春をペタルに踏んで、雪の暁に青年
動員

605 写真週報 199 1941 昭和十六年 12 17 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第百九十九号　一億、今ぞ敵は米英
だ！　山本聯合艦隊司令長官艨艟を
率いて起つ　大詔の渙發せられた朝
東京

火砲は西太平洋上に開かる。米勢力は上海から駆逐せら
る
これでゆかう決戰生活訓

606 写真週報 200 1941 昭和十六年 12 24 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百号　日獨伊三國更に協定強化 暁天を引裂くハワイ真珠湾攻撃十二月八日戦果
まづ上海を血祭りに・潰え去った在支敵性
マレーの海底に没入したプリンス・オブ・ウェールス号

607 写真週報 201 1941 昭和十六年 12 31 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百一号　新年號　比類なき戦火
マレー沖海戦・マレー戦線

香港爆撃、全滅した太平洋の米英为力艦
この感激を増産へ、お馬の鍛錬は私達が引受けた

608 写真週報 202 1942 昭和十七年 1 7 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百二号　壮絶ハワイ真珠湾殲滅
戦　大東亞戦争圖

新戦場辤典　グァムとウェーキ・ペナン
英領ボルネオに戦果擴大、世界で最初に占領した英領香
港

609 写真週報 203 1942 昭和十七年 1 14 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百三号　マレー南下の先鋒　大
東亞戦争圖

油田まづ我が手に歸す英領ボルネオ・輸送船団とその護
衛
新戦場辤典　マニラ・イポー　・わが荒鷲の好餌米英戦闘
機群
日本を空襲し得る米航空母艦・艦載機

610 写真週報 204 1942 昭和十七年 1 21 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百四号　緒戦の初春を飾る陸軍
始観兵式　第一回大詔奉戴日

マニラ陥つ、英領ボルネオ戦線・セレベス島
香港の新發足
燃料も大丈夫、お蜜柑を兵隊さんへ

611 写真週報 205 1942 昭和十七年 1 28 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百五号　東條陸相　産業戰士を
激励

ハワイ海戦詳報第二報・ウェーキ島の戦果
潜水艦戦術と米英の勢力
祖國を擔って今月から海の子・鋏をハンドルに持ち代えて
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612 写真週報 206 1942 昭和十七年 2 4 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百六号　南へ南へシンガポール
はもう眼の前だ

陸軍宣傳班から第一報マレー戦線
新戦場辤典　シンガポール・ビスマルク群島・ビルマ
お嬢さん軍属第六百十号「陸軍女子挺身隊」

613 写真週報 207 1942 昭和十七年 2 11 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百七号　全力で護れこの空この
國土　東久邇宮殿下國土防衛の指揮
に當らせらる

雪の監視硝、防空鉄壁陣・帝都の防火陣
特配のお砂糖は市電に乗って、食糧確保凍る渚に戦う

614 写真週報 208 1942 昭和十七年 2 18 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百八号　全力で護れこの空この
國土

208

615 写真週報 209 1942 昭和十七年 2 25 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百九号　全マレー半島は日章旗 敵が撮影したフィリピン爆撃
新戦場辤典　ジャバァ・春光る香港
防空心得　空襲令下、防空戦闘

616 写真週報 210 1942 昭和十七年 3 4 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百十号　シンガポール陥落す　二
月十五日

帝国軍艦旗翩翻たり　昭南島セレター軍港
新戦場辤典　ラングーン、チモール
落下傘部隊はこのように育てられた
一億の萬歳合唱

617 写真週報 211 1942 昭和十七年 3 11 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百十一号　大東亜戦争戦没者慰
霊祭　米本土に初の砲撃　帝國潜水
艦の奇襲

新戦場辤典　オーストラリア　バリ島

618 写真週報 212 1942 昭和十七年 3 18 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百十二号　純忠比なし軍神九柱
特別攻撃隊の偉勲

昭和十六年十二月八日大東亞戦争劈頭し真珠湾を強襲
新戦場辤典　バタヴィアとスラバヤ

619 写真週報 213 1942 昭和十七年 3 25 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百十三号　サンボアンガに敵前
上陸　大東亜戦争三ケ月の大戦果

あはれ恥なき姿　敵俘虜二十有一万

620 写真週報 214 1942 昭和十七年 4 1 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百十四号　開戦三ケ月不敗の態
勢成る

ラングーン陥落す、蘭印軍無条件降伏す

621 写真週報 215 1942 昭和十七年 4 8 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百十五号　戦時輸送強化運動 船は兵器だ、汽車も兵器だ、脚だ腕だわれらの步器は

622 写真週報 216 1942 昭和十七年 4 15 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百十六号　地下千二百尺の東條
総理　よくぞすてた算盤　沃野が諸君
を待っている

南京遷都二周年の喜び、オランダは世界地図から消えた
決然　再出発する人々のために

623 写真週報 217 1942 昭和十七年 4 22 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百十七号　棄権すな！四月卅日
は総選挙　軍神九柱の合同海軍葬

海軍新鋭攻撃機発表さる　インド洋上既に敵影なし
新戦場辤典　インド　セイロン島

624 写真週報 218 1942 昭和十七年 4 29 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百十八号　大地を匍って猛攻八
日　バタアン半島完全攻略

何を語るか俘虜の横顔
黒い手で振る赤い日の丸

625 写真週報 219 1942 昭和十七年 5 6 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百十九号　タイ國慶祝使節晴れ
の入京

北満の原野に儼たり無限軌道の轟き

626 写真週報 220 1942 昭和十七年 5 13 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百廿号　帝都訪問へ　陸軍新鋭
機大編隊

身の置き所もなしインド洋

627 写真週報 221 1942 昭和十七年 5 20 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百廿一号　第三十七回海軍記念
日　必勝の秘策練る作戦室の永野軍
令部總長

東西一万浬敵艦すでに影を没す、機腹に巨弾呑んで
帝国海軍が開戦以来五ケ月間に挙げた为なる戦果
海軍館を見學しませう　写真機を握る戦闘員

628 写真週報 222 1942 昭和十七年 5 27 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百廿二号　皇恩津々浦々に洽し
皇軍をみならふ佛印の兵隊さん

コレヒドール島要塞遂に陥つ

629 写真週報 223 1942 昭和十七年 6 3 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百廿三号　珊瑚海海戦 佳節を壽ぐ新生の日本人　昭南島から

630 写真週報 224 1942 昭和十七年 6 10 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百廿四号　高松宮殿下御渡満 重慶の腹背を衝く

631 写真週報 225 1942 昭和十七年 6 17 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百廿五号　勝たう貯めよう　何と
しても勝ち抜く為だ　佛塔に輝く慈光
ビルマ全土戡定なる

弾丸も大砲も貯蓄から　貯蓄總進軍
新戦場辤典　シドニーとマダガスカル・雲南省

632 写真週報 226 1942 昭和十七年 6 24 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百廿六号　タイ國立憲革命記念
日　天覧を賜った鹵獲兵器

若い國の若い指導者ピブン首相　日本に育つタイの若鷲
新戦場辤典　浙江省と江西省・アリューシャン列島

633 写真週報 227 1942 昭和十七年 7 1 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百廿七号　支那事変五周年　重
慶に最後の止め刺す日まで

新中國の陽は明るく

634 写真週報 228 1942 昭和十七年 7 8 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百廿八号　アリューシャン攻略詳
報　キスカ島　アッツ島占領

米一粒麦一粒も増産へ
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635 写真週報 229 1942 昭和十七年 7 15 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百廿九号　海の記念日七二十日
船が勝利を運ぶのだ

尐年よ海へ

636 写真週報 230 1942 昭和十七年 7 22 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百卅号　大東亜建設特集 南の資源は戦争の資材

637 写真週報 231 1942 昭和十七年 7 29 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百卅一号　夏期心身鍛練運動 兵隊さんの陣中作品展　慰問袋で浴衣も襦袢も

638 写真週報 232 1942 昭和十七年 8 5 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百卅二号　噫々軍神　加藤建夫
尐蔣

639 写真週報 233 1942 昭和十七年 8 12 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百卅三号　日本色に栄える昭南
島

233

640 写真週報 234 1942 昭和十七年 8 19 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百卅四号　必勝態勢成る ボルネオ、ニューギニア、敗残米比軍に鉄槌

641 写真週報 236 1942 昭和十七年 9 2 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百卅六号 236

642 写真週報 237 1942 昭和十七年 9 9 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百卅七号 237

643 写真週報 238 1942 昭和十七年 9 16 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百卅八号　九月二十日は航空日 238

644 写真週報 239 1942 昭和十七年 9 23 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百卅九号 239

645 写真週報 240 1942 昭和十七年 9 30 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百四十号 240

646 写真週報 241 1942 昭和十七年 10 7 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百四十一号 241

647 写真週報 242 1942 昭和十七年 10 14 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百四十二号　十七年鐡國つう脈 242

648 写真週報 243 1942 昭和十七年 10 21 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百四十三号 243

649 写真週報 244 1942 昭和十七年 10 28 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百四十四号 244

650 写真週報 245 1942 昭和十七年 11 4 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百四十五号 245

651 写真週報 246 1942 昭和十七年 11 11 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百四十六号 246

652 写真週報 247 1942 昭和十七年 11 18 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百四十七号 247

653 写真週報 248 1942 昭和十七年 11 25 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百四十八号 248

654 写真週報 249 1942 昭和十七年 12 2 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百四十九号　大東亜戦争一周年 249

655 写真週報 250 1942 昭和十七年 12 9 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百五十号　大東亜戦争一周年 250

656 写真週報 251 1942 昭和十七年 12 16 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百五十一号 251

657 写真週報 252 1942 昭和十七年 12 23 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百五十二号 252

658 写真週報 253 1943 昭和十八年 1 6 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百五十三号 253

659 写真週報 254 1943 昭和十八年 1 13 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百五十四号 254

660 写真週報 255 1943 昭和十八年 1 20 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百五十五号　空の戦力増強 255

661 写真週報 256 1943 昭和十八年 1 27 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百五十六号 256

662 写真週報 257 1943 昭和十八年 2 3 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百五十七号　米英色を一掃しよう 257

663 写真週報 258 1943 昭和十八年 2 10 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百五十八号 258

664 写真週報 259 1943 昭和十八年 2 17 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百五十九号 259

665 写真週報 260 1943 昭和十八年 2 24 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百六十号 260

666 写真週報 261 1943 昭和十八年 3 3 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百六十一号 261

667 写真週報 262 1943 昭和十八年 3 10 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百六十二号　陸軍記念日 262

668 写真週報 263 1943 昭和十八年 3 17 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百六十三号 263
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669 写真週報 264 1943 昭和十八年 3 24 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百六十四号 264

670 写真週報 265 1943 昭和十八年 3 31 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百六十五号 265

671 写真週報 266 1943 昭和十八年 4 7 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百六十六号 266

672 写真週報 267 1943 昭和十八年 4 14 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百六十七号 267

673 写真週報 268 1943 昭和十八年 4 21 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百六十八号 268

674 写真週報 269 1943 昭和十八年 4 28 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百六十九号 269

675 写真週報 270 1943 昭和十八年 5 5 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百七十号　二百七十億へさァ突
撃だ

270

676 写真週報 272 1943 昭和十八年 5 19 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百七十二号 272

677 写真週報 274 1943 昭和十八年 6 2 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百七十四号 274

678 写真週報 275 1943 昭和十八年 6 9 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百七十五号 275

679 写真週報 277 1943 昭和十八年 6 23 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百七十七号 277

680 写真週報 278 1943 昭和十八年 6 30 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百七十八号　衣料は節約切符は
献納

278

681 写真週報 279 1943 昭和十八年 7 7 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百七十九号 279

682 写真週報 280 1943 昭和十八年 7 14 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百八十号　戦ふ海へ若さを乗せ
て

280

683 写真週報 281 1943 昭和十八年 7 21 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百八十一号 281

684 写真週報 282 1943 昭和十八年 7 28 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百八十二号 282

685 写真週報 283 1943 昭和十八年 8 4 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百八十三号　時局防空必携寫眞
解説

283

686 写真週報 284 1943 昭和十八年 8 11 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百八十四号　ビルマ國の誕生 284

687 写真週報 285 1943 昭和十八年 8 18 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百八十五号　職場は戦場だ 285

688 写真週報 286 1943 昭和十八年 8 25 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百八十六号　進む東亜の大建設 286

689 写真週報 287 1943 昭和十八年 9 1 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百八十七号 287

690 写真週報 288 1943 昭和十八年 9 8 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百八十八号 288

691 写真週報 289 1943 昭和十八年 9 15 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百八十九号　お父さんお母さんボ
クも空へやつて下さい

289

692 写真週報 290 1943 昭和十八年 9 22 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百九十号 290

693 写真週報 291 1943 昭和十八年 9 29 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百九十一号　戦力のせて驀進だ 291

694 写真週報 292 1943 昭和十八年 10 6 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百九十二号　女性もあげて決戦
へ

292

695 写真週報 293 1943 昭和十八年 10 13 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百九十三号　戦力増強をこの腕
に

293

696 写真週報 294 1943 昭和十八年 10 20 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百九十四号　今ぞ学徒蹶起の秋 294

697 写真週報 295 1943 昭和十八年 10 27 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百九十五号 295

698 写真週報 296 1943 昭和十八年 11 3 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百九十六号 296

699 写真週報 297 1943 昭和十八年 11 10 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百九十七号 297

700 写真週報 298 1943 昭和十八年 11 17 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百九十八号　大東亜の力示さん 298

701 写真週報 299 1943 昭和十八年 11 24 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百九十九号　つづけ決戦の大空
へ

299
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702 写真週報 300 1943 昭和十八年 12 8 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三百号　大東亜戦争二周年 300

703 写真週報 301 1943 昭和十八年 12 15 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三百一号　勝ちぬけ造船 301

704 写真週報 302 1943 昭和十八年 12 22 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三百二号 302

705 写真週報 303 1944 昭和十九年 1 5 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三百三号　新年号 303

706 写真週報 304 1944 昭和十九年 1 12 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三百四号　土地改良で食糧増産だ 304

707 写真週報 305 1944 昭和十九年 1 19 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三百五号　空襲に豫告なし
第三百号五　空襲に豫告なし

305

708 写真週報 306 1944 昭和十九年 1 26 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三百六号　石炭確保へ総突撃 306

709 写真週報 307 1944 昭和十九年 2 2 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三百七号 307

710 写真週報 308 1944 昭和十九年 2 9 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三百八号 308

711 写真週報 309 1944 昭和十九年 2 16 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三百九号 309

712 写真週報 310 1944 昭和十九年 2 23 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三百十号　造れ、送れ、撃て 310

713 写真週報 311 1944 昭和十九年 3 1 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三百十一号　敵機は狙ふ我等が頭
上

311

714 写真週報 312 1944 昭和十九年 3 8 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三百十二号　陸軍記念日 312

715 写真週報 313 1944 昭和十九年 3 15 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三百十三号　精進一年増産へ驀進
だ

313

716 国際写真情報 1938 昭和十三年 2 1 国際情報社 雑誌・書籍 第十七巻　第二号　南京陥落記念書
報

717 国際写真情報 1937 昭和十二年 9 1 国際情報社 雑誌・書籍 第十六巻　第九号　日支大事変書報
第一集

718 国際写真情報 1937 昭和十二年 11 1 国際情報社 雑誌・書籍 第十六巻　第十一号　日支大事変書
報第三集

719 国際写真情報 1937 昭和十二年 12 1 国際情報社 雑誌・書籍 第十六号　第十二号　日支大事変書
報第四集

720 アサヒグラフ 1932 昭和七年 2 5 朝日新聞社 雑誌・書籍 満州事変写真全集

721 アサヒグラフ 1938 昭和十三年 8 3 朝日新聞社 雑誌・書籍 第三十一巻　第五号　揚子江岸進撃
譜

722 アサヒグラフ 1938 昭和十三年 8 10 朝日新聞社 雑誌・書籍 第三十一巻　第六号　炎熱を衡き皇
軍は進む

723 アサヒグラフ 1938 昭和十三年 9 21 朝日新聞社 雑誌・書籍 第三十一巻　第十二号　廬山々麓の
勝閧

724 アサヒグラフ 1938 昭和十三年 9 28 朝日新聞社 雑誌・書籍 第三十一巻　第十三号　江南北の山
嶽戦

725 アサヒグラフ 1938 昭和十三年 11 9 朝日新聞社 雑誌・書籍 第三十一巻　第十九号　步漢陥落第
一報

726 アサヒグラフ 1938 昭和十三年 12 28 朝日新聞社 雑誌・書籍 第三十一巻　第二十六号　支那戦線
写真第七十五報

727 アサヒグラフ 1939 昭和十四年 1 4 朝日新聞社 雑誌・書籍 第三十二巻　第一号　新年第一号

728 アサヒグラフ 1939 昭和十四年 1 4 朝日新聞社 雑誌・書籍 新年特別附録

729 アサヒグラフ 1939 昭和十四年 1 4 朝日新聞社 雑誌・書籍 第三十二巻　第四号　新年特別附録

730 アサヒグラフ 1939 昭和十四年 1 25 朝日新聞社 雑誌・書籍 第三十二巻　第五号　飛躍する世界
航空機

731 アサヒグラフ 1939 昭和十四年 2 1 朝日新聞社 雑誌・書籍 第三十二巻　第五号　春場所熱戦譜

732 アサヒグラフ 1939 昭和十四年 2 8 朝日新聞社 雑誌・書籍 第三十二巻　第六号　冬と闘うもの
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733 アサヒグラフ 1939 昭和十四年 2 22 朝日新聞社 雑誌・書籍 第三十二巻　第八号　ビル街でも体育
総動員

734 支那事変画報　週刉朝
日・朝日グラフ臨時増刉

1937 昭和十二年 10 5 朝日新聞社 雑誌・書籍 第五輯

735 支那事変画報　週刉朝
日・朝日グラフ臨時増刉

1939 昭和十四年 8 5 朝日新聞社 雑誌・書籍 第三十二輯

736 週刉朝日 1938 昭和十三年 5 1 朝日新聞社 雑誌・書籍 五月特別増大号 新修　日本精神読本

737 週刉朝日 1938 昭和十三年 7 17 朝日新聞社 雑誌・書籍 七月第二増大号

738 週刉朝日 1938 昭和十三年 8 21 朝日新聞社 雑誌・書籍 八月第二増大号

739 週刉朝日 1938 昭和十三年 11 6 朝日新聞社 雑誌・書籍 十一月特別増大号 新連載ユーモア小説　四つの湯槽　井伏鱒二

740 サンデー毎日 1932 昭和七年 1 1 大阪毎日新聞社 雑誌・書籍 新春特別号

741 サンデー毎日 1938 昭和十三年 7 3 大阪毎日新聞社 雑誌・書籍 七月三日増大号 支那事変一周年回顧
オリンピック東京大会を語る

742 サンデー毎日 1938 昭和十三年 7 10 大阪毎日新聞社 雑誌・書籍 七月十日号

743 サンデー毎日 1939 昭和十四年 2 12 大阪毎日新聞社 雑誌・書籍 二月十二日号

744 歴史写真 1932 昭和七年 2 1 歴史写真会 雑誌・書籍 満州事変特集号　第四巻

745 歴史写真 1932 昭和七年 3 1 歴史写真会 雑誌・書籍 満州事変特集号　第五巻

746 歴史写真 1932 昭和七年 4 1 歴史写真会 雑誌・書籍 日支事変特集号　第六巻

747 歴史写真 1932 昭和七年 5 1 歴史写真会 雑誌・書籍 日支事変特集号　第七巻

748 歴史写真 1932 昭和七年 6 1 歴史写真会 雑誌・書籍 日支事変特集号　第八巻

749 歴史写真 1932 昭和七年 7 1 歴史写真会 雑誌・書籍 七月号

750 歴史写真 1932 昭和七年 8 1 歴史写真会 雑誌・書籍 八月号

751 歴史写真 1932 昭和七年 9 1 歴史写真会 雑誌・書籍 特集　亜米利加の陸海空軍　九月号

752 歴史写真 1932 昭和七年 11 1 歴史写真会 雑誌・書籍 グラビヤ特輯　世界六大強国の軍備

753 歴史写真 1932 昭和七年 12 1 歴史写真会 雑誌・書籍

754 歴史写真 1933 昭和八年 1 1 歴史写真会 雑誌・書籍 新年号

755 歴史写真 1933 昭和八年 2 1 歴史写真会 雑誌・書籍 二月号

756 歴史写真 1933 昭和八年 3 1 歴史写真会 雑誌・書籍 三月号

757 歴史写真 1933 昭和八年 4 1 歴史写真会 雑誌・書籍 熱河総攻撃特輯号　四月号

758 歴史写真 1933 昭和八年 5 1 歴史写真会 雑誌・書籍 五月特集　万里の長城の長城占拠戦
五月号

759 歴史写真 1933 昭和八年 6 1 歴史写真会 雑誌・書籍 六月号

760 歴史写真 1933 昭和八年 7 1 歴史写真会 雑誌・書籍 七月号

761 歴史写真 1933 昭和八年 8 1 歴史写真会 雑誌・書籍 八月特輯　涼身萬斛号

762 歴史写真 1933 昭和八年 9 1 歴史写真会 雑誌・書籍 関東防空演習大観　九月号

763 歴史写真 1933 昭和八年 10 1 歴史写真会 雑誌・書籍 海軍特別大演習観艦式の壮観　十月
号

764 歴史写真 1939 昭和十四年 1 1 歴史写真会 雑誌・書籍 皇軍大陸邁進号　第参百八号　新年
号

765 画報躍進之日本 1939 昭和十四年 7 1 東洋文化協会 雑誌・書籍
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766 画報躍進之日本 1944 昭和十九年 11 1 東洋文化協会 雑誌・書籍 世界大戦特輯

767 世界画報 1939 昭和十四年 6 1 国際情報社 雑誌・書籍 六月号　盟邦ドイツ特輯号

768 世界画報 1939 昭和十四年 11 1 国際情報社 雑誌・書籍 欧洲大戦号　第一報　ドイツ軍ポーラ
ンド攻略　十一月号

769 世界画報 1939 昭和十四年 12 1 国際情報社 雑誌・書籍 欧洲大戦号　第二報　十二月号

770 世界画報 1942 昭和十七年 9 1 国際情報社 雑誌・書籍 大東亜戦争号　第八輯　九月号

771 世界画報 1942 昭和十七年 10 1 国際情報社 雑誌・書籍 大東亜戦争号　第九輯　十月号

772 世界画報 1942 昭和十七年 11 1 国際情報社 雑誌・書籍 大東亜戦争号　第十輯　十一月号

773 アサヒ・スポーツ 1942 昭和十七年 2 15 朝日新聞社 雑誌・書籍 二月第二号　明治神宮氷上競技大会

774 週刉朝日 1941 昭和十六年 9 21 朝日新聞社 雑誌・書籍 航空日記念号

775 週刉朝日 1941 昭和十六年 10 5 朝日新聞社 雑誌・書籍

776 週刉朝日 1941 昭和十六年 12 28 朝日新聞社 雑誌・書籍 皇軍の士気太平洋を呑む

777 週刉朝日 1942 昭和十七年 7 5 朝日新聞社 雑誌・書籍 特輯支那事変五周年

778 週刉朝日 1942 昭和十七年 7 26 朝日新聞社 雑誌・書籍

779 週刉朝日 1942 昭和十七年 10 11 朝日新聞社 雑誌・書籍

780 週刉朝日 1942 昭和十七年 11 22 朝日新聞社 雑誌・書籍

781 週刉朝日 1942 昭和十七年 11 29 朝日新聞社 雑誌・書籍

782 週刉朝日 1942 昭和十七年 12 27 朝日新聞社 雑誌・書籍

783 週刉朝日 1943 昭和十八年 1 17 朝日新聞社 雑誌・書籍 融和で築け新東亜

784 週刉朝日 1943 昭和十八年 4 11 朝日新聞社 雑誌・書籍 一億がいつも愛馬の日の心

785 週刉朝日 1943 昭和十八年 8 29 朝日新聞社 雑誌・書籍 築く興亜の桂は我等

786 週刉朝日 1944 昭和十九年 10 29 朝日新聞社 雑誌・書籍 いざ追撃生産へ！

787 週刉毎日 1943 昭和十八年 4 18 毎日新聞社 雑誌・書籍 職場は戦場　死守する覚悟

788 週刉毎日 1943 昭和十八年 4 4 毎日新聞社 雑誌・書籍 決戦だ國に縋（スガ）るな國を負へ

789 週刉毎日 1944 昭和十九年 7 9 毎日新聞社 雑誌・書籍 一発撃つ間に百発造れ

790 週刉毎日 1944 昭和十九年 7 16 毎日新聞社 雑誌・書籍 七月二十日　海の記念日　我は海の
子　東亜の盟为

791 週刉毎日 1944 昭和十九年 7 23 毎日新聞社 雑誌・書籍 輝く国土守は我等

792 週刉毎日 1944 昭和十九年 7 30 毎日新聞社 雑誌・書籍 一億抜刀米英打倒

793 週刉毎日 1944 昭和十九年 8 6 毎日新聞社 雑誌・書籍 必勝の意気行為に示せ

794 週刉毎日 1944 昭和十九年 8 13 毎日新聞社 雑誌・書籍 勝つための試練に勝て

795 週刉毎日 1944 昭和十九年 8 20 毎日新聞社 雑誌・書籍 血と汗の兵の心を職域へ

796 週刉毎日 1944 昭和十九年 8 27 毎日新聞社 雑誌・書籍 護れ寸土も神の国

797 週刉毎日 1944 昭和十九年 9 3 毎日新聞社 雑誌・書籍 護るのだ皆労の汗弾にして

798 週刉毎日 1944 昭和十九年 9 10 毎日新聞社 雑誌・書籍 勝たなかつたらどうなるか

799 週刉毎日 1944 昭和十九年 9 17 毎日新聞社 雑誌・書籍 『航空戦力増強』特輯　飛べ征け造れ
日の翼
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800 週刉毎日 1944 昭和十九年 9 24 毎日新聞社 雑誌・書籍 一億が防衛に起てこの国土

801 週刉毎日 1944 昭和十九年 10 1 毎日新聞社 雑誌・書籍 増産が勝負決する関が原

802 週刉毎日 1944 昭和十九年 10 8 毎日新聞社 雑誌・書籍 一億がみな砲台となる覚悟

803 週刉毎日 1944 昭和十九年 10 22 毎日新聞社 雑誌・書籍 突け米英の心臓を

804 週刉毎日 1944 昭和十九年 10 29 毎日新聞社 雑誌・書籍 やるぞ一億歓呼の日まで

805 週刉毎日 1944 昭和十九年 11 5 毎日新聞社 雑誌・書籍 遊ばすな大和心のこもる腕

806 週刉毎日 1944 昭和十九年 11 20 毎日新聞社 雑誌・書籍 頑張れ！敵も必死だ

807 週刉毎日 1944 昭和十九年 11 19 毎日新聞社 雑誌・書籍 その手ゆるめば戦力にぶる

808 週刉毎日 1944 昭和十九年 11 26 毎日新聞社 雑誌・書籍 勝つたぞ步力敗けるな生産

809 週刉毎日 1944 昭和十九年 12 3 毎日新聞社 雑誌・書籍 今日も決戦明日も決戦

810 週刉毎日 1944 昭和十九年 12 10 毎日新聞社 雑誌・書籍 敵は手負いだ捨身で来るぞ

811 週刉毎日 1944 昭和十九年 12 17 毎日新聞社 雑誌・書籍 頑張らう最初の意気で最後まで

812 週刉毎日 1944 昭和十九年 12 24 毎日新聞社 雑誌・書籍 決戦激し援護益々温かし

813 週刉毎日 1945 昭和二十年 1 7 毎日新聞社 雑誌・書籍 一月七日新年特別倍大号　一億の誓
ひは固し四方拝

814 サンデー毎日 1941 昭和十六年 9 21 毎日新聞社 雑誌・書籍 第二回航空日特輯

815 映画旪報 1941 昭和十六年 3 21 映画出版社 雑誌・書籍 「誓いの休暇」

816 映画旪報 1941 昭和十六年 5 21 映画出版社 雑誌・書籍 潜水艦1号

817 映画旪報 1941 昭和十六年 8 11 映画出版社 雑誌・書籍 「北極光　美鳩まり」

818 映画旪報 1941 昭和十六年 9 11 映画出版社 雑誌・書籍 「わが愛の記」

819 映画旪報 1943 昭和十八年 3 1 映画出版社 雑誌・書籍 撃ちてし止まむ　三月十日第三十八
回陸軍記念日

820 映画旪報 1943 昭和十八年 5 1 映画出版社 雑誌・書籍 「海行かば」

821 映画旪報 1943 昭和十八年 6 1 映画出版社 雑誌・書籍 「潜水艦西へ！！」

822 映画旪報 1943 昭和十八年 10 21 映画出版社 雑誌・書籍 「決戦」

823 服装日本 1941 昭和十六年 2 1 洋装社 雑誌・書籍

824 服装日本 1941 昭和十六年 6 1 洋装社 雑誌・書籍

825 服装日本　婦人版 婦人版 1941 昭和十六年 10 15 洋装社 雑誌・書籍 至誠奉公乗切れ時局　臨戦態勢技術
練成指導誌

826 服装日本　男子版 男子版 1942 昭和十七年 1 15 洋装社 雑誌・書籍 目指せ大空世界の舞臺　決戦態勢・
技術練成指導誌

827 空と海 1938 昭和十三年 3 1 海と空社 雑誌・書籍 独逸新鋭機集

828 飛行尐年 1944 昭和十九年 7 1 大日本飛行協会 雑誌・書籍

829 空 1941 昭和十六年 10 1 工人社 雑誌・書籍 ベルP-39・特報　翼型と高速度

830 飛行日本 1943 昭和十八年 9 1 大日本飛行協会 雑誌・書籍 航空決戦の新動向

831 朝日科学 1943 昭和十八年 5 1 朝日新聞社 雑誌・書籍 海軍電気兵器

832 航空朝日 1944 昭和十九年 12 1 不明・その他など 雑誌・書籍 海外写真ニュース

833 実業之日本 1944 昭和十九年 6 1 実業之日本社 雑誌・書籍
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834 実業之日本 1945 昭和二十年 1 15 実業之日本社 雑誌・書籍 戦争経済の現果題・・・土屋清

835 写真ドイツ 1943 昭和十八年 1 15 日獨出版協会 雑誌・書籍

836 海軍グラフ 1938 昭和十三年 2 1 不明・その他など 雑誌・書籍 支那事変画報実記

837 世界知識 1940 昭和十五年 9 1 誠文堂新光社 雑誌・書籍

838 世界知識 1939 昭和十四年 8 1 誠文堂新光社 雑誌・書籍

839 世界知識 1941 昭和十六年 8 1 誠文堂新光社 雑誌・書籍

840 写真画報臨時増刉　遼
陽大決戦

1904 明治三十七年 9 15 博文館 雑誌・書籍 日露戦争実記

841 写真画報臨時増刉　第
一軍写真帖

1905 明治三十八年 1 25 博文館 雑誌・書籍 日露戦争実記

842 写真画報 1905 明治三十八年 6 8 博文館 雑誌・書籍 日露戦争実記

843 写真画報 1905 明治三十八年 7 8 博文館 雑誌・書籍 日露戦争実記

844 ドウブツ 1942 昭和十七年 4 10 小学館 雑誌・書籍

845 ハタラクジドウシャ 1943 昭和十八年 10 1 冨士屋書店 雑誌・書籍

846 舌切雀 0 不明 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍

847 ツヨイ子供 1941 昭和十六年 12 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍

848 ゲンキナコドモ 1941 昭和十六年 7 5 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍

849 飛行機画報 1938 昭和十三年 1 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 世界愛国美談

850 婦人倶楽部 1942 昭和十七年 1 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 婦人かな文字と手紙用語手本

851 婦人倶楽部 1942 昭和十七年 4 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 戦ふ一億明るく強く

852 婦人倶楽部 1942 昭和十七年 5 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 汗の作業着興亜の晴着

853 婦人倶楽部 1942 昭和十七年 6 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 輝く聖業受け継ぐ我が子

854 婦人倶楽部 1942 昭和十七年 7 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 寸土生かして楽しい収穫

855 婦人倶楽部 1942 昭和十七年 8 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 我等の健康日本の力

856 婦人倶楽部 1942 昭和十七年 9 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 仰げよ步勲捧げよ感謝

857 婦人倶楽部 1942 昭和十七年 10 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 仕事にも第一線の心がけ

858 婦人倶楽部 1942 昭和十七年 11 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 護れ日の丸汚すな歴史

859 婦人倶楽部 1942 昭和十七年 12 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 大東亜戦争一周年

860 婦人倶楽部 1943 昭和十八年 2 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 すべてを戦争へ！

861 婦人倶楽部 1943 昭和十八年 3 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 撃ちてし止まむ

862 婦人倶楽部 1943 昭和十八年 4 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 護れ國の子興亜の子

863 婦人倶楽部 1943 昭和十八年 5 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 余暇を捧げて銃後の奉仕

864 婦人倶楽部 1943 昭和十八年 7 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 忠霊へ捧ぐ感謝の玉の汗

865 婦人倶楽部 1943 昭和十八年 8 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 決戦だ！増産だ！

866 婦人倶楽部 1943 昭和十八年 9 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 働く女性の誇りは高し

867 婦人倶楽部 1943 昭和十八年 10 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 大君へ強く伸せよ興亜の子

868 婦人倶楽部 1943 昭和十八年 11 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 一億総突撃！
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869 婦人倶楽部 1943 昭和十八年 12 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 一億総突撃！　大東亜戦争二周年

870 婦人倶楽部 1944 昭和十九年 2 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 一億総突撃！

871 婦人倶楽部 1944 昭和十九年 3 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 撃ちてし止まむ　貴女のその手で作
れ！送れ！

872 婦人倶楽部 1944 昭和十九年 4 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 死守せよ職場われ等の陣地

873 婦人倶楽部 1944 昭和十九年 5 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 仰げ勲（イサオシ）捧げよ感謝

874 婦人倶楽部 1944 昭和十九年 6 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 生み出せ造り出せ

875 婦人倶楽部 1944 昭和十九年 8 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 ただ殉国の一すじに

876 婦人倶楽部 1945 昭和二十年 1 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 新たなる朝日に向ひ　新たなる年に誓
ふ・・・

877 婦人倶楽部 1945 昭和二十年 2 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 突き飛ばされてもたじろぐな・・・

878 婦人倶楽部 1945 昭和二十年 10 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 赤ちゃんの発育標準（裏）

879 家の光 1935 昭和十年 9 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 農具と石油（裏面）

880 家の光 1936 昭和十一年 5 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 懸賞考え物新課題（裏面）

881 家の光 1936 昭和十一年 9 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 懸賞考え物新課題（裏面）

882 家の光 1936 昭和十一年 11 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 この冬もクミアイメリヤス（裏面）

883 家の光 1937 昭和十二年 4 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 クミアイ夏学生服と運動靴（裏面）

884 家の光 1937 昭和十二年 9 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 クミアイ地価足袋（裏面）

885 家の光 1937 昭和十二年 10 1 産業組合中央会 雑誌・書籍

886 家の光 1937 昭和十二年 11 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 ウテナクレンジングクリーム（裏面広
告）

887 家の光 1938 昭和十三年 1 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 出生美談（裏面広告）

888 家の光 1938 昭和十三年 5 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 健康化粧（裏面広告）

889 家の光 1938 昭和十三年 6 1 産業組合中央会 雑誌・書籍

890 家の光 1938 昭和十三年 11 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 クラブ美身クリーム（裏面広告）

891 家の光 1938 昭和十三年 11 20 産業組合中央会 雑誌・書籍 臨時増刉　長期建設に備える我らの
暮らし方

892 家の光 1938 昭和十三年 12 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 クラブ美身クリーム（裏面広告）

893 家の光 1939 昭和十四年 3 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 鍛えよ第二国民

894 家の光 1939 昭和十四年 4 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 特輯大陸は招く

895 家の光 1939 昭和十四年 5 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 こぞつて健康村へ

896 家の光 1939 昭和十四年 7 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 農繁期特輯号

897 家の光 1939 昭和十四年 9 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 クラブ歯磨（裏面広告）

898 家の光 1939 昭和十四年 9 1 産業組合中央会 雑誌・書籍

899 家の光 1939 昭和十四年 10 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 特輯　口絵満蒙開拓グラフ

900 家の光 1940 昭和十五年 2 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 クラブ美身クリーム（裏面広告）

901 家の光 1940 昭和十五年 8 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 クラブ歯磨

902 家の光 1940 昭和十五年 9 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 クラブ美身クリーム（裏面広告）
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903 家の光 1940 昭和十五年 11 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 国債（裏面広告）

904 家の光 1941 昭和十六年 2 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 これからだ出せ一億の底力

905 家の光 1941 昭和十六年 3 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 働く者の姿は美し

906 家の光 1941 昭和十六年 11 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 全村一体増産一心

907 家の光 1941 昭和十六年 12 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 赤心が一目でわかる貯金帳

908 家の光 1942 昭和十七年 2 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 国運を賭しての戦だ　沈着平静　最後
まで頑張れ

909 家の光 1942 昭和十七年 6 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 なんの手不足　強力増産！

910 家の光 1942 昭和十七年 9 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 日満の契りは堅し十周年

911 家の光 1942 昭和十七年 10 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 大君に捧ぐるこの身この稔り

912 家の光 1942 昭和十七年 12 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 勝ち抜かう　あの日の大きな感激で！ 大東亜戦争一周年記念

913 家の光 1943 昭和十八年 2 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 この手ゆるめば戦力にぶる

914 家の光 1943 昭和十八年 3 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 征くぞ　護るぞ　みな決死

915 家の光 1943 昭和十八年 4 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 生きた兵器だ　大事な馬だ

916 家の光 1943 昭和十八年 5 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 頑張れ！米英も必死だ

917 家の光 1943 昭和十八年 9 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 征け大空へ　決戦だ

918 家の光 1943 昭和十八年 10 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 大陸の土に栄えん御民われ

919 家の光 1943 昭和十八年 11 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 供出に示さん真の農民道

920 家の光 1943 昭和十八年 12 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 その手に米英撃滅の力をこめよ

921 家の光 1944 昭和十九年 1 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 初日のごとく明かるく強く

922 家の光 1944 昭和十九年 2 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 仰げ日の丸　護れよ神州

923 家の光 1944 昭和十九年 3 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 撃ちてし止まむ

924 家の光 1944 昭和十九年 4 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 一億の糧引き受けて御奉公

925 家の光 1944 昭和十九年 7 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 土から　海から　戦力増強！

926 家の光 1944 昭和十九年 8 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 前線では敵弾下に鍬を揮つている

927 家の光 1944 昭和十九年 10 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 増産が関ヶ原だぞこの戦

928 家の光 1944 昭和十九年 11 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 稔る戦果を突貫供出

929 家の光 1944 昭和十九年 12 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 突っ込め！一億みな神兵だ

930 家の光 1945 昭和二十年 1 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 神州を守りぬくのだ勝ちぬくのだ

931 家の光 1946 昭和二十一年 10 1 産業組合中央会 雑誌・書籍

932 为婦之友新年特別付録
家庭重宝年鑑

1926 大正十五年 1 1 为婦之友社 雑誌・書籍

933 为婦之友十月号カード
式別冊付録

1938 昭和十三年 10 1 为婦之友社 雑誌・書籍 新型実用毛糸編物百種

934 为婦之友七月号特別附
録

1939 昭和十四年 7 1 为婦之友社 雑誌・書籍 レース編と夏の手芸品の作方

935 为婦之友五月号附録 1940 昭和十五年 5 1 为婦之友社 雑誌・書籍 内職としても有望な流行レース編と絹
糸編の編方集
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936 为婦之友新年号附録 1941 昭和十六年 1 1 为婦之友社 雑誌・書籍 国民料理冬の温かい経済料理の作方

937 为婦之友 1945 昭和二十年 4 1 为婦之友社 雑誌・書籍 一億特攻の生活

938 日本婦人 1944 昭和十九年 2 1 大日本婦人会 雑誌・書籍 婦人総決起特輯版

939 にっぽん 1941 昭和十六年 9 1 名古屋新聞社 雑誌・書籍 空を護れ

940 日の出 1943 昭和十八年 1 1 新潮社 雑誌・書籍 生産増強に一億総進撃！

941 日の出 1943 昭和十八年 7 1 新潮社 雑誌・書籍

942 日の出 1943 昭和十八年 12 1 新潮社 雑誌・書籍 全国民、力を空の決戦に捧げよ！

943 若櫻 1944 昭和十九年 6 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍

944 若櫻 1944 昭和十九年 9 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 航空決戦号

945 尐年倶楽部 1940 昭和十五年 5 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 国民挙つて国策協力

946 皇楯 1940 昭和十五年 11 1 軍人会館図書部 雑誌・書籍 創刉号

947 帝国海軍 1935 昭和十年 7 1 帝国海軍社 雑誌・書籍 第二十一巻第七号

948 キング改題富士 1943 昭和十八年 7 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 海へ行かう　撃滅の海へ！増産の海
へ！

949 現地報告 1941 昭和十六年 9 10 文芸春秋社 雑誌・書籍 対日包囲陣と国民的決意

950 大捷軍歌 1896 明治二十九年 7 31 十字屋書店 雑誌・書籍 訂正三版　第五編

951 飛行機と潜水艦 1928 昭和三年 5 28 文芸春秋社 雑誌・書籍

952 海軍陸戦隊上海戦闘記 1932 昭和七年 10 18 海軍研究社 雑誌・書籍

953 訓練 1932 昭和七年 11 1 帝国在郷軍人会 雑誌・書籍 第六巻　十一月号

954 名曲物語 1933 昭和八年 1 1 中央公論社 雑誌・書籍 和洋音楽の一切が判る

955 海之日本 1936 昭和十一年 5 1 海軍協会 雑誌・書籍 五月号　第百二十七号 軍艦「三笠」

956 尐女倶楽部十一月号附
録

1936 昭和十一年 11 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 名作物語　小公女

957 尐女倶楽部八月号附録 1937 昭和十二年 8 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 名作宝島物語

958 毬子 1937 昭和十二年 3 5 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍

959 西式 1937 昭和十二年 3 15 大日本西会 雑誌・書籍 西勝造为幹　第一巻第一号

960 長期戦に対する国民の
覚悟

1938 昭和十三年 2 20 陸軍省新聞班 雑誌・書籍

961 キング三月号附録　支
那事変忠勇談・感激談

1938 昭和十三年 3 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍

962 戦局に処する国民の進
路

1938 昭和十三年 9 10 東邦会 雑誌・書籍 海軍尐将真崎勝次述　日本精神の真
髄を語る

963 土と兵隊 1938 昭和十三年 11 24 改造社 雑誌・書籍

964 放送教養 1939 昭和十四年 9 4 日本放送協会 雑誌・書籍 臨時増刉　青年放送号　機械工作講
座

ラジオ体操の見本あり。

965 燃ゆる大空 1940 昭和十五年 5 15 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍

966 譚海 1940 昭和十五年 12 1 博文館 雑誌・書籍 科学と国防　爆弾と空襲を語る座談会

967 ノロ高地 1941 昭和十六年 2 20 鱒書房（ますしょぼう） 雑誌・書籍 ノモンハン戦車殲滅記

968 続ノロ高地 1943 昭和十八年 6 20 鱒書房（ますしょぼう） 雑誌・書籍
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969 戦時分任官業務指針 1941 昭和十六年 3 陸軍経理学校 その他 陸軍省経理局監査課編纂

970 解説戦陣訓 1941 昭和十六年 3 14 大阪毎日新聞社 雑誌・書籍

971 大東亜戦争と南方圏 1942 昭和十七年 7 15 萬里閣 雑誌・書籍

972 読切雑誌 1942 昭和十七年 12 1 不明・その他など 雑誌・書籍 明朗な娯楽と修養の雑誌　銘記せよ
十二月八日

973 戦争と財政 1943 昭和十八年 2 20 大政翼賛会宣伝部 雑誌・書籍

974 日本必勝論 1943 昭和十八年 7 20 駸々堂 雑誌・書籍

975 海燃ゆ 1943 昭和十八年 7 25 小山書店 雑誌・書籍

976 戦ふ木材 1943 昭和十八年 11 20 羽田書店 雑誌・書籍 若き日本に寄す

977 週報 348号 1943 昭和十八年 6 16 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 空地を食料増産へ 348号

978 週報 362号 1943 昭和十八年 9 22 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 改正された米の供出方法 362号

979 週報 363号 1943 昭和十八年 9 29 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 国内態勢強化方策 363号

980 週報 1943 昭和十八年 10 27 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 インド仮政府樹立す

981 週報 1943 昭和十八年 11 3 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 完勝の一点に総力を集中せよ

982 週報 1943 昭和十八年 11 1 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 大東亜会議の意義

983 必勝国民読本 1944 昭和十九年 2 11 毎日新聞社 雑誌・書籍

984 満州建国の人々 1944 昭和十九年 4 25 潮文閣 雑誌・書籍

985 報道 1944 昭和十九年 9 15 山海堂 雑誌・書籍 興亡賭す欧洲決戦　アメリカの航空作
戦

986 報道 1945 昭和二十年 2 15 山海堂 雑誌・書籍 陸鷲体当り戦記（続）　陸鷲サイパン
強襲記

987 麥と兵隊 0 不明 不明・その他など 雑誌・書籍

988 大義 1938 昭和十三年 5 15 不明・その他など 雑誌・書籍

989 日本週報 1946 昭和二十一年 1 1 不明・その他など 雑誌・書籍 背負え敗戦の責め

990 縮刷教練読本 1932 昭和七年 1 22 日本国防協会出版部 その他

991 尐女倶楽部七月号附録
謎の花簪

1937 昭和十二年 7 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍

992 キング十一月号附録
日本軍歌集

1937 昭和十二年 11 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍

993 我輩は猫である　下 1938 昭和十三年 3 25 岩波書店 雑誌・書籍

994 支那事変戦跡の栞 1938 昭和十三年 12 1 陸軍恤兵部 雑誌・書籍

995 歩兵操典 1940 昭和十五年 2 23 川流堂 その他

996 軍事教育補充兵、第二
国民兵必携

1942 昭和十七年 6 1 軍人会館図書部 その他

997 狂俳単句月次清蘭集 1890 明治二十三年 8 不明・その他など その他

998 読本参考書　尋常三学
年前期

1935 昭和十年 3 30 田中宋栄堂 雑誌・書籍

999 大全科参考書　尋常六
年後期

1933 昭和八年 9 1 田中宋栄堂 雑誌・書籍

1000 全科高等二学年 1931 昭和六年 8 5 弘文社 雑誌・書籍

1001 ノート　富士ヨット学生服 0 不明 不明・その他など その他
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1002 海軍日記 1942 昭和十七年 その他

1003 新聞の切り抜き（算術
ノート）

0 不明 不明・その他など その他

1004 小学読本巻之四（内側） 0 不明 不明・その他など 雑誌・書籍

1005 スクラップブック 1937 昭和十二年 不明・その他など その他 昭和十二年支那事変の頃の朝日新
聞より切り抜いて集めた写真集

1006 支那事変従軍記念写真
帖木島部隊

0 不明 不明・その他など 雑誌・書籍

1007 従軍写真集 0 不明 不明・その他など 雑誌・書籍

1008 支那事変 0 不明 雑誌・書籍

1009 躍進之日本 0 不明 東洋文化協会 雑誌・書籍

1010 海軍工機学校　学窓 0 不明 雑誌・書籍

1011 個人アルバム(Album) 0 不明 雑誌・書籍

1012 支那事変聖戦写真史 0 不明 雑誌・書籍 女州より広東漢口まで

1013 個人アルバム 0 不明 雑誌・書籍

1014 創立二十周年記念写真
帖

1916 大正五年 6 名古屋市立第一高等女
学校

雑誌・書籍

1015 個人アルバム 0 不明 不明・その他など 雑誌・書籍

1016 個人アルバム 0 不明 不明・その他など 雑誌・書籍 Photo Album　の文字（表紙）

1017 個人アルバム 0 不明 不明・その他など 雑誌・書籍 PHOTO-GRAPHSの文字（表紙）

1018 分会歴史 1936 昭和十一年 11 3 帝国在郷軍人会 会報

1019 列聖珠藻 1940 昭和十五年 11 11 紀元二千六百年奉祝会 雑誌・書籍

1020 聖徳余光 1940 昭和十五年 11 11 紀元二千六百年奉祝会 雑誌・書籍

1021 スクラップブック 0 不明 不明・その他など その他 PAPER FOLDER　という文字（表紙）

1022 スクラップブック 0 不明 不明・その他など その他

1023 懐中日記 1930 昭和五年 不明・その他など その他

1024 懐中日記 1931 昭和六年 不明・その他など その他

1025 懐中日記 1932 昭和七年 不明・その他など その他

1026 懐中日記 1933 昭和八年 不明・その他など その他

1027 懐中日記 1944 昭和十九年 不明・その他など その他

1028 懐中日記 1937 昭和十二年 不明・その他など その他

1029 懐中日記 1938 昭和十三年 不明・その他など その他

1030 懐中日記 1941 昭和十六年 不明・その他など その他

1031 懐中日記 1942 昭和十七年 不明・その他など その他

1032 軍隊日誌 0 不明 不明・その他など その他

1033 ノート 0 不明 不明・その他など その他 軍事学

1034 ノート 1939 昭和十四年 不明・その他など その他

1035 ノート 0 不明 不明・その他など その他 TEIDAI NOTE
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1036 ノート 0 不明 不明・その他など その他 岡本ノート株式会社納

1037 ノート 0 不明 不明・その他など その他

1038 スクラップブック 0 不明 不明・その他など その他 絵（雑誌など）のスクラップ 岡本ノート社。

1039 スクラップブック 0 不明 一木洋子 その他 絵（雑誌などの挿絵）のスクラップ

1040 高等女学校楽典教本 1915 大正四年 11 2 共益商社書店 雑誌・書籍 滋賀県立愛知高等女学校第三学年　珠玖好子

1041 帝国地理 1922 大正十一年 12 9 帝国書院 雑誌・書籍

1042 学校教練必携　後編 1933 昭和八年 11 20 軍人会館出版部 雑誌・書籍 軍事講話之部

1043 教育勅語のお話 1934 昭和九年 3 3 帝国公民教育協会 雑誌・書籍

1044 高等小学国史附図 1934 昭和九年 1 10 弘文社 雑誌・書籍 高等二学年。

1045 夏休み友 1938 昭和十三年 7 20 新聞堂教育部 雑誌・書籍 尋常科第五学年　宿題

1046 フユヤスミノトモ 0 不明 新聞堂教育部 雑誌・書籍 尋常科第一学年　宿題

1047 研究生の大全科 1941 昭和十六年 4 1 日本出版社 雑誌・書籍 五年前期用

1048 軍制学教程 1914 大正三年 7 30 兵事雑誌社 雑誌・書籍 士官候補生一年志願兵予備見習仕
官用

1049 青年教練参考書 0 不明 帝国在郷軍人会 雑誌・書籍

1050 勲章佩用心得 0 不明 賞勲局 雑誌・書籍

1051 標準世界地図 1922 大正十一年 1 25 東京開成館 雑誌・書籍

1052 帝国精図 1928 昭和三年 6 20 帝国書院 雑誌・書籍

1053 新選詳図　帝国之部 1934 昭和九年 9 10 帝国書院 雑誌・書籍

1054 最近日本地図改訂版 1931 昭和六年 9 30 三省堂 雑誌・書籍

1055 改訂新選詳図　帝国之
部

1937 昭和十二年 6 23 帝国書院 雑誌・書籍

1056 尐年画報十二月号ふろ
く　尐年マイティ

0 不明 12 不明・その他など 雑誌・書籍

1057 尐年尐女自習画帖4 1930 昭和五年 10 10 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍

1058 尐年尐女自習画帖1 1930 昭和五年 10 10 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍

1059 愛国尐年 1936 昭和十一年 1 1 愛国尐年社 雑誌・書籍 第五巻第一号

1060 愛国尐年 1936 昭和十一年 4 1 愛国尐年社 雑誌・書籍 陸軍軍人立身案内号　第五巻第四号

1061 愛国尐年 1936 昭和十一年 8 1 愛国尐年社 雑誌・書籍 第五巻第七号

1062 講談社の絵本　満州見
物

1940 昭和十五年 3 5 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 特別読物　満州絵物語

1063 コドモエバナシ 1942 昭和十七年 12 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 特輯　ムカシバナシハチノキ　タイセイ
ホウタイビ

1064 乗物絵本　汽車電車 1941 昭和十六年 6 5 榎本書店 雑誌・書籍

1065 ツヨイコヨイコ 1943 昭和十八年 11 1 小学館 雑誌・書籍 十一月号

1066 キング第九巻第四号附
録　世界十傑肖像画十
枚

0 不明 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 シューベルトなど。

1067 キング 1930 昭和五年 2 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 六巻第二号

1068 キング改題富士 1943 昭和十八年 3 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 撃ちてしやまむ！　三月号
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1069 青年 1942 昭和十七年 8 1 日本青年館 雑誌・書籍 工商版　進軍だ！起て十億の防諜人
八月号

1070 講談倶楽部 1942 昭和十七年 7 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 海に生きよ！海はわれ等の故郷だ
七月号

1071 文芸春秋 1939 昭和十四年 2 10 文芸春秋社 雑誌・書籍 現地報告

1072 日の出 1943 昭和十八年 1 1 新潮社 雑誌・書籍

1073 日の出 1943 昭和十八年 2 1 新潮社 雑誌・書籍 国民奉公雑誌

1074 日清戦争実記 1894 明治二十七年 9 3 博文館 雑誌・書籍 第三版

1075 日清戦争実記 1894 明治二十七年 12 27 博文館 雑誌・書籍

1076 日清戦争実記 1895 明治二十八年 1 7 博文館 雑誌・書籍 本号には内外形勢総覧の大附録を掲
載す

1077 日清戦争実記 1895 明治二十八年 2 17 博文館 雑誌・書籍 北洋艦隊は絶滅せり、海軍なき清国
の占領は指顧の間。

1078 日清戦争実記 1895 明治二十八年 2 27 博文館 雑誌・書籍 旅項なく威衛なければ、北京なきな
り。清王の素車白馬を見る是れ此の
時。

1079 日清戦争実記 1895 明治二十八年 3 17 博文館 雑誌・書籍

1080 日清戦争実記 1895 明治二十八年 7 27 博文館 雑誌・書籍 臺湾暴徒の跳梁、朝鮮内閣の変動、
描し来りて詳密、一読瞭然。

1081 日清戦争実記 1895 明治二十八年 9 17 博文館 雑誌・書籍

1082 日清戦争実記 1895 明治二十八年 9 27 博文館 雑誌・書籍 臺北府に於ける刺客就縛始末は史記
刺客伝を読むの想あり。

1083 日清戦争実記 1895 明治二十八年 10 7 博文館 雑誌・書籍 生蕃漸く化に服す盛矣王師の偉業。
李伯全く権を被はる憐れ英雄の末路。

1084 日清戦争実記 1895 明治二十八年 10 17 博文館 雑誌・書籍 我何征軍は将に日を期して三面合
撃、劉永福の巣窟を擣かんとす。

1085 日清戦争実記 1895 明治二十八年 10 27 博文館 雑誌・書籍 朝鮮王宮の変乱、真箇平地に波乱を
起し来る。

1086 日露戦争実記 1904 明治三十七年 2 20 博文館 雑誌・書籍 日清韓満最近地図

1087 日露戦争実記 1904 明治三十七年 2 27 博文館 雑誌・書籍 最近旅項港実測図

1088 日露戦争実記 1904 明治三十七年 3 3 博文館 雑誌・書籍 仁川海戦実見録

1089 日露戦争実記 1904 明治三十七年 3 13 博文館 雑誌・書籍 露領同胞退去顛末

1090 日露戦争実記 1904 明治三十七年 3 23 博文館 雑誌・書籍 陸戦方面最詳地区の特別附録

1091 日露戦争実記 1904 明治三十七年 4 3 博文館 雑誌・書籍 特別附録として旅項、奉天、營口、錦
州、各地陸戦方面の地図

1092 日露戦争実記 1904 明治三十七年 4 13 博文館 雑誌・書籍 特別附録は日露海戦方面地図　旅項
半島全図

1093 日露戦争実記　軍神広
瀬中佐　臨時増刉第九
編

1904 明治三十七年 4 18 博文館 雑誌・書籍

1094 日露戦争実記 1904 明治三十七年 4 23 博文館 雑誌・書籍 戦地通信口絵の鮮血願書、マカロフ
提督、キリル大公等警抜斬新最も見
るべし

1095 日露戦争実記 1904 明治三十七年 5 3 博文館 雑誌・書籍 浦監斯徳附近大地図

1096 日露戦争実記 1904 明治三十七年 5 13 博文館 雑誌・書籍 九連城大捷と第三回旅項閉塞の諸勇
将の写真を満載す

1097 日露戦争実記 1904 明治三十七年 5 23 博文館 雑誌・書籍 日露陸戦方面の一大地図を附録とす47 / 68 ページ
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1098 日露戦争実記 1904 明治三十七年 6 3 博文館 雑誌・書籍 最近戦法を特別附録

1099 日露戦争実記 1904 明治三十七年 6 13 博文館 雑誌・書籍 九連城附近戦闘地図

1100 日露戦争実記 1904 明治三十七年 6 23 博文館 雑誌・書籍 日露折衝全局地図

1101 日露戦争実記 1904 明治三十七年 7 3 博文館 雑誌・書籍 得利寺戦闘の地図

1102 日露戦争実記 1904 明治三十七年 7 13 博文館 雑誌・書籍 賽馬集附近陸戦方面地図

1103 日露戦争実記 1904 明治三十七年 7 23 博文館 雑誌・書籍 分水嶺戦闘の詳密なる地図

1104 日露戦争実記 1904 明治三十七年 8 3 博文館 雑誌・書籍 立見第八師団長及び両旅団長従軍中
の貴公子を始め斬新なる従軍写真

1105 日露戦争実記 1904 明治三十七年 8 13 博文館 雑誌・書籍 大石橋戦闘大地図

1106 日露戦争実記 1904 明治三十七年 8 23 博文館 雑誌・書籍 大島中将両旅団長を始め戦地実況写
真　上村艦隊蔚山沖海戦の図

1107 日露戦争実記 1904 明治三十七年 9 3 博文館 雑誌・書籍 大島中将及び両旅団長始め敗残敵艦
隊の現状

1108 日露戦争実記 1904 明治三十七年 9 13 博文館 雑誌・書籍 遼陽奉天附近の戦闘地図

1109 日露戦争実記 1904 明治三十七年 9 23 博文館 雑誌・書籍 新任四尐将及び名誉ある桂連隊長写
真版

1110 日露戦争実記 1904 明治三十七年 10 3 博文館 雑誌・書籍 馬上の奥大将、を始め新任四尐将、
露軍の掩堡（エンホ）

1111 日露戦争実記 1904 明治三十七年 10 13 博文館 雑誌・書籍 遼陽戦地実況写真を始め来遊中の独
逸皇族

1112 日露戦争実記 1904 明治三十七年 10 23 博文館 雑誌・書籍 沙河大会戦詳密地図及び陣中に於る
久邇宮殿下黒木司令官

1113 日露戦争実記 1904 明治三十七年 11 3 博文館 雑誌・書籍 旅項の戦闘詳密地図

1114 日露戦争実記 1904 明治三十七年 11 13 博文館 雑誌・書籍 旅項要塞図

1115 日露戦争実記 1904 明治三十七年 11 23 博文館 雑誌・書籍 奉天鐵嶺間の詳密地図

1116 日露戦争実記 1904 明治三十七年 12 3 博文館 雑誌・書籍 海鼠山上に於ける松村中将以下某縦
隊司令部

1117 日露戦争実記 1904 明治三十七年 12 13 博文館 雑誌・書籍 沙河附近戦闘詳密地図

1118 日露戦争実記 1904 明治三十七年 12 23 博文館 雑誌・書籍 陣中の長谷川大将、済遠号と但馬艦
長

1119 日露戦争実記 1905 明治三十八年 1 3 博文館 雑誌・書籍 新年大附録＝日露戦局経過全図を始
め斬新奇抜なる口絵数多を附す

1120 日露戦争実記 1905 明治三十八年 1 13 博文館 雑誌・書籍 乃木東郷の陸海両大将と某邸宅等を
始め旅項沙河方面の戦況写真を満載
す。

1121 日露戦争実記 1905 明治三十八年 1 23 博文館 雑誌・書籍 旅項陥落目撃光景、攻囲軍激戦写真

1122 写真画報 1904 明治三十七年 4 8 博文館 雑誌・書籍 第一巻　日露戦争

1123 写真画報 1904 明治三十七年 7 8 博文館 雑誌・書籍 第四巻　日露戦争

1124 写真画報 1905 明治三十八年 1 1 博文館 雑誌・書籍 第十二巻　日露戦争

1125 写真画報 1905 明治三十八年 3 8 博文館 雑誌・書籍 第十七巻　日露戦争

1126 写真画報臨時増刉　奉
天占領紀念帖

1905 明治三十八年 3 20 博文館 雑誌・書籍 第十八巻 日露戦争

1127 写真画報臨時増刉　陸
海敵軍写真帖

1905 明治三十八年 4 1 博文館 雑誌・書籍 第十九巻 日露戦争

1128 写真画報 1905 明治三十八年 4 8 博文館 雑誌・書籍 第二十巻　日露戦争
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1129 写真画報臨時増刉　旅
項現状写真帖

1905 明治三十八年 4 20 博文館 雑誌・書籍 第二十一巻 日露戦争

1130 写真画報 1905 明治三十八年 5 8 博文館 雑誌・書籍 第二十二巻　日露戦争

1131 写真画報 1905 明治三十八年 8 8 博文館 雑誌・書籍 第三十巻　日露戦争

1132 写真画報 1905 明治三十八年 9 8 博文館 雑誌・書籍 第三十二巻　日露戦争

1133 写真画報臨時増刉　講
和紀念帖

1905 明治三十八年 9 20 博文館 雑誌・書籍 第三十三巻　日露戦争

1134 写真画報臨時増刉　公
海州写真帖

1905 明治三十八年 10 20 博文館 雑誌・書籍 第35巻

1135 写真画報臨時増刉　観
艦式写真帖

1905 明治三十八年 11 1 博文館 雑誌・書籍 第三十六巻

1136 写真画報 1905 明治三十八年 11 8 博文館 雑誌・書籍 第三十七巻　日露戦争

1137 写真画報臨時増刉　伊
勢行幸写真帖

1905 明治三十八年 11 27 博文館 雑誌・書籍 第三十八巻

1138 写真画報臨時増刉　満
州軍凱旋写真帖

1905 明治三十八年 12 18 博文館 雑誌・書籍 第四十巻

1139 写真週報 36 1938 昭和十三年 10 19 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三十六号　戦ふ軍馬 36

1140 写真週報 59 1939 昭和十四年 4 5 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第五十九号 59

1141 写真週報 119 1940 昭和十五年 6 5 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第百十九号 119

1142 写真週報 136 1940 昭和十五年 10 2 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第百三十六号 136

1143 服装日本 1940 昭和十五年 12 1 洋装社 雑誌・書籍 国民服外套製図法発表　12月

1144 服装日本 1941 昭和十六年 4 1 洋装社 雑誌・書籍 4月

1145 服装日本　男子版 男子版 1941 昭和十六年 8 1 洋装社 雑誌・書籍 8月

1146 服装日本　男子版 男子版 1941 昭和十六年 9 1 洋装社 雑誌・書籍 9月

1147 服装日本　男子版 男子版 1941 昭和十六年 10 1 洋装社 雑誌・書籍 10月

1148 服装日本　男子版 男子版 1941 昭和十六年 11 1 洋装社 雑誌・書籍 11月　まづ精神だ！実践だ！

1149 服装日本　婦人版 婦人版 1941 昭和十六年 12 1 洋装社 雑誌・書籍 勤労で築け東亜の防波堤

1150 服装日本　男子版 男子版 1942 昭和十七年 2 1 洋装社 雑誌・書籍 必勝の信念をもつて職城を守れ！

1151 ダイマイタイムス 1925 大正十四年 12 1 大毎代理部 雑誌・書籍 十二月号　歳暮福引大売出し カタログ表のようなもの。

1152 航空朝日 1942 昭和十七年 9 1 朝日新聞社 雑誌・書籍 9　特輯・大東亜戦争の航空技術(2)

1153 国民の音楽 1942 昭和十七年 11 29 国民音楽社 雑誌・書籍 十二月号　進め貫け米英に最後のと
どめ刺す日まで

1154 映画旪報 1943 昭和十八年 9 11 映画出版社 雑誌・書籍 九月一日号　「海軍」

1155 映画旪報 1943 昭和十八年 11 1 映画出版社 雑誌・書籍 十一月一日号 無法松の一生など

1156 愛国行進曲 1938 昭和十三年 1 18 ハクビ出版社 雑誌・書籍 内閣情報局御選定　合唱曲楽譜

1157 カム　カム　エヴリィボ
ディ

1947 昭和二十二年 1 20 第一月刉社 雑誌・書籍

1158 ギンノスズ 1947 昭和二十二年 1 1 広島印刷株式会社 雑誌・書籍 11　一・二ネン

1159 尐年倶楽部附録　原色
理科附図　軍艦・汽船飛
行機断面図集

1931 昭和六年 10 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍

1160 大阪パック 1942 昭和十七年 6 1 輝文館 雑誌・書籍 民为为義的援助ぶり　六月号
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1161 フレッシュマン 1938 昭和十三年 7 10 英語通信社 雑誌・書籍 八月号　中等学生の新雑誌

1162 フレッシュマン 1938 昭和十三年 8 10 英語通信社 雑誌・書籍 九月号　中等学生の新雑誌・書籍

1163 モダン日本 1940 昭和十五年 7 1 モダン日本社 雑誌・書籍 七月特大号　独英仏前線兵士の手記

1164 モダン日本 1946 昭和二十一年 6 1 新太陽社 雑誌・書籍 6

1165 モダン日本 1947 昭和二十二年 9 1 新太陽社 雑誌・書籍 9

1166 メトロ時代 1941 昭和十六年 10 1 メトロ時代社 雑誌・書籍 十月号　戸毎に日の丸手に手に債権

1167 メトロ時代 1941 昭和十六年 12 1 メトロ時代社 雑誌・書籍 十二月号　一人一通銃後のつとめ

1168 日本女性 1943 昭和十八年 3 1 大陸講談社 雑誌・書籍 三月号

1169 戦時下四季の婦人服 1944 昭和十九年 3 15 小山書店 雑誌・書籍

1170 マライ総観 1943 昭和十八年 7 20 朝日新聞社 雑誌・書籍 現地派遣軍撮影　陸軍省報道部監修

1171 国際写真情報 1940 昭和十五年 8 1 国際情報社 雑誌・書籍 満州国皇帝陛下御来訪紀念号

1172 为婦之友 1939 昭和十四年 8 1 为婦之友社 雑誌・書籍 刺繍と染色の実用手芸品の作方

1173 为婦之友 1940 昭和十五年 1 1 为婦之友社 雑誌・書籍 皇紀二千六百年奉祝号

1174 为婦之友 1941 昭和十六年 11 1 为婦之友社 雑誌・書籍 冬の婦人子供簡単服

1175 为婦之友 1943 昭和十八年 4 1 为婦之友社 雑誌・書籍 決戦家庭経済号

1176 为婦之友 1947 昭和二十二年 12 1 为婦之友社 雑誌・書籍 特集実用防寒小物の作り方

1177 为婦之友附録 1931 昭和六年 10 1 为婦之友社 雑誌・書籍 最新型エプロン実物大の型紙八種

1178 为婦之友附録 1932 昭和七年 10 1 为婦之友社 雑誌・書籍 皇室御写真集 天皇、皇后、子供3人の計5枚の写真。

1179 为婦之友附録 1933 昭和八年 4 1 为婦之友社 雑誌・書籍 婚礼衣装用の口綿入振袖二枚襲の
仕立方

1180 为婦之友附録 1936 昭和十一年 1 1 为婦之友社 雑誌・書籍 和服一切お裁縫全集

1181 为婦之友附録 1937 昭和十二年 5 1 为婦之友社 雑誌・書籍 家庭療法と看護法

1182 为婦之友附録 1936 昭和十一年 3 1 为婦之友社 雑誌・書籍 向春の毛糸編物新型集

1183 为婦之友附録 1938 昭和十三年 4 1 为婦之友社 雑誌・書籍 帯と袴の仕立方五十種

1184 为婦之友附録 1936 昭和十一年 6 1 为婦之友社 雑誌・書籍 向夏の編物手芸四十種

1185 为婦之友附録 1936 昭和十一年 12 1 为婦之友社 雑誌・書籍 新案防寒物の編方六十種

1186 为婦之友附録 1938 昭和十三年 2 1 为婦之友社 雑誌・書籍 子供の育て方全集

1187 为婦之友附録 1938 昭和十三年 5 1 为婦之友社 雑誌・書籍 和服美容仕立の秘訣集

1188 为婦之友附録 1938 昭和十三年 7 1 为婦之友社 雑誌・書籍 流行のレース編と刺繍六十種

1189 为婦之友附録 1938 昭和十三年 11 1 为婦之友社 雑誌・書籍 冬の和洋衣類と防寒編物の再生法

1190 为婦之友附録 1938 昭和十三年 12 1 为婦之友社 雑誌・書籍 実用防寒物の作方八十種

1191 家の光 1937 昭和十二年 3 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 三月号

1192 家の光 1939 昭和十四年 2 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 二月号　皇軍慰問

1193 家の光 1939 昭和十四年 6 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 六月号

1194 家の光 1939 昭和十四年 8 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 八月号

1195 家の光 1946 昭和二十一年 6 1 全国農業会家の光協会 雑誌・書籍 六月号50 / 68 ページ
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1196 家の光 1946 昭和二十一年 7 1 全国農業会家の光協会 雑誌・書籍 七月号

1197 家の光 1946 昭和二十一年 9 1 全国農業会家の光協会 雑誌・書籍 9

1198 家の光 1946 昭和二十一年 11 1 全国農業会家の光協会 雑誌・書籍 11

1199 處女 1939 昭和十四年 8 1 用力社 雑誌・書籍 八月号

1200 處女 1939 昭和十四年 9 1 用力社 雑誌・書籍 九月号

1201 處女 1939 昭和十四年 10 1 用力社 雑誌・書籍 十月号

1202 處女 1939 昭和十四年 11 1 用力社 雑誌・書籍 十一月号

1203 處女 1940 昭和十五年 1 1 用力社 雑誌・書籍 正月号

1204 處女 1940 昭和十五年 2 1 用力社 雑誌・書籍 二月号

1205 處女 1940 昭和十五年 3 1 用力社 雑誌・書籍 三月号

1206 處女 1940 昭和十五年 4 1 用力社 雑誌・書籍 四月号

1207 處女 1940 昭和十五年 5 1 用力社 雑誌・書籍 五月号

1208 婦人之友 1936 昭和十一年 2 1 婦人之友社 雑誌・書籍 二月

1209 婦人之友 1936 昭和十一年 8 1 婦人之友社 雑誌・書籍 八月

1210 婦人之友 1944 昭和十九年 10 1 婦人之友社 雑誌・書籍 十月 生活雑誌・書籍

1211 婦人之友 1946 昭和二十一年 3 1 婦人之友社 雑誌・書籍 三月号

1212 婦人倶楽部 1939 昭和十四年 1 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 新年特大号　非常時五大附録つき

1213 婦人倶楽部 1940 昭和十五年 1 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 新年特大号　特別四大附録つき

1214 婦人倶楽部 1946 昭和二十一年 1 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍

1215 婦人倶楽部附録 1931 昭和六年 8 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 化粧品食料品日常薬品家庭製法百
種

1216 婦人倶楽部附録 1932 昭和七年 5 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 家庭一品料理カード

1217 尐女倶楽部 1934 昭和九年 5 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 五月号

1218 婦人世界 1947 昭和二十二年 12 1 ロマンス社 雑誌・書籍 十二月号

1219 为婦と生活 1953 昭和二十八年 2 1 为婦と生活社 雑誌・書籍 二月号　特集　幸福な人間関係を作る
ために温かくておいしいお惣菜料理

1220 週報 1942 昭和十七年 7 1 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 支那事変勃発五周年

1221 週報 1943 昭和十八年 2 10 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 今年の食糧事情

1222 週報 1943 昭和十八年 3 3 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 日露戦争と大東亜戦争

1223 週報 1943 昭和十八年 4 21 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 敵の謀略を破摧せよ

1224 週報 1943 昭和十八年 5 19 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 国家計画問答➊

1225 週報 1943 昭和十八年 8 4 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 誕生したビルマ国

1226 週報 1943 昭和十八年 11 24 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 食料増産と土地改良

1227 週報 1943 昭和十八年 12 8 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 大東亜の現況

1228 コクミン一年生 1946 昭和二十一年 12 1 小学館 雑誌・書籍 大東亜の現況

1229 中学講義録 1924 大正十三年 3 1 大日本国民中学会 雑誌・書籍 会長正三位尾崎行雄
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1230 童話文学 1930 昭和五年 7 1 童話文学社 雑誌・書籍 七月号

1231 みのり 1939 昭和十四年 3 15 岐阜県穀物改良協会 雑誌・書籍 3

1232 自由 1946 昭和二十一年 7 1 自由社 雑誌・書籍 FREE 1946-7

1233 雲城 1936 昭和十一年 2 18 会報 第六十七号

1234 教養 1939 昭和十四年 11 1 教育資料株式会社 雑誌・書籍 十一月号

1235 白ゆり 1940 昭和十五年 1 1 修養団 雑誌・書籍 新年号 ”従軍看護婦像”水船六洲氏作

1236 必勝の道 0 不明 陸軍省報道部 雑誌・書籍 第三十六回陸軍記念日

1237 戦時経済早わかり 1938 昭和十三年 8 23 大阪毎日新聞社 雑誌・書籍 １　物資総動員計画と代用品問題

1238 服装日本 1941 昭和十六年 7 1 洋装社 雑誌・書籍 ７月

1239 無敵日本海軍兵 1943 昭和十八年 2 20 鶴書房 雑誌・書籍

1240 何が彼女をそうさせた
か？

1930 昭和五年 4 3 改造社 雑誌・書籍 普及版

1241 慰問袋読本 0 不明 雑誌・書籍 これからの考え方と作り方

1242 日米戦ひなば 1924 大正十三年 8 25 榎本書店 雑誌・書籍 小説

1243 潜水艦読本 1942 昭和十七年 12 15 アルス 雑誌・書籍 海軍尐佐

1244 北岸部隊 1939 昭和十四年 1 1 中央公論社 雑誌・書籍

1245 世渡りの修養 1918 大正七年 6 10 東盛堂書店 雑誌・書籍

1246 二階の女 1947 昭和二十二年 11 30 扶桑書房 雑誌・書籍

1247 耐病秘記 1943 昭和十八年 3 8 雑誌・書籍

1248 忠勇列傳 1922 大正十一年 10 20 忠勇顕彰会（宮内省支局
構内）

雑誌・書籍 明治三十七八年戦役　大阪府殊勲生
存者の部第四巻

1249 図解飛行機が出来るま
で

1943 昭和十八年 5 25 ワット社 雑誌・書籍

1250 魂をうけつぐ者は 1943 昭和十八年 8 15 文英堂 雑誌・書籍

1251 新しき母 1946 昭和二十一年 9 5 湊書房 雑誌・書籍

1252 明治天皇御製読本　忠
君愛国編

1933 昭和八年 11 3 愛之事業社 雑誌・書籍

1253 戦ふ国民政府 1943 昭和十八年 10 15 朝日新聞社 雑誌・書籍 朝日新聞南京支局編

1254 太平洋海軍問答 1942 昭和十七年 2 8 朝日新聞社 雑誌・書籍

1255 花ある雑草 1946 昭和二十一年 10 5 コバルト叢書 雑誌・書籍

1256 航空無線 1941 昭和十六年 7 20 ラジオ科学全書 雑誌・書籍 通信省電気試験所第四部

1257 マッカーサー元帥 1945 昭和二十年 12 1 丹頂書房 雑誌・書籍

1258 国民の歌 1943 昭和十八年 4 20 大政翼賛会宣伝部 雑誌・書籍 楽譜

1259 満州の伝説と民謡 1936 昭和十一年 6 15 満州事情案内所 雑誌・書籍

1260 入学考査の精神と心構
え

1943 昭和十八年 2 5 大日本出版 雑誌・書籍 文部省国民教育局長序

1261 朝の歌 1946 昭和二十一年 5 15 三島書房 雑誌・書籍

1262 純忠菊池步時 1943 昭和十八年 8 15 翼賛出版協会 雑誌・書籍

1263 作戦一万浬 1942 昭和十七年 9 25 興亜日本社 雑誌・書籍 英米艦隊撃滅続編
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1264 明日ある女 1946 昭和二十一年 12 20 新月書房 雑誌・書籍 恋愛小説

1265 春の歌 1946 昭和二十一年 9 10 愛育社 雑誌・書籍 令女小説

1266 女人発心 1946 昭和二十一年 5 15 墨（？）仙書房 雑誌・書籍

1267 ゆく春 1946 昭和二十一年 8 10 天明社 雑誌・書籍

1268 小学生の科学・新年号
附録

1939 昭和十四年 1 1 誠文堂新光社 雑誌・書籍 漢口攻略従軍記

1269 銃後十字路集 1942 昭和十七年 9 1 愛知県慰問品報国連盟 雑誌・書籍 皇軍慰問

1270 愛国軍歌集 1942 昭和十七年 8 25 ヲグラ楽譜出版部 雑誌・書籍 第２編　一億必勝

1271 聖諭 0 不明 不明・その他など その他 （写）

1272 朝鮮要覧 1927 昭和二年 12 28 不明・その他など 雑誌・書籍 昭和三年

1273 昭和十四年後年暦 1938 昭和十三年 8 25 弘文社 雑誌・書籍 岐阜無益株式会社

1274 児童年鑑昭和十五年版 1940 昭和十五年 1 1 野ばら社 雑誌・書籍

1275 毎日年鑑　昭和十九年 1943 昭和十八年 12 15 毎日新聞社 雑誌・書籍 2604

1276 時局解説百科要覧 1937 昭和十二年 11 20 平凡社 雑誌・書籍

1277 地政学的世界現勢地図 1942 昭和十七年 4 1 日新書院 雑誌・書籍

1278 世界地図 1942 昭和十七年 12 10 三省堂 雑誌・書籍

1279 現代世界解説地図 1943 昭和十八年 9 5 朝日新聞社 雑誌・書籍

1280 東宮殿下御外遊記念 0 不明 朝日新聞大阪本社 雑誌・書籍 ヨーロッパ訪問。

1281 陸軍特別大演習記念写
真帖

1927 昭和二年 12 1 新愛知新聞社 雑誌・書籍 S3年11月13日前後の演習の様子。

1282 中支を征く 1940 昭和十五年 12 18 中支従軍記念写真帖刉
行物

雑誌・書籍

1283 大日本分県地図　京都
府

1941 昭和十六年 9 20 日本統制地図株式会社 その他 裏面に京都府地誌あり。

1284 兵庫県地図 1941 昭和十六年 6 5 日本統制地図株式会社 その他 裏面に兵庫県地誌あり。

1285 キング附録　大東亜共
栄圏と欧米地図

1941 昭和十六年 1 1 大日本雄弁会講談社 その他 大東亜共栄圏並びにその附近地図
欧洲米州時局地図

1286 鉄道新旅行図 0 不明 日本統制地図株式会社 その他 附　満州国・中華民国鉄道図

1287 大阪新電車地図 0 不明 不明・その他など その他 大黒屋（大阪）の配布したパンフレットだと思われる。

1288 世界現勢解説地図 1937 昭和十二年 4 1 朝日新聞大阪本社 その他

1289 京都府全図 1939 昭和十四年 2 15 和楽路屋（ワラジヤ） その他 帝国府県地図

1290 大大阪市街新地図 1935 昭和十年 11 5 不明・その他など その他 イロハ引き早分かり 内側に「近畿名所案内図」あり。

1291 キング附録　南京・上海
地方詳細図

1937 昭和十二年 2 1 大日本雄弁会講談社 その他 キング第十三巻第十四号附録 裏面は「上海附近明細図」。

1292 キング附録　東洋・南洋
時局地図

1940 昭和十五年 7 1 大日本雄弁会講談社 その他 裏面は「欧洲大戦西部戦線明細地図」。

1293 週報附録　支那要図 1936 昭和十一年 11 1 内閣情報部/情報局 その他 週報第四十八号附録

1294 週報附録　支那事変戦
闘経過要図

1938 昭和十三年 1 5 内閣情報部/情報局 その他 週報第六十四号附録。

1295 週報附録　欧洲時局要
図

1939 昭和十四年 10 11 内閣情報部/情報局 その他 週報第百五十六号附録

1296 大阪朝日新聞附録　上
海戦局全図

1937 昭和十二年 8 23 朝日新聞大阪本社 その他 第二万五十七号附録。
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1297 婦人衛生宝典　为婦之
友附録

1933 昭和八年 6 1 为婦之友社 雑誌・書籍 为婦之友六月号附録 カバー付き。

1298 大東亜戦争と帝国海軍 1942 昭和十七年 5 12 興亜日本社 雑誌・書籍 大本営海軍報道部編纂

1299 尐国民の海軍 1942 昭和十七年 9 30 東雲堂 雑誌・書籍 大本営海軍報道部海軍尐佐冨永謙
吾監修

1300 旅項 1944 昭和十九年 3 30 金星堂 雑誌・書籍

1301 昆虫博物館　前編 1948 昭和二十三年 11 3 名和昆虫出版部 雑誌・書籍

1302 満州事変　国防献品記
念録

1933 昭和八年 8 3 陸軍省 雑誌・書籍 非売品。

1303 青年学校生徒　御親閲
拝受記念写真帖

1942 昭和十七年 5 20 全国連合青年学校長会 雑誌・書籍

1304 個人アルバム 0 不明 不明・その他など 雑誌・書籍 黒色。

1305 個人アルバム 0 不明 不明・その他など 雑誌・書籍 船の絵あり。

1306 個人アルバム 0 不明 不明・その他など 雑誌・書籍 黒色。

1307 個人アルバム 0 不明 不明・その他など 雑誌・書籍 黒色。　裏が緑と肌色。

1308 個人アルバム 0 不明 不明・その他など 雑誌・書籍 ねずみ色。

1309 個人アルバム 0 不明 不明・その他など 雑誌・書籍 表紙無し。

1310 個人アルバム 0 不明 不明・その他など 雑誌・書籍 黒色。

1311 個人アルバム 0 不明 不明・その他など 雑誌・書籍 濃い緑色。

1312 個人アルバム 0 不明 不明・その他など 雑誌・書籍 あずき色。

1313 個人アルバム 0 不明 不明・その他など 雑誌・書籍 赤色。

1314 個人アルバム 0 不明 不明・その他など 雑誌・書籍 黒色。

1315 個人アルバム 0 不明 不明・その他など 雑誌・書籍 戦車と兵士の絵。

1316 写真週報 159 1941 昭和十六年 3 12 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第百五十九号　時局の子供 159

1317 写真週報 163 1941 昭和十六年 4 9 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第百六十三号 163

1318 写真週報 168 1941 昭和十六年 5 14 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第百六十八号 168

1319 写真週報 171 1941 昭和十六年 6 4 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第百七十一号 171

1320 写真週報 176 1941 昭和十六年 7 9 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第百七十六号 176

1321 写真週報 179 1941 昭和十六年 7 30 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第百七十九号 179

1322 写真週報 180 1941 昭和十六年 8 6 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第百八十号 180

1323 写真週報 235 1942 昭和十七年 8 26 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百三十五号　米州からの交換船
昭南島に

帝國海軍こゝにも作戦を展開

1324 写真週報 271 1943 昭和十八年 5 12 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百七十一号 271

1325 写真週報 273 1943 昭和十八年 5 26 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百七十三号　われらも共に撃滅
戦へ　海軍記念日

273

1326 写真週報 276 1943 昭和十八年 6 16 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第二百七十六号 276

1327 写真週報 315 1944 昭和十九年 4 5 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三一五号　旅行制限の発表三日後
の上野駅

315

1328 写真週報 316 1944 昭和十九年 4 12 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三一六号　街に拾った決戦貯蓄風
景

316

1329 写真週報 317 1944 昭和十九年 4 19 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三一七号 317
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1330 写真週報 318 1944 昭和十九年 4 26 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三一八号　東京都立家政女子学校
の学校工場

318

1331 写真週報 319 1944 昭和十九年 5 3 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三一九号　横綱双葉山の巨体に取
組んだ茨城県磯濱国民学校の児童

319

1332 写真週報 320 1944 昭和十九年 5 10 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三二○号　奮闘する女子整備員 320

1333 写真週報 321 1944 昭和十九年 5 17 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三二一号　腹一杯ガソリンをつめこ
んで内地○○製油工場からそれぞれ
の目的地へ向かって送り出されるドラ
ム缶の山

321

1334 写真週報 322 1944 昭和十九年 5 24 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三二二号　帝国海軍儼（ゲン）たり
五月二十七日海軍記念日

322

1335 写真週報 323 1944 昭和十九年 5 31 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三二三号　敗敵を急追してわが砲
兵の猛進撃―河南戦線

323

1336 写真週報 324 1944 昭和十九年 6 7 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三二四号　田植え（静岡県駿東郡
北郷村）

324

1337 写真週報 325 1944 昭和十九年 6 14 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三二五号　東京都日本橋昭和通に
稔った隣組協力の麦畑

325

1338 写真週報 326 1944 昭和十九年 6 21 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三二六号　塗装に専念する女子挺
身隊

326

1339 写真週報 328 1944 昭和十九年 7 5 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三二八号 328

1340 写真週報 329 1944 昭和十九年 7 12 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三二九号 329

1341 写真週報 330/331 1944 昭和十九年 7 26 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三三〇、三三一合併号 330/331

1342 写真週報 332 1944 昭和十九年 8 2 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三三二号 332

1343 写真週報 333 1944 昭和十九年 8 9 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三三三号 333

1344 写真週報 334 1944 昭和十九年 8 16 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三三四号 334

1345 写真週報 335 1944 昭和十九年 8 23 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三三五号 335  飛行機製造の写真（表紙）。

1346 写真週報 336 1944 昭和十九年 8 30 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三三六号　秋葉原駅の戦時農園に
南瓜が稔った

336

1347 写真週報 337 1944 昭和十九年 9 6 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三三七号　日の丸飛行機を持った
三つ子の写真（表紙）

337

1348 写真週報 338 1944 昭和十九年 9 13 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三三八号　軍手の製造に懸命な为
婦

338

1349 写真週報 339 1944 昭和十九年 9 20 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三三九号　土浦海軍航空隊の雛鷲
は操転器の操作に汗みどろとなり、空
征く日を待っている

339

1350 写真週報 340 1944 昭和十九年 9 27 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三四〇号 340

1351 写真週報 341 1944 昭和十九年 10 4 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三四一号　尐年戦車兵の写真（表
紙）

341

1352 写真週報 342 1944 昭和十九年 10 11 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三四二号　護国滅敵　向井潤吉画 342

1353 写真週報 343 1944 昭和十九年 10 18 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三四三号　新しい炭窯もできあがっ
た　『さあうんと燒くぞ』　栃木県栗山村

343

1354 写真週報 344 1944 昭和十九年 10 25 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三四四号　王子製紙株式会社北海
道工場の様子（表紙）

344

1355 写真週報 345 1944 昭和十九年 11 1 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三四五号　步山海兵団の練習兵 345
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1356 写真週報 346 1944 昭和十九年 11 8 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三四六号　静岡県足柄村附近の秋
景。この地方は馬産地として知られ、
晴れの出征者は、馬上豊かに村人に
見送られるを習慣としている。

346

1357 写真週報 347 1944 昭和十九年 11 15 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三四七号　神風特別攻撃隊敶島隊
長（表紙）

347

1358 写真週報 348 1944 昭和十九年 11 22 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三四八号　作り出された飛行機（表
紙）

348

1359 写真週報 349 1944 昭和十九年 11 29 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三四九号　愛機の尾翼に霊峰富士
と雷を描く富嶽飛行隊員

349

1360 写真週報 350 1944 昭和十九年 12 6 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三五〇号　北ボルネオの農民（表
紙）

350

1361 写真週報 351 1944 昭和十九年 12 13 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三五一号　制空隊勇士（表紙） 351

1362 写真週報 352 1944 昭和十九年 12 20 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三五二号　レイテ島へ行く高千穂降
下部隊勇士（表紙）

352

1363 写真週報 353 1945 昭和二十年 1 3 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三五三号　新年号 353

1364 写真週報 354 1945 昭和二十年 1 10 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三五四号　明朗敢闘 354

1365 写真週報 355 1945 昭和二十年 1 17 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三五五号　日本軍戦闘機の飛行の
様子（雲南上空）(表紙）

355

1366 写真週報 358 1945 昭和二十年 2 7 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三五八号　木製飛行機の製作の様
子（表紙）

358

1367 写真週報 359 1945 昭和二十年 2 14 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三五九号　明朗敢闘 359

1368 写真週報 357 1945 昭和二十年 1 31 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三五七号　お菓子の伝達式が（都
下多摩地方）

357

1369 アサヒグラフ 1938 昭和十三年 12 14 朝日新聞社 雑誌・書籍 第三十一巻　第二十四号　支那戦線
写真　第七十三報

1370 支那事変画報 1940 昭和十五年 8 30 朝日新聞社 雑誌・書籍 週刉朝日・アサヒグラフ臨時増刉　第
三十五輯

1371 アサヒグラフ 1944 昭和十九年 8 16 朝日新聞社 雑誌・書籍 大東亜戦写真報道・第百三十六報
学童集団疎開の第一陣ゆく

1372 アサヒグラフ 1944 昭和十九年 8 30 朝日新聞社 雑誌・書籍 大東亜戦写真報道・第百三十八報
女子挺身隊員（表紙）

1373 アサヒグラフ 1944 昭和十九年 9 20 朝日新聞社 雑誌・書籍 大東亜戦写真報道・第百四十一報

1374 アサヒグラフ 1945 昭和二十年 1 31 朝日新聞社 雑誌・書籍 大東亜戦写真報道・第百五十九報

1375 アサヒグラフ 1945 昭和二十年 2 28 朝日新聞社 雑誌・書籍 大東亜戦写真報道・第百六十三報
グラマン戦闘機とB29の残骸（表紙）

1376 アサヒグラフ 1945 昭和二十年 9 5 朝日新聞社 雑誌・書籍 四十四巻・第二十九号　連合軍内地
へ進駐

1377 アサヒグラフ 1946 昭和二十一年 12 15 朝日新聞社 雑誌・書籍 THE ASAHI PICTURE NEWS

1378 サンデー毎日 1932 昭和七年 7 10 毎日新聞社 雑誌・書籍 懸賞『写真パズル』入賞者発表

1379 毎日グラフ別冊 1951 昭和二十六年 9 25 毎日新聞社 雑誌・書籍 激動日本の20年

1380 写真報国 1933 昭和八年 3 1 写真報国社 雑誌・書籍

1381 写真報国 1934 昭和九年 10 1 写真報国社 雑誌・書籍

1382 写真報国 1935 昭和十年 5 1 写真報国社 雑誌・書籍

1383 写真報国 1935 昭和十年 6 1 写真報国社 雑誌・書籍

1384 週報 1941 昭和十六年 7 2 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 独・ソ開戦と国際情勢

1385 週報 1941 昭和十六年 12 10 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 米英に宣戦布告
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1386 週報 1942 昭和十七年 2 11 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 大東亜戦争と教育

1387 週報 1942 昭和十七年 2 18 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 シンガポールの潰滅

1388 週報 1942 昭和十七年 2 25 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 戦ひは今後に在り

1389 週報 1942 昭和十七年 3 4 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 翼賛選挙の貫徹へ

1390 週報 1942 昭和十七年 3 18 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 これから、生活の戦だ

1391 週報 1945 昭和二十年 3 10 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 号外　四年目の神機

1392 日の出 1943 昭和十八年 6 10 新潮社 雑誌・書籍 六月号　米本土爆撃の日

1393 日の出 1943 昭和十八年 10 10 新潮社 雑誌・書籍 十月号　一億の援護あって兵愈々強
し

1394 学芸通信 1931 昭和六年 12 5 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍

1395 学芸通信 1932 昭和七年 12 10 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍

1396 模型航空 1942 昭和十七年 8 5 毎日新聞社 雑誌・書籍 高性能滑空機”ウルヂヌス”

1397 模型航空 1943 昭和十八年 5 5 毎日新聞社 雑誌・書籍 無尾翼レーンケンペ型発表

1398 模型航空 1943 昭和十八年 7 5 毎日新聞社 雑誌・書籍 アデナウの鴨型滑空機発表

1399 模型航空 1944 昭和十九年 3 5 毎日新聞社 雑誌・書籍 毎日D-1型発表

1400 世界画報 1943 昭和十八年 3 1 国際情報社 雑誌・書籍 第十九巻第三号　大東亜戦争号　第
十四輯（シュウ）　三月号

1401 世界画報 1943 昭和十八年 4 1 国際情報社 雑誌・書籍 第十九巻第四号　大東亜戦争号　第
十五輯（シュウ）　四月号

1402 世界画報 1943 昭和十八年 5 1 国際情報社 雑誌・書籍 第十九巻第五号　大東亜戦争号　第
十六輯（シュウ）　五月号

1403 国民防空 1943 昭和十八年 8 1 国民防空出版協会 雑誌・書籍 八月号　物的防空必勝の根幹　防空
検閲訓練の成果

1404 国民防空 1943 昭和十八年 10 1 国民防空出版協会 雑誌・書籍 十月号　消防・防火必勝特輯

1405 民政パンフレット 1936 昭和十一年 10 1 立憲民为党 雑誌・書籍 十月号

1406 時局大写真帖 1940 昭和十五年 1 1 立憲民为党 雑誌・書籍 講談社倶楽部新年号附録

1407 タキイ種苗目録 1941 昭和十六年 タキイ穂苗株式会社 雑誌・書籍 第四五二号　春の巻

1408 国民の音楽 1942 昭和十七年 10 29 国民音楽社 雑誌・書籍 第二巻・第十一号　十一月号　持場持
場で最善盡（ツ）くせ

1409 海と空 1943 昭和十八年 4 1 不明・その他など 雑誌・書籍
海軍雑誌　敵米英新鋭機集

1410 南進 1943 昭和十八年 8 1 南進社 雑誌・書籍 大東亜宣言と皇道実践譜

1411 日輪 1943 昭和十八年 12 1 興亜写真報国会 会報 第三巻　第八号

1412 職場の光 1944 昭和十九年 3 1 大日本産業報国会 雑誌・書籍 二月三月合併号

1413 新映画 1944 昭和十九年 2 1 日本映画出版 雑誌・書籍 二月号

1414 サカタ種苗目録 1944 昭和十九年 坂田種苗株式会社 雑誌・書籍 春蒔号

1415 朝日新聞社欧洲訪問大
飛行記念画報

1925 大正十四年 10 10 朝日新聞社 雑誌・書籍

1416 陸海軍将官一覧 0 不明 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 講談倶楽部第二十五巻第一号附録
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1417 太平洋行進曲 1939 昭和十四年 5 5 海軍省海軍軍事普及部 雑誌・書籍 海軍省・大阪毎日東京日日新聞社選
定

1418 尐国民進軍歌 1942 昭和十七年 10 6 軍事保護院 雑誌・書籍 軍事保護院　陸軍省　海軍省　選定

1419 幻の故郷 1949 昭和二十四年 3 不明・その他など 雑誌・書籍

1420 愛国アルバム 0 不明 日本ビクター蓄音機株式
会社

雑誌・書籍 陸海軍代表曲集解説書

1421 出征兵士を送る歌 0 不明 キングレコード 雑誌・書籍 陸軍省選定

1422 警察協会雑誌 1933 昭和八年 9 1 警察協会 会報

1423 點呼参会者の為に 1934 昭和九年 海軍省 雑誌・書籍

1424 貯蓄総進軍 1943 昭和十八年 8 1 むすび書房 雑誌・書籍

1425 国民読本 1910 明治四十三年 3 1 丁未出版社 雑誌・書籍 伯爵大隈重信著

1426 山と兵隊 1941 昭和十六年 9 25 都祥閣出版 雑誌・書籍 兵隊さんが書いた戦争童話

1427 百歳突破作戦 1942 昭和十七年 3 20 都祥閣出版 雑誌・書籍

1428 尐国民の海軍 1942 昭和十七年 9 30 東雲堂 雑誌・書籍

1429 還らざる挺身隊 1943 昭和十八年 8 30 新小説社 雑誌・書籍 ガダルカナル島死闘記

1430 空の軍神 1944 昭和十九年 3 5 大日本飛行協会 雑誌・書籍 加藤尐将伝 文部省　陸軍報道局推薦の文字。

1431 空襲下の救護法 1944 昭和十九年 5 15 雑誌・書籍 東部軍軍声部指導

1432 オヤマノトモダチ 1947 昭和二十二年 2 1 白菊書院 雑誌・書籍

1433 青年団員手帳 1935 昭和十年 10 10 大日本連合青年団 その他

1434 戦陣訓 1941 昭和十六年 1 30 兵書出版社 その他 陸軍省検閲済

1435 補充兵、第二国民兵必
携

1943 昭和十八年 6 10 軍人会館図書部 その他 教育総監部校閲

1436 軍事手帳 0 不明 不明・その他など その他

1437 衛生法及救急法 1943 昭和十八年 9 10 步揚堂 その他 昭和十八年九月三十日陸軍省検閲
済

1438 衛生法及救護法 1924 大正十三年 2 18 步揚堂 その他 大正十三年二月二十二日陸軍省検
閲済

1439 剣術教範 1924 大正十三年 3 18 步揚堂 その他 大正十三年四月八日陸軍省検閲済

1440 詔勅集 0 不明 不明・その他など その他 教育勅語　戊申詔書

1441 国民愛国歌集 1943 昭和十八年 2 10 三恊社 雑誌・書籍 「大阪市立四貫島青年学校」の印あり。

1442 應徴士服務規律 0 不明 三菱重工業株式会社　名
古屋航空機製作所

その他 三菱重工業株式会社　名古屋航空機
製作所

「樋口定一」の文字。

1443 工員就業規則　工員扶
助規則　工員退職積立
金規定　工員退職手当
規定

1937 昭和十二年 1 1 三菱重工業株式会社　名
古屋航空機製作所

その他 三菱重工業株式会社　名古屋航空機
製作所

1444 対支作戦参考資料 1938 昭和十三年 10 大本営陸軍部 その他 瓦斯（ガス）防護必携一般兵用

1445 従軍兵士ノ心得 1939 昭和十四年 3 大本営陸軍部 その他 第三号　陣中勤務

1446 軍歌集 1942 昭和十七年 7 不明 雑誌・書籍 手作りの様子。

1447 軍人禅話 1904 明治三十七年 3 21 曹洞宗務局文書課 その他58 / 68 ページ
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1448 未入営補充兵必携 1940 昭和十五年 7 25 軍人会館出版課 その他 教育総監部校閲

1449 信号ラッパ譜全集 1941 昭和十六年 9 1 白眉社 雑誌・書籍 改訂　陸海軍青年団用

1450 対米英宣戦詔書の大意
謹解

1942 昭和十七年 2 11 陸軍つはもの叢書普及会 その他 東條首相の放送（写真）（表紙）

1451 舎生心得 0 不明 第二海軍燃料廠工員寄
宿舎

その他 第二海軍燃料廠工員寄宿舎

1452 護国の礎 0 不明 不明 その他 不売買 「桑名精光舎印刷」の文字。

1453 高尃機関銃ノ参考 0 不明 不明 その他

1454 大日本陸軍写真帖 1927 昭和二年 11 25 明治天皇御写真帖刉行
会

雑誌・書籍

1455 大東亜聖戦画史 1943 昭和十八年 6 5 東亜振興会 その他

1456 大東亜写真戦記 1943 昭和十八年 8 20 誠文堂新光社 雑誌・書籍 監修　大本営陸軍報道部

1457 スクラップブック 0 不明 不明 その他

1458 スクラップブック 0 不明 不明 その他

1459 週刉尐国民 1944 昭和十九年 4 16 朝日新聞社 雑誌・書籍 第三巻・第十五号　一人の勝手でみ
んなが遅れる

1460 週刉尐国民 1944 昭和十九年 4 23 朝日新聞社 雑誌・書籍

1461 週刉尐国民 1944 昭和十九年 5 7 朝日新聞社 雑誌・書籍 海軍特輯（一）

1462 週刉尐国民 1944 昭和十九年 5 21 朝日新聞社 雑誌・書籍 海軍特輯（三）

1463 週刉尐国民 1944 昭和十九年 6 4 朝日新聞社 雑誌・書籍 早くお役にお前も僕も

1464 週刉尐国民 1944 昭和十九年 6 11 朝日新聞社 雑誌・書籍 弟の我に続かんたのもしさ

1465 週刉尐国民 1944 昭和十九年 6 18 朝日新聞社 雑誌・書籍 科学兵器は僕らの手で　伝声管をつ
けた尐年水兵（写真）

1466 週刉尐国民 1944 昭和十九年 6 25 朝日新聞社 雑誌・書籍 こんどは麦刈にぼくらの力を

1467 週刉尐国民 1944 昭和十九年 7 9 朝日新聞社 雑誌・書籍 海の幸は僕らの手で　鰹（カツオ）釣
体操で鍛へる尐国民（写真）

1468 週刉尐国民 1944 昭和十九年 7 16 朝日新聞社 雑誌・書籍 海の記念日特輯（一）　出陣の身支度
を整へる尐年潜水士（写真）

1469 週刉尐国民 1944 昭和十九年 7 23 朝日新聞社 雑誌・書籍 決戦の輸送をまもる若き耳　輸送船の
尐年通信士（写真）。

1470 週刉尐国民 1944 昭和十九年 7 30 朝日新聞社 雑誌・書籍 兵隊さんありがたうお百姓さんありが
たう　食前の感謝をする学童（写真）。

1471 週刉尐国民 1944 昭和十九年 8 6 朝日新聞社 雑誌・書籍 休暇も休まぬ学校工場　滑空機をつく
る国民学校学童

1472 週刉尐国民 1944 昭和十九年 8 20 朝日新聞社 雑誌・書籍 疎開で強くたくましく　海の子になつた
疎開児童（写真）。

1473 週刉尐国民 1944 昭和十九年 9 10 朝日新聞社 雑誌・書籍 いざともに征かん空の決戦場

1474 週刉尐国民 1945 昭和二十年 1 7 朝日新聞社 雑誌・書籍 新年特別号（十二月三十一日・一月
七日合併号）

1475 週刉尐国民 1945 昭和二十年 1 11 朝日新聞社 雑誌・書籍 疎開児童の初スキー（写真）

1476 週刉尐国民 1945 昭和二十年 1 28 朝日新聞社 雑誌・書籍 尐年消防手（写真）

1477 週刉尐国民 1945 昭和二十年 2 18 朝日新聞社 雑誌・書籍 支那の尐国民（写真）

1478 市民ハイキング 1937 昭和十二年 9 名古屋市鉄道局 その他 保険行軍

59 / 68 ページ



id 文書名称 詳細 作成年 年号 月 日 作成者 カテゴリ 見出し 文書内容

1479 第五回日本体操大会 1939 昭和十四年 5 14 朝日新聞社 その他

1480 青年 1941 昭和十六年 11 1 大日本青尐年団本部 雑誌・書籍 十一月号

1481 海軍志願兵 1943 昭和十八年 7 1 海軍協会 雑誌・書籍 受験参考書

1482 爆弾・焼夷弾・瓦斯弾 1943 昭和十八年 12 20 朝日新聞社 雑誌・書籍

1483 空の日本 1944 昭和十九年 4 30 兒訓社 雑誌・書籍

1484 愛知尐国民 1942 昭和十七年 5 20 児童新聞社 雑誌・書籍 五月号　児童新聞統合改題

1485 愛知尐国民 1942 昭和十七年 12 1 児童新聞社 雑誌・書籍 十二月号　児童新聞統合改題

1486 初級英語 1943 昭和十八年 1 1 研究社 雑誌・書籍 新年号

1487 初級英語 1943 昭和十八年 2 1 研究社 雑誌・書籍

1488 初級英語 1943 昭和十八年 7 1 研究社 雑誌・書籍

1489 学習の友 1937 昭和十二年 11 1 日本家庭教育会 雑誌・書籍 三年生　綜合家庭教育

1490 学習の友 1940 昭和十五年 1 1 日本家庭教育会 雑誌・書籍 四年生　綜合教育

1491 愛国尐年 1936 昭和十一年 3 1 本間靖 雑誌・書籍 柔道普及号

1492 日本魂エモノガタリ 1936 昭和十一年 8 1 小学館 雑誌・書籍 セウガク二年生八月号附録

1493 読方総復習帳 1936 昭和十一年 12 1 不明 雑誌・書籍 小学四年生十二月号附録

1494 冬休の友 1940 昭和十五年 1 天明堂 雑誌・書籍 高1

1495 学徒への聖訓 1940 昭和十五年 6 10 厚生教育協会 雑誌・書籍

1496 陸軍海軍尐年航空兵受
験講義録

1942 昭和十七年 5 15 東京帝国学院 雑誌・書籍 東京帝国学院講義

1497 尐年倶楽部 1943 昭和十八年 8 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 八月号

1498 初等一年 1947 昭和二十二年 2 1 二葉書店 雑誌・書籍

1499 尐年尐女自習画帖 1931 昭和六年 3 20 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍

1500 高等科用自習画帖 1931 昭和六年 9 5 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍

1501 幼稚園 0 不明 小学館 雑誌・書籍 八月号

1502 海軍ものしり絵本 1938 昭和十三年 1 18 わかもと本舗　栄養と育
児の会

雑誌・書籍

1503 近代兵器の日本陸軍 1936 昭和十一年 9 10 日本図書出版社 雑誌・書籍

1504 童謡画集　ヘイタイサン
ノウタ

0 不明 川上四郎、深澤紅子　画 雑誌・書籍

1505 サルカニカッセン 1944 昭和十九年 10 20 昭和出版 雑誌・書籍 6歳～8歳

1506 僕等と兵隊 0 不明 富士屋書店 雑誌・書籍 幼年絵本研究会編

1507 空のマモリ 1941 昭和十六年 10 1 講談社 雑誌・書籍 特別読物　荒鷲奮戦物語

1508 僕等ト兵隊サン 1940 昭和十五年 4 5 富士屋書店 雑誌・書籍 幼児絵本

1509 読方、算術完成 1932 昭和七年 3 15 湯川弘文社 雑誌・書籍 学習研究会、　尋常六学年　前期用
書方下敶手本付

1510 プリント代用実習ノート 1936 昭和十一年 1 20 受験研究社 雑誌・書籍 地理、国史、理科
木山淳一著

1511 プリント代用実習ノート 1936 昭和十一年 8 1 雑誌・書籍 算術、　読方　尋常5年
木山淳一著
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1512 復旧工事覚帳 0 不明 その他 日野谷水路改修、間谷道土橋、山田道暗渠
工事係　曽羽太郎吉、曽羽太三郎

1513 修養日誌 0 不明 その他

1514 学習帖 1936 昭和十一年 10 10 岡本ノート その他 コクゴ、第一学年　豊田洋子
日本学習指導研究会

1515 学習帳 1936 昭和十一年 9 1 その他 さんじゅつ、第二学年西王地　秋枝
日本学習研究会

1516 学習帳 0 不明 その他 NOTE BOOK
B フールス48听正味40枚

1517 学習帳 0 不明 その他 NOTE BOOK
フールス５４８听定価拾三銭

1518 学習帳 1936 昭和十一年 3 1 その他 こくご、日本学習指導協研究会編纂
尋常科１，２年用　西王地　千恵子　,佳枝、秋枝

1519 高等小学読本　八 1910 明治四十三年 6 21 国定教科書共同販売所 雑誌・書籍 文部省著作

1520 尋常小学修身書 1928 昭和三年 2 15 雑誌・書籍 小学修身書、巻３、巻４
複式編制学校　第一学年児童用　乙

1521 尋常小学修身書 1933 昭和八年 3 22 雑誌・書籍 複式編制学校　第一学年児童用乙
文部省

1522 高等小学算術書 1923 大正十二年 1 14 雑誌・書籍 第一学年、第三学年　教師用

1523 学習帳 0 不明 その他 フールス５48听正味40枚

1524 学校教練必携　前編 1933 昭和八年 10 5 帝国在郷軍人会本部 その他 術科之部
陸軍省徴募課編纂

1525 教育手帳 1938 昭和十三年 3 10 創生社 その他 昭和13年度入学
古川　康行

1526 算術書 1926 大正十五年 1 25 文部省 雑誌・書籍 尋常小学、　第三学年、　児童用
文部省

1527 公民作法 1942 昭和十七年 3 10 帝国教育会 雑誌・書籍

1528 国語読本　巻五 1926 大正十五年 11 30 文部省 雑誌・書籍

1529 国語読本　巻十 1929 昭和四年 6 19 文部省 雑誌・書籍

1530 冬季学習帳 1937 昭和十二年 11 15 富田屋書店 雑誌・書籍 第三学年、　草川義治
教材研究会

1531 小学世界地図 1935 昭和十年 9 1 三省堂 雑誌・書籍 満州国其他　最新図掲載

1532 小学国史付図　上巻 1938 昭和十三年 2 5 盛運堂 雑誌・書籍 西田直二郎監修
堂本印象画　　　大阪府教育会

1533 満州補充教科書　尋常
小学第五学年用

1924 大正十三年 12 5 大阪屋号書店 雑誌・書籍 地理、算術の部
南満州教育会教科書編集部

1534 小学書方手本 1934 昭和九年 3 3 東京書籍 雑誌・書籍 尋常科用　第二学年上　甲種
文部省

1535 小学書方手本　第三学
年　下

1935 昭和十年 9 4 東京書籍 雑誌・書籍 尋常科用
甲種、文部省

1536 国語書キ方手本 1933 昭和八年 10 9 東京書籍 雑誌・書籍 第二学年用、文部省

1537 小学作法 1939 昭和十四年 3 1 帝国教育会出版 雑誌・書籍 愛知県教育会選定、　尋常科第一学年用

1538 初等科国語　四 1942 昭和十七年 8 3 東京書籍 雑誌・書籍 文部省

1539 初等科工作　二 1942 昭和十七年 12 13 東京書籍 雑誌・書籍 文部省　女子用
政本　清子

1540 初等科工作　三 1943 昭和十八年 3 6 東京書籍 雑誌・書籍 文部省　女子用

1541 初等科工作　四 1943 昭和十八年 3 2 東京書籍 雑誌・書籍 文部省　男子用

1542 エノホン 1941 昭和十六年 2 14 東京書籍 雑誌・書籍 文部省61 / 68 ページ
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1543 よみかた　四 1941 昭和十六年 10 4 東京書籍 雑誌・書籍 文部省

1544 国語問題集 1940 昭和十五年 9 25 步蔵野書院 雑誌・書籍

1545 教練教科書　学科の部 1942 昭和十七年 2 20 軍人会館図書部 雑誌・書籍 陸軍省兵務課編纂

1546 東亜服装 1944 昭和十九年 3 31 クロニック社 雑誌・書籍 更正服飾図案号
生活即戦闘　簡素即衆美

1547 処女　6月号 1940 昭和十五年 6 1 用力社 雑誌・書籍 昭和15年第２８８号

1548 家庭報国　思ひつき夫
人

1938 昭和十三年 9 2 朝日新聞社 雑誌・書籍 著者　平井　房人
　第二集　昭和13年１２月２７日　発行

1549 家の光　七月号 1939 昭和十四年 7 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 都市版　支那事変二周年記念

1550 家の光　４月号 1939 昭和十四年 4 1 産業組合中央会 雑誌・書籍 都市版

1551 为婦之友 1943 昭和十八年 4 1 为婦之友社 雑誌・書籍 昭和１８年４月１日　発行　４月号　決戦家庭経済号
昭和１８年５月１日　　　　　５月号　貯蓄報国号
昭和１８年７月１日　　　　　７月号　家庭防空必勝号

1552 为婦之友　６月号 1945 昭和二十年 6 1 为婦之友社 雑誌・書籍 本土決戦　勝利の防衛生活

1553 为婦之友　三月号 1947 昭和二十二年 3 1 为婦之友社 雑誌・書籍 THE SHUFU-NO-TOMO
“Home Journal for Ladies”　と表紙にある
特輯　春の家庭菜園

1554 日本女性　五月号 1942 昭和十七年 5 1 大陸講談社 雑誌・書籍

1555 モダン日本　第１８巻　第
４号

1947 昭和二十二年 4 1 新太陽社 雑誌・書籍 THE MODERN-NIPPON　のタイトル

1556 家庭経済心得絵本 1938 昭和十三年 3 15 わかもと本舗･栄養と育児
の会

雑誌・書籍 国民総動員物資愛護

1557 婦人公論　５月号 1947 昭和二十二年 5 1 中央公論社 雑誌・書籍

1558 ニコニコ　五月号 1941 昭和十六年 4 1 不動貯蓄銀行 その他

1559 服装日本　３月 1941 昭和十六年 3 1 洋装社 雑誌・書籍 国民服袴製図法発表
男女中等学校制服決定す

1560 服装日本　１２月　男子
版

1941 昭和十六年 8 15 洋装社 雑誌・書籍 臨戦態勢・技術練成指導誌

1561 服装日本　　婦人版 婦人版 1941 昭和十六年 11 15 洋装社 雑誌・書籍 臨戦態勢技術練成指導誌

1562 和服洋服の繰り回し更
正全集

1941 昭和十六年 1 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 婦人倶楽部新年号附録
戦時下の被服対策

1563 婦人倶楽部 1943 昭和十八年 6 1 雑誌・書籍 昭和１８年６月１日　発行　攻める心で護れよ国土
昭和１９年１月１日　　　　　一億総突撃
昭和１９年１２月１日（２冊）

1564 古い衣類の更正と染色･
刺繍

1940 昭和十五年 4 1 雑誌・書籍 婦人倶楽部四月号附録
国策協力運動　廃品活かして國強し

1565 キンダーブック 1941 昭和十六年 1 12 フレーベル館 雑誌・書籍 『オトナリ　ナカヨシ』

1566 写真週報 332 1944 昭和十九年 8 2 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三三二号　時の立札　國民大和一
致　その全力を國家奉仕に發揮せん

332  小磯内閣総理大臣の顔写真。　白黒。

1567 写真週報 343 1944 昭和十九年 10 18 内閣情報部/情報局 雑誌・書籍 第三四三号　時の立札　秋風が身に
しみる頃になると／冬の炭のことを考
へる／だが、ぐちをこぼす前に／炭を
焼く人々や／運ぶ人々の勞苦を思は
う

343  「旅行をもつと慎まう」　「決戦めざして白金続々応召」
「炭焼く人々は増産に必死だ」　「

1568 内燃機関 1942 昭和十七年 1 1 山海堂出版部 雑誌・書籍 特輯”多量生産研究”

1569 東亜服装 1943 昭和十八年 8 10 クロニック社 雑誌・書籍 決戦版　標準服　更正服　防空服 クロニック改題。

1570 大東亜戦争画報 1943 昭和十八年 2 8 毎日新聞社 雑誌・書籍 第七年第二号
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1571 大東亜戦争画報 1944 昭和十九年 2 8 毎日新聞社 雑誌・書籍 第八年第二号

1572 大東亜戦争画報 1944 昭和十九年 3 8 毎日新聞社 雑誌・書籍 第八年第三号

1573 大東亜戦争画報 1944 昭和十九年 4 8 毎日新聞社 雑誌・書籍 第八年第四号

1574 大東亜戦争美術展集 1942 昭和十七年 朝日新聞社 雑誌・書籍

1575 大東亜戦争美術展画集 1943 昭和十八年 朝日新聞社 雑誌・書籍

1576 おもひで 1940 昭和十五年 8 30 その他 第八内務班文集

1577 世界之日本 1915 大正四年 2 20 世界之日本社 雑誌・書籍 偽黨撲滅号　三版

1578 国史絵巻　講談社の絵
本

1940 昭和十五年 2 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 皇紀二千六百年奉祝記念

1579 子供エバナシ　講談社
の絵本

1941 昭和十六年 2 5 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍

1580 日本ムカシバナシ　講談
社の絵本

1941 昭和十六年 12 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍

1581 銃後 1943 昭和十八年 4 15 軍人援護会愛知県支部 雑誌・書籍

1582 ヒロヲニイチヤン 1942 昭和十七年 8 日本出版配給（株） 雑誌・書籍 文部省推薦絵本

1583 コドモエバナシ 1942 昭和十七年 11 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 特輯　上杉謙信　ウレシイヰ（イ）モン
ブクロ

1584 大東亜戦争 1942 昭和十七年 8 秀峰社 雑誌・書籍 陸・海軍省許可済

1585 映画旪報 1942 昭和十七年 12 11 映画出版社 雑誌・書籍

1586 マンガドウブツエン 1946 昭和二十一年 6 25 出水書房 雑誌・書籍

1587 陸海軍人養成講義録 1941 昭和十六年 7 大日本国防協会 雑誌・書籍 陸海軍諸学校陸海軍志願兵受験指
導

1588 科学と工業の児童図書 1945 昭和二十年 千葉県野田町興風会図
書館

その他 図書目録

1589 戦友 1917 大正六年 11 1 帝国在郷軍人会 雑誌・書籍

1590 戦友 1943 昭和十八年 12 1 帝国在郷軍人会 雑誌・書籍

1591 ドイツ語 1942 昭和十七年 4 2 日光書院 雑誌・書籍 为宰関口存男

1592 为婦之友 1943 昭和十八年 3 1 为婦之友社 雑誌・書籍 勝ち抜く決戦生活号

1593 婦人倶楽部 1939 昭和十四年 9 1 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍

1594 尐国民文化 1943 昭和十八年 10 1 日本尐国民文化協会 雑誌・書籍 愛国いろはかるた制定発表

1595 読方帳 0 不明 その他 愛知県教育会選定　尋常四学年 「松本」と名前あり。

1596 青年 1942 昭和十七年 3 1 日本青年館 雑誌・書籍 国土防衛に挺身せよ！

1597 海軍志願兵募集打合会
提出事頄

1941 昭和十六年 11 その他 为摧　愛知県　名古屋地方海軍人事
部　海軍協会愛知県支部

貴重かも！

1598 東京ニ於ケル大禮奉祝
ノ行事竝参列者心得

1928 昭和三年 10 31 帝国在郷軍人会 その他

1599 夏の飲物と冷菓子の作
方百種　为婦之友附録

1939 昭和十四年 7 为婦之友社 雑誌・書籍 とてもキレイな印刷。

1600 児童手牒 0 不明 積志尋常高等小学校 その他 昭和14年度と15年度は記入してある。

1601 徴兵検査後ノ注意竝ニ
希望

1937 昭和十二年 名古屋連隊区司令官 その他

1602 向上 1941 昭和十六年 5 1 修養団 雑誌・書籍 五月号
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1603 青年学校新教科書　本
科用

1936 昭和十一年 目黒書店刉 雑誌・書籍 大日本青年教育研究会編

1604 学習の友 1937 昭和十二年 家族教育研究会 雑誌・書籍 尋常三年 裏表紙に八事の船見山旅館の宣伝がある。

1605 陸軍受験模範講座 1940 昭和十五年 9 帝国陸軍受験社 雑誌・書籍 最新版　第一巻

1606 陸軍受験模範講座 1940 昭和十五年 8 帝国陸軍受験社 雑誌・書籍 最新版　第四巻

1607 便箋複写簿 0 不明 その他

1608 食料品統制関係法規集 1947 昭和二十二年 農林省 その他

1609 写真報国 1937 昭和十二年 1 1 近江屋写真用品（株） 雑誌・書籍 或る日の敏ちゃん　（奉天）

1610 中日家庭便覧 1952 昭和二十七年 1 1 中部日本新聞社 雑誌・書籍 中部日本新聞元旦附録

1611 名古屋陸軍幼年学校生
徒心得

1922 大正十一年 その他 「岩田忠治」のサインあり。

1612 和洋支ライス料理の作
方百種　为婦之友附録

1939 昭和十四年 9 1 为婦之友社 雑誌・書籍

1613 温かい鍋物と汁物料理
百種　为婦之友附録

1939 昭和十四年 11 1 为婦之友社 雑誌・書籍

1614 抜粋小学唱歌集 1938 昭和十三年 9 1 唱歌研究同志会 雑誌・書籍

1615 陸軍看護卒教科書 1905 明治三十八年 陸軍省 雑誌・書籍

1616 馬と兵隊さん 1939 昭和十四年 7 15 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍

1617 童謡　兵隊さんよありが
とう

0 不明 コロムビア（株） 雑誌・書籍 振り付けつき

1618 軍人遺族救護義会定款 1898 明治三十一年 12 18 その他 滋賀県出張所所長の印あり。

1619 魚の洋食経済料理の作
方集　为婦之友附録

1940 昭和十五年 4 1 为婦之友社 雑誌・書籍

1620 心の光 1928 昭和三年 7 岐阜県連合青年団　岐阜
県連合処女会

雑誌・書籍

1621 朝日航空日記 1942 昭和十七年 朝日新聞社 雑誌・書籍 一部書き込みあり。

1622 愛国軍歌集 1942 昭和十七年 3 1 ヲグラ楽譜出版部 雑誌・書籍

1623 宣戦の大詔謹解 1942 昭和十七年 2 藤井書店 雑誌・書籍

1624 瓦斯防護教範 1943 昭和十八年 4 23 その他 昭和十八年五月十日陸軍省検閲済

1625 人名帳 0 不明 その他 記入あり。

1626 海軍手帳 1943 昭和十八年 その他 昭和二十年版

1627 鉄ど銅 0 不明 （財）戦時物資活用協会 その他 特別回収早わかり

1628 警衛諸規程 0 不明 三重県 その他 昭和十六年行啓　警衛員必携

1629 従軍兵士ノ心得 1938 昭和十三年 8 大本営陸軍部 その他 第一号

1630 従軍兵士ノ心得 1938 昭和十三年 11 大本営陸軍部 その他 第二号　軍紀風紀ニ就テ

1631 戦陣訓 1941 昭和十六年 5 11 朝日活版印刷所 その他

1632 軍人金銭出納簿 0 不明 その他 「北篠享」の文字あり。

1633 諸兵尃撃教範 1940 昭和十五年 その他 「三宅隊　松浦平一」の文字あり。

1634 日本軍歌 0 不明 雑誌・書籍

1635 尐年唱歌集 1931 昭和六年 5 25 大日本雄弁会講談社 雑誌・書籍 尐年倶楽部編
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1636 国民歌集 0 不明 稲畑商店　（販売元） 雑誌・書籍

1637 新愛知　夕刉 夕刉 1941 昭和十六年 12 9 新愛知新聞社 新聞 日・英米西太平洋で開戦

1638 名古屋高商其湛新聞 1935 昭和十年 6 10 新聞

1639 小間物化粧品名古屋商
報

1941 昭和十六年 12 1 小間物化粧品名古屋商
報社

会報 一段階進めた商業再編成

1640 小間物化粧品名古屋商
報

1942 昭和十七年 1 1 小間物化粧品名古屋商
報社

会報 屠れ！米英我等の敵だ！

1641 小間物化粧品名古屋商
報

1942 昭和十七年 1 1 小間物化粧品名古屋商
報社

会報 見たか戦果・知ったか底力

1642 小間物化粧品名古屋商
報

1942 昭和十七年 1 5 小間物化粧品名古屋商
報社

会報 無敵の皇軍・無欠の援護！

1643 小間物化粧品名古屋商
報

1942 昭和十七年 1 5 小間物化粧品名古屋商
報社

会報 進め一億火の玉だ！

1644 大阪化粧品商報 1938 昭和十三年 11 7 会報 国民生活の総要頄　私たちは何を為
さねばならぬか

1645 職場だより 1943 昭和十八年 8 1 名古屋北国民職業指導
所

会報 尐年工を迎えて

1646 薬店界 1942 昭和十七年 1 15 薬店界社 会報 東亜共栄圏に於ける医薬資源の開発
を期せ

1647 愛知警防新聞 1939 昭和十四年 1 1 愛知警防新聞社 新聞 中京消防新聞改題

1648 東京日日新聞　号外 号外 1935 昭和十年 3 22 東京日日新聞 新聞 殊勲の高波部隊　晴れの論功行賞

1649 名古屋新聞　号外 号外 1941 昭和十六年 12 8 名古屋新聞社 新聞 英米に対し宣戦布告

1650 時事写真速報 1273 1932 昭和七年 3 8 時事写真速報社 新聞 朝霧の代々木原頭に愛国号第三、
四、五号の命名式

1651 時事写真速報 1275 1932 昭和七年 3 10 時事写真速報社 新聞 もうピストルでは人を殺せぬ

1653 時事写真速報 1362 1932 昭和七年 6 23 時事写真速報社 新聞 ミス満州

1654 時事写真速報 1354 1932 昭和七年 6 25 時事写真速報社 新聞 けふで晴れの凱旋

1655 時事写真速報 2086 1934 昭和九年 11 3 時事写真速報社 新聞 雤中の流鏑馬

1656 時事写真速報 2089 1934 昭和九年 11 8 時事写真速報社 新聞 秩父宮殿下中学生を御親閲

1657 時事写真速報 2091 1934 昭和九年 11 10 時事写真速報社 新聞 御料馬演習地へ

1658 時事写真速報 2092 1934 昭和九年 11 11 時事写真速報社 新聞 白系露人も混り信統會結成

1659 時事写真速報 2093 1934 昭和九年 11 13 時事写真速報社 新聞 陸軍特別大演習

1660 時事写真速報 2094 1934 昭和九年 11 14 時事写真速報社 新聞 大川周明博士保釈出所

1661 時事写真速報 2095 1934 昭和九年 11 15 時事写真速報社 新聞 坊さんも非常時認識

1662 時事写真速報 2097 1934 昭和九年 11 17 時事写真速報社 新聞 女中さん三月学校

1663 時事写真速報 2099 1934 昭和九年 11 20 時事写真速報社 新聞 メキシコから堀口前公使等に勲章

1664 時事写真速報 2100 1934 昭和九年 11 21 時事写真速報社 新聞 端西から親日女記者

1665 時事写真速報 2101 1934 昭和九年 11 22 時事写真速報社 新聞 ベルリンの父さんと『もしもし』

1666 時事写真速報 2102 1934 昭和九年 11 23 時事写真速報社 新聞 国産キニーネ奉献式

1667 時事写真速報 2103 1934 昭和九年 11 24 時事写真速報社 新聞 スポーツ結婚二重奏

1668 時事写真速報 2105 1934 昭和九年 11 27 時事写真速報社 新聞 新京忠霊塔竣工

1669 時事写真速報 2106 1934 昭和九年 11 28 時事写真速報社 新聞 藤井蔵相辞表提出
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1670 時事写真速報 2108 1934 昭和九年 11 30 時事写真速報社 新聞 東京工大の紅一点

1671 時事写真速報 2110 1934 昭和九年 12 2 時事写真速報社 新聞 丹那第一列車通過

1672 時事写真速報 2112 1934 昭和九年 12 5 時事写真速報社 新聞 ヤット重荷がおりた

1673 時事写真速報 2115 1934 昭和九年 12 8 時事写真速報社 新聞 北満の義人村上氏に破格の光栄

1674 時事写真速報 2116 1934 昭和九年 12 9 時事写真速報社 新聞 解散の危機去る

1675 時事写真速報 2128 1934 昭和九年 12 23 時事写真速報社 新聞 御降誕御一年

1676 時事写真速報 2139 1935 昭和十年 1 8 時事写真速報社 新聞 非常時出初め式

1677 時事写真速報 2145 1935 昭和十年 1 15 時事写真速報社 新聞 非常警防の開通式

1678 時事写真速報 2146 1935 昭和十年 1 16 時事写真速報社 新聞 日本精神の華　名刀展覧会

1679 時事写真速報 2151 1935 昭和十年 1 22 時事写真速報社 新聞 ノンキでもない町田新総裁

1680 時事写真速報 2153 1935 昭和十年 1 24 時事写真速報社 新聞 土つかずの笠置山

1681 時事写真速報 2154 1935 昭和十年 1 25 時事写真速報社 新聞 はて、これは？

1682 時事写真速報 2155 1935 昭和十年 1 26 時事写真速報社 新聞 「五十萬元」の爆弾質問

1683 時事写真速報 2170 1935 昭和十年 2 13 時事写真速報社 新聞 青い眼の娘にかこまれた歌右衛門丈

1684 時事写真速報 2171 1935 昭和十年 2 14 時事写真速報社 新聞 麻疹（ハシカ）退治に献血

1685 時事写真速報 2176 1935 昭和十年 2 20 時事写真速報社 新聞 日濠通商懇談会

1686 時事写真速報 2181 1935 昭和十年 2 26 時事写真速報社 新聞 闘ひを前の予備運動

1687 時事写真速報 2183 1935 昭和十年 2 28 時事写真速報社 新聞 総理でも若くなりたい春日和

1688 時事写真速報 2196 1935 昭和十年 3 15 時事写真速報社 新聞 水仙の花今盛り

1689 時事写真速報 2200 1935 昭和十年 3 20 時事写真速報社 新聞 帝国軍人後援会総会

1690 時事写真速報 2204 1935 昭和十年 3 26 時事写真速報社 新聞 シヤム公使一家の粋な振付

1691 時事写真速報 2213 1935 昭和十年 4 5 時事写真速報社 新聞 連日の超満員

1692 時事写真速報 2224 1935 昭和十年 4 17 時事写真速報社 新聞 盟邦元首京都へ御安着

1693 時事写真速報 2333 1935 昭和十年 8 23 時事写真速報社 新聞 元気でさらば来年

1694 時事写真速報 2334 1935 昭和十年 8 24 時事写真速報社 新聞 新経済学博士清浦さん

1695 時事写真速報 2377 1935 昭和十年 10 13 時事写真速報社 新聞 步力待機の英マルタ島守備隊

1696 時事写真速報 2454 1936 昭和十一年 1 14 時事写真速報社 新聞 本堂の真中俎（マナイタ）開き

1697 時事写真速報 2456 1936 昭和十一年 1 16 時事写真速報社 新聞 奮戦傷病の勇士凱旋 傷痍軍人を出迎える愛国婦人会の様子（東京駅）

1698 時事写真速報 2463 1936 昭和十一年 1 24 時事写真速報社 新聞 あこがれの旅へ根自子さん出発

1699 時事写真速報 2469 1936 昭和十一年 1 31 時事写真速報社 新聞 文相松田さん新蘭ラ軍（ニュージーラ
ンドのラグビーチーム）招待

1700 時事写真速報 2498 1936 昭和十一年 3 6 時事写真速報社 新聞 非常時に登場した松平大使

1701 時事写真速報 2511 1936 昭和十一年 3 21 時事写真速報社 新聞 ネ？ターキーのお願いです？

1702 時事写真速報 2514 1936 昭和十一年 3 25 時事写真速報社 新聞 小池君と握手

1703 時事写真速報 2515 1936 昭和十一年 3 26 時事写真速報社 新聞 専任文相に平生氏起用

1704 時事写真速報 2523 1936 昭和十一年 4 4 時事写真速報社 新聞 女ながらも士官学校候補生
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1705 時事写真速報 2563 1936 昭和十一年 5 22 時事写真速報社 新聞 僅か一六で専検に合格

1706 時事写真速報 2574 1936 昭和十一年 6 4 時事写真速報社 新聞 勢揃ひした水上日本代表

1707 時事写真速報 2577 1936 昭和十一年 6 7 時事写真速報社 新聞 兹久連隊凱旋

1708 時事写真速報 2636 1936 昭和十一年 8 15 時事写真速報社 新聞 スペイン内乱は一進一退

1709 時事写真速報 2628 1936 昭和十一年 8 6 時事写真速報社 新聞 オリムピック大会特報　好漢村社の奮
戦

1710 時事写真速報 2638 1936 昭和十一年 8 18 時事写真速報社 新聞 水上再制覇成る

1711 時事写真速報 2640 1936 昭和十一年 8 20 時事写真速報社 新聞 オリムピック記念写真　日章旗を掲げ
て入場

1712 （タイトル無し） 0 不明 その他 街から山へ！日本最初のハイキング
列車

1713 教育時事写真週報 1935 昭和十年 3 時事写真速報社 その他 満州国皇帝陛下の御訪日をお待兹ね
のお二人

1714 桃陵 1937 昭和十二年 5 10 帝国在郷軍人会京都支
部

会報

1715 桃陵 1937 昭和十二年 8 10 帝国在郷軍人会京都支
部

会報

1716 桃陵 1937 昭和十二年 9 10 帝国在郷軍人会京都支
部

会報

1717 桃陵 1937 昭和十二年 10 10 帝国在郷軍人会京都支
部

会報

1718 桃陵 1938 昭和十三年 1 10 帝国在郷軍人会京都支
部

会報

1719 桃陵 1938 昭和十三年 2 10 帝国在郷軍人会京都支
部

会報

1720 軍友 1937 昭和十二年 7 20 帝国在郷軍人会京都支
部

会報

1721 軍友 1937 昭和十二年 8 20 帝国在郷軍人会京都支
部

会報

1722 支部報 1942 昭和十七年 4 1 帝国在郷軍人会会津支
部

会報

1723 支部報 1942 昭和十七年 5 1 帝国在郷軍人会会津支
部

会報

1724 翼賛三重 1944 昭和十九年 1 1 帝国在郷軍人会会津支
部

会報

1725 簡閲点呼号　津支部報
附録

1939 昭和十四年 7 1 帝国在郷軍人会会津支
部

会報

1726 信濃毎日新聞号外 号外 1892 明治二十五年 3 16 信濃毎日新聞社 新聞 第二号外　露艦福山（北海道）に現る
露艦の北海出没

1727 公報 7 25 信濃毎日新聞社 その他 大本営着電

1728 国民新聞　号外 号外 1904 明治三十七年 12 8 国民新聞社 新聞 旅項戦報

1729 国民新聞　号外 号外 1904 明治三十七年 12 28 国民新聞社 新聞 旅項敵状

1730 大阪朝日新聞　名古屋
号外

名古屋
号外

1936 昭和十一年 1 16 大阪朝日新聞名古屋支
社

新聞 比率为義を破り颯爽（サッソウ）脱退を
通告　四国けふ会議継続

1731 南支派遣軍 1940 昭和十五年 3 20 南支派遣軍報道部 その他 写真集、　南支派遣軍報道部編　　非売品

1732 朝日新聞 1942 昭和十七年 2 16 新聞

1733 朝日新聞 朝日新聞大阪本社 新聞

1734 朝日新聞 朝日新聞大阪本社 新聞
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1735 朝日新聞 朝日新聞大阪本社 新聞
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